









































できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー５








見波タクミ







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　スライム島にあるジナの実家。そのリビングにある柱時計の長針と短針が傾かたむき、文字盤ばんの中央からスライムの模型が軽快な鐘かねの音と共に顔を出す。

　だが、リビングに鳴り響ひびくその一音たりともレインの耳には届かなかった。頰ほお杖づえを突くレインの耳には、今から一時間ほど前、突とつ然ぜん空間を割って現れた悪あく魔まジャンブルウの腕うでに抱いだかれたクラスメイト、ミストリアが気絶する間ま際ぎわに零こぼした声だけがこびりついていた。

『レ……イン……君。たい……へ……ん。討とう伐ばつ隊が……壊かい滅めつ……して……。エル……ニアさん……が、敵……に……ぃ……』

　それは、エルニアの火急を伝える言葉だった。

「くっそ！」

　レインが眉まゆを顰ひそめて悪態を漏もらす。詳くわしい情報がない現状が、否いや応おうなしに心を焦じらせる。だが、いくら焦あせっても、レインを落ち着かせる情報が増えることはない。

　気絶してしまったミストリアは、現在奥の部屋で手当を受けている。

　アリカやジナ、そしてジナの義母であるニコルによる手当が始まって一時間。

　未いまだ、一人として部屋から出てくる気配はない。

「おせぇな……」

　レインが奥の扉とびらを凝ぎよう視ししながら忙せわしなく膝ひざを揺ゆらす。その膝の上では、大きな瞳ひとみが心配そうに主あるじのことを見上げていた。

　涼すずやかな水色の肌はだ。押せば転がる小さな身体からだ。主の相そう貌ぼうを映すつぶらな瞳。

　全モンスター中で最弱の代名詞。

　スライム。

　ペムペムと名付けられ、いつも脳天気なその顔は、曇どん天てんのように暗かった。

「ぴぎ……」

　ペムペムが、暗い表情を浮うかべる主を心配そうに覗のぞき込む。返事はない。声が届かないのかと今度は頭をレインのお腹なかに擦こすりつけてみるが、やはり反応は返ってこない。

「ぴぎぃ……」

　寂さみしげな声が部屋に響く。普ふ段だんはペムペムのどんな小さな変化にも気がつくレインだったが、このときばかりは余よ裕ゆうがなかった。

　今すぐにでも部屋に飛び込みたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえ、レインがその視線を扉からリビングの床ゆかにどかりと座り込む巨きよ大だいな黒い塊かたまりへ流す。全身に鎖くさりを巻き付けた破は壊かいと恐きよう怖ふの権ごん化げ、ミストリアと契けい約やくを果たした束そく縛ばくと解放を司つかさどる悪魔ジャンブルウは、レイン以上に険しい表情で奥の扉を睨にらみ付けていた。

　ジャンブルウを見たレインが思わず顔を顰しかめる。沈ちん黙もくする悪魔の身体には幾いく重えもの傷きず痕あとが刻まれていた。座りながらにしてレインよりも上うわ背ぜいのある肩かた口ぐちには何かが突つき刺ささった深い痕があり、闇やみを切り取ったかのような翼つばさは痛々しいほど引き裂さかれている。

　ジャンブルウの力は、一度直じかに戦ったことのあるレインが一番よく知っている。その実力は並なみ大たい抵ていのモンスターでは束になっても到とう底てい敵かなわない。

　文字通り悪魔的で、戦せん慄りつするほど圧あつ倒とう的な力。

　その絶対的な強者であるジャンブルウがこれほどの疵きずを負うなどただ事ではない。

　扉を睨むレインの目つきが一層厳しくなる。大たい抵ていの罵ば倒とうなら笑ってやり過ごす主が浮かべる剣けん吞のんな表情に、ペムペムが思わず身体を震ふるわせる。

　ペムペムは助けを求めるように、今にも泣き出しそうな瞳をレインの隣となりへと傾けた。

　その視線の先には、肩かたに雷かみなりの精せい霊れいを座らせる一人の少年が座っていた。

　シャープな眼鏡めがねと柔にゆう和わな笑み、明らかな異常を前にしてもすぐに落ち着きを取り戻もどす冷静さ。雷の紋もん章しようを刻んだ手で肩に乗るパートナーのピックに次のクッキーを差し出す、レインの良き理解者、ガゼット・ガールバレスがペムペムの視線に気がつき小さく顎あごを引く。

　ギリッと歯を剝むいて扉を睨むレインに、ガゼットは大げさにやれやれと首を横に振ふった。

「レイン。不安なのも分かるけど、ちょっとは落ち着きなよ。その顔、怖こわすぎるって」

「そんな怖い顔してねぇよ。どこから見ても好青年だろ」

「どこから見ても悪人面づらだよ。ほら、ペムペムも怖がってるし」

　即そく答とうするガゼットにレインが「え？」と思わず声を漏らし、ようやく視線を自分の膝の上へと降ろす。そこには自分を見上げながら怯おびえた表情を浮かべるペムペムがいた。

「わ、悪い。ペムペム」

「ぴ、ぴぎぃ～」

　ようやく解ほぐれたレインの表情に、ペムペムが安あん堵どの声を上げて小さく身体を揺する。

　丁度その時、スッとレインの目の前に琥こ珀はく色の水面を揺らすティーカップが差し出された。鼻をくすぐる爽さわやかなレモンの香かおり。思わずレインが顔を持ち上げる。

　そこには、ジナの義父であるムギナが憮ぶ然ぜんとした表情で自分のことを見下ろしていた。

「アホ面は好かんが、辛しん気きくさい顔はもっと好かん。それを飲のむか、外に出るか。選べ、小こ僧ぞう」

「──毒でも入ってるんじゃねぇだろうな？」

「ほほう。貴様は表に出たいらしいな」

　ペキパキと指を鳴らすムギナに、レインは慌あわててカップを持ち上げた。闘とう争そう心の塊のようなレインだが、さすがに今がその時ではないことぐらいはわかる。

　レインが鮮あざやかな琥珀色の水面を揺らす紅茶を喉のどの奥に流し込む。味わう余裕はあまりなかったが、それでも爽やかなレモンの余よ韻いんは少なからず心を落ち着けてくれた。

　ふぅっと息を吐はくレインに、ムギナがふんっと鼻を鳴らして奥へと引っ込んでゆく。

　その後ろ姿と入れ替かわるように、奥の扉が静かに開いた。

「アリカ！　ジナ！」

　扉を潜くぐって出てきた二人の女子に、レインが僅わずかに腰こしを浮かせて声を上げる。

　その声に、両手で水の入った桶おけを持つ少女が深刻そうな表情を少し崩くずした。

　柔やわらかな薄うす黄色の髪かみ。桶を持つ腕に挟はさまれた豊満な胸元。掌てのひらに狼おおかみの紋章を刻み、寄り添そうように足元を歩く氷の兜かぶとを冠かぶった《氷ひよう狼ろう族ぞく》、レオンをパートナーとする彼女の名はアリカ・セクスレン。

　モンスターの食育を担になう魔ま獣じゆう食育師フードプランナーを目指す、レインの頼たよれる仲間の一人だ。

　そんなアリカの隣には、もう一人の少女がいつもは無表情な顔を曇くもらせていた。

　艶つややかな銀糸の如ごとき長い髪。不安からか、いつも以上に瞼まぶたに隠かくれる栗くり色の瞳。その掌に上下が逆転したスライムの紋章を宿す彼女の名はジナ・レームライト。

　肩に桃もも色のスライム、ルルを乗せるジナがアリカに続き扉を抜ぬける。

　そして、その二人の後ろから、一人の少女がゆっくりと現れた。

　夕ゆう闇やみを思わせる紫し紺こんの髪と瞳。目元を飾かざる泣きぼくろ。掌に壮そう絶ぜつな悪魔の紋章を刻み、気絶するほど疲ひ弊へいしていたにもかかわらず確かな足取りで歩く彼女の名は、ミストリア・クラウリス。

　束縛と解放の悪魔ジャンブルウと契約し、学年二位に名を連つらねる彼女は、普段は束ねている髪を下ろしているせいかいつもより若じやつ干かん幼くも見えた。

　はやる気持ちに、レインが口を開く。

　その視界の端はしを、黒い巨体が横切った。

「ロードよ！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　人の家には大きすぎる体たい軀くを屈かがめながら駆かけ寄るジャンブルウに、アリカが小さな悲鳴を上げ、ジナが心配そうにその双そう眸ぼうを軋きしむ床へと傾ける。

　オロオロと両手と顔を突き出すジャンブルウに、ミストリアは困ったように眉まゆを顰めると、目の前に迫せまった悪魔の鼻先を持ち上げた指先で小さく押し返した。

「大げさにしないで。ジャンブルウ」

「し、しかし！」

「大丈夫よ。それと、心配してくれてありがとう」

　険しい表情で顔を寄せるジャンブルウに、ミストリアが肩を落として静かに微笑ほほえむ。

「う……うむ」

　その微び笑しようは、動どう揺ようしていた悪魔を驚おどろくほど見事に落ち着かせた。

　狼ろう狽ばいした己おのれを恥はじるように、ジャンブルウが荒あら々あらしく鼻息を漏らす。

「あなたも、少し休みなさい。説明は私がしておくから。ね」

　ミストリアが声を和やわらげ、その指先で深く傷ついたジャンブルウの肩を撫なでる。

　主の気き遣づかいに、ジャンブルウは素す直なおに頷うなずいた。唐とう突とつにその巨体が歪ゆがみ、部屋の中から音もなく悪魔の身体が搔かき消える。

　聞き分けの良いパートナーに、ミストリアがほぅっと安心したように吐と息いきを零す。

　しかし、ミストリアはすぐにレインたちの視線に気がつくと、小さく顎を引いた。

「待たせてごめんなさい。あなたたちの聞きたいことは分かってるわ」

　紫紺色の双眸がゆっくりと部屋の中を滑すべり、レインたちが頷くのを確かく認にんする。

　とはいえ、その顔には、まだまだ疲ひ労ろうの色が濃こい。

　ミストリアはアリカに勧すすめられた椅い子すに腰を下ろすと、硬かたい口調でその口を開いた。

　キマイラを退け島に到とう達たつし、エデンを討うとうとした討伐隊の現実を語るために。







　　　第一章




　キマイラたちが犇ひしめく辺境の孤こ島とう。その島に拠きよ点てんを構えたある組織とその組織が生み出したモンスターの討とう伐ばつに乗り出していたミストリアは、身体を打ち付ける衝しよう撃げきに堪えながら、驚きよう愕がくにその双眸を見開いた。

「一体なにっ!?」

　空の一角を覆おおう白はく煙えん。その底を、巨大な何かが突き破った。盛り上がった白煙を振り払はらったのは、氷と火か炎えんを吐き出す双頭のドラゴン《フラムグラス》。重なる咆ほう哮こうを響ひびかせ、四つの瞳が背中に乗せた魔獣錬磨師モンスタートレーナーと共に白煙を睨み付ける。

　白煙の底から次々に何かがこぼれ落ちてゆく。それは傷ついた討伐隊のモンスターだった。飛行能力を持たない彼らは、重力の腕うでに抱だかれて暗い島の森へと吸い込まれてゆく。

　だが、双頭の竜りゆうと魔獣錬磨師モンスタートレーナーに彼らをフォローする余裕はなかった。一キロ以上も離はなれているミストリアですら、感じずにはいられない肌を突き刺すような威い圧あつ感。

　ゴクリと思わずミストリアが唾つばを飲んだ瞬しゆん間かん、黒い鞭むちのようなものが縦に撓しなり、巨大な白煙を両断した。

　左右に分かれ突とつ風ぷうに攫さらわれる白煙の谷間に〝ソレ〟はいた。

　ソレは、恐おそろしい速さで縦に回転していた。その一角から伸のびているのは、あの白煙を分断した黒い鞭。おそらくは尾おに相当する器官なのだろう。大気を切り裂く長い尾が、耳の痛い風切り音を響かせる。しかも、それは一回転するごとにその範はん囲いを広げていた。遠心力に引っ張られるように延長する黒尾の鞭が一ひと際きわ大きな風切り音と共に島へと届き、大地を撫でる。

　今まで、ミストリアが聞いたことのない音が辺りに響いた。

　大地に伸びた黒尾は地面を削けずり割るだけでは飽あき足らず、大海原をも断たち切った。

　常識を蹂じゆう躙りんするような水みず飛沫しぶき。烈断された海が悲鳴を上げる。

　黒尾がなぞった数里の海が割れ、姿を現すことのないはずの海底が露ろ呈ていした。

　海を割ったソレは、そこでようやく回転を止めた。

　ソレは、ミストリアが今までに見たことのない魔獣だった。

　天使と悪魔が同居するかのような、純白と漆しつ黒こくの翼。万物を引き裂く爪つめを携たずさえた竜りゆう腕わんに、見るからに強きよう靭じんな獅し子しの後うしろ脚あし。全身の筋肉は不自然に脈打ち膨ぼう張ちようを続け、身体からだを覆う鱗うろこには様々な魔獣の特性が見て取れる。額からは荘そう厳ごんな一角が伸び、見れば見るほど異質であるにもかかわらず、その姿はある種の神がかりなまでに美しい。

　だが、その美しさは、次の瞬間、心の臓を握にぎられたかのような恐きよう怖ふに変わった。

　ミストリアが思わず自分の身体を抱きしめる。

　悪魔をも従える胆たん力りよくを乱したのは、ソレの眼がん窩かに収まる漆黒の双眸だった。

　闇色とも違ちがう、ただただ底知れぬ黒。その黒こく眸ぼうは全すべてを宿していた。畏い敬けいを覚えるほどの高潔さも、畏い怖ふを覚えるほどの透とう徹てつさも、恐怖を覚えるほどの残ざん酷こくさも。

　そしてなにより、

　全てを吞み込むほどの闘争心が、その黒眸に宿っていた。

　噎むせ返るほどの、おおよそ理解できない闘争心。闘争欲求。闘争本能。

　咆哮。

　世界が、震ふるえた。

「ロード。気をしっかり持つのだ！　来るぞ！」

「わ、分かっているわ！」

　耳を打ったジャンブルウの警告に、ミストリアがハッと我に返る。

　ほぼ同時に、ソレは再び動き出した。

　ソレの黒眸が間近にいた双頭の竜を捕とらえる。愉ゆ悦えつに口元を歪ゆがませ、天使と悪魔の両りよう翼よくが大きく羽ばたく。一体その翼つばさはどんな構造になっているのか、たった一度の羽ばたきでソレは双頭の竜との間合いを一気に詰つめた。だが、愚ぐ直ちよくすぎる。真っ正面から突とつ撃げきしてくる得体の知れない敵に、双頭の竜は躊躇ためらうことなくその顎あごを開いた。異常な気温の上じよう昇しように火炎を操あやつる頭部の周囲が陽かげ炎ろうのように揺ゆらめき、急速な冷れい却きやくに氷を操る頭部の周囲の空気が悲鳴を上げる。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーの号令と共に、双頭の竜が口こう腔こうに蓄たくわえたエネルギーの奔ほん流りゆうを解き放つ。

　火炎と絶対零れい度どの息吹いぶきが、直進してくるソレを吞み込む。

　いや──違う！

「なんだあれはっ！」

　驚きの声がミストリアの耳を撫でる。声の主は、ミストリアのクラスメイトだった。

　火を灯ともしたような鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの髪。何事にもまっすぐな煉れん瓦が色の瞳ひとみ。掌に魔獣錬磨師モンスタートレーナーならば誰だれもが一度は憧あこがれるドラゴンの紋もん章しようを刻み、傍かたわらに馬のような体軀と炎神の加護を受けた緋ひ色いろの鱗を纏まとう《ホースドラゴン》のキールを携えたエルニア・Ｆ・ミレーネブルクが、信じられないとばかりに目を見開く。

　愕がく然ぜんとするエルニア。おそらく、ミストリア自身も彼女と同じ表情をしているのだろう。

　火炎と絶対零度の息吹に吞み込まれたソレは、逆にその破は壊かいの息吹を吞み込みながら前進していた。

　大気を焼き払い、同時に全ての水分を一瞬にして凍こおり付かせる息吹がソレに触ふれるや否いなや音もなくかき消えていく。異常を感じた双頭の竜の魔獣錬磨師モンスタートレーナーが咄とつ嗟さに攻こう撃げきを中止させるが、その時すでにソレの変へん貌ぼうは始まっていた。ソレの竜腕が大気を焦こがす火炎に包まれ、黒尾が絶対零度の冷気を纏う。遠目にも、その二つの部位に宿るエネルギーが桁けた違いであることは容易に想像が付いた。

　ぶるっと、ソレが大きく身み震ぶるいをする。その一瞬の隙すきを突つき、双頭の竜が城じよう壁へきすら一撃で粉ふん砕さいする竜りゆう尾びを叩たたきつけた。避さけるそぶりすら見せず直撃を受けたソレは、肉と肉がぶつかり合う耳の痛い音を響かせながら海へとたたき落とされた。立ち上る水柱。だが、その水柱が崩くずれる前に、新たな水柱が立ち登った。水柱の先せん端たんから黒い影かげが飛び出し、振ふり上げた竜腕を双頭の竜の胸むな元もとに突き刺さす。火炎を宿した竜の爪が、双頭の竜の逆げき鱗りんを切り裂さき、体内へとえぐり込む。内側から肉を焼かれ、二つの頭から絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。血の蒸発による赤い蒸気。身体を引き裂くような激痛に、双頭の竜がその竜の腕でソレを握り締しめる。

　ぐしゃっという音が響いた。

　それは、双頭の竜の腕が砕くだけた音だった。

　双頭の竜が、関節があり得ない方向に曲がった自分の腕を呆ぼう然ぜんと見つめる。キメラの強度が双頭の竜の腕わん力りよくを上回り、行き場を失ったエネルギーが関節で弾はじけたのだ。限界を超こえた痛覚は、双頭の竜の思考を奪うばっていた。迸る悲鳴。双頭の竜の背中に乗っていた魔獣錬磨師モンスタートレーナーが腕を抱かかえて蹲うずくまる。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーには、【契けい約やくの絆きずな】という技ぎ巧こうが存在する。魔ま獣じゆうと己の魂たましいを繫つなぎ合わせることにより、パートナーの力を引き上げるのだ。だが、これには大きなリスクが存在する。魂が深く結びつけば結びつくほど、魔獣の受けたダメージは魔獣錬磨師モンスタートレーナーに還かん元げんされる。

　痛みに失神したのか、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの身体が力を失い、双頭の竜の背中から滑すべり落ちる。重力に導かれる主あるじの姿に、双頭の竜は慌あわてて身体を反転させ急降下した。

　無事な方の腕で、双頭の竜が主の身体を受け止める。それは、死を覚かく悟ごするには十分すぎる隙だった。

　けれども、あれ程ほど一方的に双頭の竜を破壊していたソレは、追撃を一いつ切さい仕し掛かけようとはしなかった。

　情けをかけた？

　いや、そうではない。

　闘とう争そう本能をむき出しにしたソレは、ただ次の獲え物ものを探していただけだった。

　そして、蹂躙の刻が始まった。

　白と黒。混こん沌とんの翼が羽ばたき、一条の矢と化したソレが右う舷げんを守る氷国の討伐隊へと宙を駆かける。氷の大地で鍛きたえられた魔獣たちが一いつ斉せいに冷気を吐はき出し、迫せまる脅きよう威いを迎げい撃げきする。眼に鮮あざやかなオーロラと共に生み出された氷ひよう壁へきは無数の棘とげを持ち、その強度は鉄にも匹ひつ敵てきするだろう。目の前に生まれた壁かべに、ソレは轟ごう音おんと共に火か焰えんに包まれた竜腕を突き付けた。一瞬にして気化した氷が大量の水蒸気へと変わるが、それは氷壁からすればほんの一部だ。

　顕けん在ざいする氷壁に、氷国の魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちの顔に安あん堵どの笑みが浮うかぶ。

　その笑みは瞬またたく間に引き攣つった。

　嬉き々きとした咆哮と共に、ソレが黒尾を氷壁に突き立てる。

　尾は軽々と氷壁を穿うがち、そして──

　氷の壁を取り込み始めた。

　蠕ぜん動どうする黒尾が氷の壁を侵しん食しよくしていく。溶とけているわけでも、消失しているわけでもない。文字通り、侵おかし、喰くらうその光景に、氷国の魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちは追撃を仕掛ける事すら忘れて啞あ然ぜんとする。

　厚さ数メートルはあった氷の壁を穿った大穴は、瞬く間に壁の向こう側へと貫かん通つうした。

　壁をすり抜ぬけたソレが、氷国の討伐隊の前に現れる。

　裂けた口が、闘争の愉悦にニマリと歪ゆがむ。

「な、何をしているのだ！　捕らえろ！」

　隊長を務める男が放った鬼き気き迫る号令に、討伐隊はようやく我に返った。ミストリアと同じ年くらいの学生らしき隊員も散見するが、多くは熟練された魔獣錬磨師モンスタートレーナーだ。吹雪ふぶきが、氷柱つららが、氷ひよう牙がが、寒波が、ソレを氷こおり漬づけにせんと、絶対零度の攻撃が大気を凍いてつかせる。

　しかし、隊長は直すぐさま後こう悔かいすることとなった。

　自身の経験を信じた討伐ではなく、自国皇こう帝ていの命令であった捕ほ獲かくを選んでしまったことを。

　ソレが、炎えん竜りゆうの腕と化した竜腕を薙なぎ払う。ただそれだけで、雪崩なだれのような攻撃が蒸発した。啞然とする氷国の討伐隊。その軍勢の中に、ソレは躊躇うことなく飛び込んだ。正面にいた《スノーコング》を突撃の勢いを凝ぎよう縮しゆくさせた頭ず突つきで吹ふき飛ばし、その隣となりにいた《魔ま氷ひようマンドラゴラ》を、火炎を纏まとった竜腕を振り払って焼き捨てる。火だるまになる敵を尻しり目めに、ソレは身体を反転させ、その竜腕を背後から死角を突こうとした《アイスデビル》へと叩きつけた。悪魔の身体がくの字に折れ曲がる。だが、悪魔は意地を見せた。身体に食い込む竜腕に爪を突き立て、呪じゆ詛その言葉を口ずさむ。パキッと音を立て、呪のろいの氷が竜腕を蝕むしばんでいく──と、悪魔も、その魔獣錬磨師モンスタートレーナーも思っただろう。

　ソレの尾に宿る冷気が強まる。

　氷は、身体を蝕むどころかソレの糧かてになっていた。

　無造作に、ソレが冷気を纏った黒尾を悪魔に巻き付ける。今まで夥おびただしいモンスターを氷漬けにしてきた悪魔は、その一撃で悲鳴を上げる間もなく凍り付いた。尾をうねらせて氷結した悪魔を払はらい落としたソレが、今度は迸るエネルギーのままにその両翼を振り払う。

　天使と悪魔の翼から、炎と氷、二つの旋せん風ぷうが吹き荒あれた。圧あつ倒とう的な破壊の嵐あらしに、訓練された氷国の討とう伐ばつ隊が浮き足立つ。

　いや、嵐だけならば彼らでも抵てい抗こうすることが出来ただろう。

　天空を支配する灼しやく熱ねつと冷気の奔流の中をソレが縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、氷国の討伐隊の抵抗を嘲あざ笑わらうかのように一瞬にして壊かい滅めつさせる。

　氷国の討伐隊が戦意喪そう失しつに陥おちいる中、ソレの黒眸は次の遊び相手を探し周囲を睥へい睨げいした。島に、海にも、空にも、ソレの遊び相手は溢あふれている。戦う相手は溢れている。

　グンッと、ソレの身体が空を疾しつ走そうし、別の討伐隊へと突とつ入にゆうしていく。入り乱れる悲鳴と怒ど号ごう。討伐隊は必死に応戦するが、大した時間も掛かけずに彼らは戦意を喪失した。

　その理由は簡単だ。

　ソレは、ありとあらゆる攻撃を吞のみ込んだ。

　光も闇も、炎も氷も、風も雷かみなりも、果てには爪つめや牙きばに至るまで、あらゆる攻撃を受け止め、喰らう。

　神もドラゴンも、天使も悪魔も、怪かい獣じゆうも怪かい鳥ちようも、見境無く飛び付き、喰らう。

　戦略も戦術も、数も力も、陣じん形けいも陣営も、関係なく蹂じゆう躙りんし、喰らう。

　一方的で圧倒的、絶望的なまでの力の差。

　戦せん慄りつするミストリアの頰ほおを一筋の汗あせが伝う。

　その時、隣で楽しげに頰を歪ませていたジャンブルウが、鋭するどくその双そう眸ぼうを細めた。

「そこかぁ！」

　鼻をピクンと弾はずませたジャンブルウは、ソレとはまるで明後日あさつての方向、エルニアの背後に向かってその鋭い爪を跳はね上げた。

　悪魔の爪が次元を切り裂き、空間が歪わい曲きよくする。ジャンブルウの凶きよう行こうに、ミストリアやエルニアはもちろん、サラやアリエルまでが目を丸くする。

「くっそ。勘かんのいい悪魔だね」

　姿無く、声だけが突とつ然ぜん響ひびいた。

　苛いら立だちを含ふくんだハスキーな女性の声に、その場にいた全員が身構える。

　痛いほど緊きん張ちようが張はり詰める中、ジャンブルウが切り裂いた次元の内側から突とつ如じよ赤せき褐かつ色しよくの腕うでが飛び出し、小窓ほどだった空間の歪ひずみを縦に大きく引き裂いた。

　ミストリアの緊張が跳ね上がる。

　耳を劈つんざくような不協和音を奏で、筋骨隆りゆう々りゆうにして様々な妖よう術じゆつを駆く使しする極東の上級悪魔、《鬼おに》がミストリアたちの乗る黒こく竜りゆうイザナギの背に降り立った。

　炯けい眼がんに不気味な妖よう気きを纏わせ、鬼がミストリアたちを牽けん制せいする。

　その背に守られ、引き裂かれた空間を一人の女性がくぐり抜けた。

　射い貫ぬくようなダークブラウンの瞳に、歴戦の凄すごみを滲にじませる男勝まさりな顔立ち。その掌てのひらに、ミストリアと同じく悪魔の紋章を刻んだその女性を、ミストリアは知っていた。

　以前、ミストリアが通う魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》の文化祭でエルニアを連れ去ろうとした一派の一人。ガリアという女傭よう兵へいだ。

　対たい峙じしたときのことを思い出してか、ジャンブルウと鬼が睨にらみ合い、辺りに心臓を握にぎりつぶさんばかりの殺気が吹き荒れる。

　一方、ガリアはふらりと鬼の前に歩み出ると、口元に凄みのある笑えみを浮かべて呟つぶやいた。

「いたいた。ねぇ、あんた。ちょっと拉ら致ちるけど、抵抗すんなよ」

　まるで食事に誘さそうような気軽さで、ガリアがこっちに来いと手招きをする。

　そのダークブラウンの瞳ひとみに映っていたのは、困こん惑わくした表情を浮かべるエルニアだった。

「何を言っているのだ？　貴様は──」

「離はなれなさい！　エルニア！」

　怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめるエルニアの疑問を、エルニアの姉、ミストリアたちが通う魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》の現生徒会長であり、その掌に神の紋もん章しようを刻むアリエル・Ｆ・ミレーネブルクが断たち切った。

　エルニアの背を引き、側近に妹を預けたアリエルが金色の髪かみを突とつ風ぷうに靡なびかせながら歩み出る。金色の双眸でガリアを見み据すえたアリエルは、轟音が鳴り響く空でもはっきりとその声を響かせた。

「捕とらえなさいシャルネラ！　【シャイニング・ロウ】」

　主の号令に従い、戦せん姫き神しんワルキューレがその神こう々ごうしい腕を静かに持ち上げ、細い指先を握り締しめる。その瞬しゆん間かん、ガリアと鬼の周りの光が増ぞう幅ふくし、オーロラの煌きらめきをふり撒まきながら縮小し始めた。畏い怖ふさえも覚える光の檻おりは、もはや逃のがれるすべはない。

　凝縮する光が鬼の角を搦からめ捕る。

　かと思われた次の瞬間、鬼の傍かたわらから七色の光の奔ほん流りゆうが迸り、光の檻がまるでシャボン玉のようにはぜ割れた。

「すまぬが、邪じや魔まをせんでくれ」

　戦場に似つかわしくない幼い声を響かせ、小さな頭がひょっこりとガリアの背から顔を出す。年は、おそらく十歳に届くか届かないかといったところだろう。春の新芽のような萌もえ葱ぎ色の髪に、底知れぬ英知を秘ひめながらどこか儚はかなさが漂ただよう瑠る璃り色の瞳。指先が隠かくれるほど袖そでの長い服に、犬耳が揺ゆれるフードを背中に下ろした少女は、その腕の中に小さなモンスターを抱かかえていた。

　少女の抱えるモンスターにアリエルが油断なく双眸を細める。一見して子犬のような愛らしいモンスターだが、その額の宝玉から放たれる七色の光は神の攻こう撃げきをも退けた。

　警けい戒かいを強めながら、アリエルが少女に問う。

「あなたがフェティ博士ですか？」

　アリエルが呟いた名に、ミストリアは聞き覚えがあった。しばらく前に話題になった天才少女の名だ。

　だが、目の前の少女はどこか含みのある笑みを浮かべると、その小さな顔を横に振ふった。

「違ちがう、フェティは姉じゃ。今は、ちょっとお休み中じゃ」

「姉？　どういう──」

「そして私の名はフェル。この世の最強を探求するものじゃっ！」

　アリエルの声を遮さえぎり、フェルが声高らかに宣言する。

　そして、どこか生き急ぐように荒あらい息を吐き出すフェルは、その双眸を呆あつ気けにとられるエルニアへと定めた。

「私と共に来てもらうぞ。才さい気き溢あふれるドラゴントレーナーよ」

「な。何を言っているのだ、貴様は!?」

　フェルの勧かん誘ゆうに、エルニアが眉を顰めながら身構える。

　だが、エルニアはそれ以上の言葉を言えなかった。

「なぜ、私のかわいい妹が、あなた方ごときと行かなければならないのですか？」

　ゆっくりと、神の紋章が刻まれた手を持ち上げながら、アリエルがフェルに問う。その傍らでは、シャルネラがその剣けんに何重ものオーロラを纏まとわせていた。幾いく重えにも重なったオーロラは極ごく彩さい色しきの燦きらめきを放ち、絶対殲せん滅めつの剣が完成する。

　アリエルが尋たずねたのは、倒たおれゆくものへの最後の慈じ悲ひだった。ミストリアが知る噂うわさが確かなら、未いまだかつてこの剣に貫けなかったものはない。

　鬼を従えるガリアの頰に一条の汗が伝い、幼よう神しんパラパが怯おびえるように首を竦すくませる。

「なぜ？　そんなこと決まっているじゃろう。世界を──」

　だが、フェルだけはただただ不敵に微笑ほほえみ、

「救うためじゃ！」

　再び叫さけんだその声に、一いつ切さいの迷いはなかった。

　予期せぬ返答に、アリエルが訝いぶかしげに眉を顰める。もちろん、ミストリアもその意味は分からなかった。

　分からないまま、事態は否いや応おうなしに進行した。

　世界が、望まない方向に。

『総員！　退たい避ひっ！　退避ーっ！』

《拡かく声せい蝶ちよう》から響く警報。耳を打つ咆ほう哮こう。轟ごう音おんが大空を穿うがち、衝しよう撃げきが全身を殴なぐりつけ、全すべての意識を引き寄せる。

　ミストリアは思わず息を吞んだ。

　エルグ王国が派遣した討伐部隊。その一角が、今まさに蹂躙され、壊滅寸前に追い込まれていた。決死の迎げい撃げきむなしく、また一個大隊が打ち崩くずされ、暗い島へと落ちてゆく。

「アレは、なんなの？」

　凄すご腕うでの魔獣錬磨師モンスタートレーナーの軍隊をも容た易やすく蹴け散ちらすソレに、戦慄を覚えたミストリアが思わず呟く。

　そして、その言葉を待っていたかのようにフェルは大きく胸を張り、歌うように答えた。

「アレの名は《キメラ》。私たちが目指した真理。世界最強の魔ま獣じゆうぞ！」

　瑠璃色の双眸を歓かん喜きに輝かがやかせ、フェルが小さな身体からだから声を目め一いつ杯ぱいに響かせ宣言する。

　その声には、底知れない夢が、野望が、執しゆう念ねんが込められていた。
















　そして、まるでその声に吸い寄せられるようにキメラの黒こく眸ぼうがフェルへと滑すべり──

　ゆっくりと開かれた口こう腔こうから、雹ひようと雷を孕はらんだ突風が吐はき出された。

「っ！　イザナギ【黒こく竜りゆうの死し咆ほう】！」

　サラが咄とつ嗟さにイザナギに指示を飛ばし、首を大きく撓しならせたイザナギが迫せまりくる雷らい雹ひようの嵐に向けて漆しつ黒こくの息吹いぶきを解き放つ。衝しよう突とつした黒息吹と嵐は次の瞬間に弾はじけ、強きよう烈れつな暴風となって辺り一帯の全てに摑つかみかかった。パートナー達が咄嗟に動き、突風に晒さらされる主あるじの盾たてとなる。

　ミストリアもジャンブルウに守られながら、今起きた事態に驚おどろいていた。

　今の攻撃。サラが咄嗟に反応しなければ、ミストリアたちはもとよりフェルたちもただではすまなかったはずだ。

　あのキメラというモンスターは、フェルたちの契けい約やくモンスターではないのだろうか？

　疑問に眉を顰めるミストリアとは対照的に、今まさに危機に晒されたフェルはさして驚いた様子もなく静かにその口を開いた。

「ふむ。やはりおんしほどの者でも制せい御ぎよするには至らないか。グレイス公」

「いやはや、これでも頑がん張ばっているんですよ。フェル博士」

　フェルに応こたえた声に、ミストリアが驚きと共にさらに眉を顰める。いったいいつの間に現れたのか、小さな顎あごに手を当てるフェルの後ろには、初老の男が佇たたずんでいた。

　グレイスと呼ばれた老紳しん士しを見たミストリアが、難しそうに口元を歪ゆがめる。全身を分厚いコートで包み、整えた口ひげが印象的な老紳士。殺さつ伐ばつとした戦場でも絶えることのないにこやかな笑みは、おそらく自信の表れでもあるのだろう。

　人を傀かい儡らいに貶おとしめる魔虫を操あやつる虫使いを前に、一度その手に落ちたことのあるミストリアとエルニアの警戒心が否いや応おうなしに跳ね上がる。

　そんなミストリアたちの心境を知ってか知らずか、グレイスはやはりにこやかな笑みを浮うかべたまま、まるで久しぶりの孫との再会を喜ぶように二人へと手を振った。

　その真意が読めず、ミストリアとエルニアが押し黙だまる。

「それで、君たちは何がしたいンだ～い？」

　その緊きん張ちよう感のない声は、吹ふき荒あれる突風に攫さらわれることなく、はっきりとその場にいた全員の耳へと届いた。

「ファルド？」

　ミストリアが思わず声を零こぼし、視線をゆっくりと傾かたむける。そこには、キメラの蹂躙が始まってから今まで、ただの一言も発せずに戦場を見守っていた一人のクラスメイトが立っていた。

　奇き跡せき的なまでに整い、女性のミストリアですら美しいと見み蕩とれてしまう相そう貌ぼう。やる気がなさそうで、それでいてどこか遥はるか遠くを見据える碧へき眼がん。その掌に天使の紋章を刻み、その傍らに最高位の象しよう徴ちようである八枚の翼つばさを宿した天騎き士しを従える、名実ともに天才の男。

　どこか軽そうな雰ふん囲い気きを身に纏まとったファルド・グランサンダーが、絶対に噓うそ偽いつわりを述べることを許さない鋼鉄の眼まな差ざしを持ってフェルたちに問い質ただす。

　その刃やいばのような質問に、フェルは全く物もの怖おじせず答えた。

「先にも言ったじゃろ。最強の魔獣を生み出すこと。それが、私たちの本願じゃ」

「ふ～ん。なるほどなるほど、よく分かった。で、アレがその魔獣ってわけだ」

　軽い口調を続けながら、ファルドが次の標的を選ぶように首を忙せわしなく揺らしながら滞たい空くうするキメラに視線を流す。

　しかし、ファルドは小さく肩かたを竦めるに留とどめて視線を戻もどすと、再び質問を投げかけた。

「で、その本願とやらは達成できたのかなン。かわいいかわいい萌葱色のわんこちゃん」

「おんし、なかなかに腹が立つ奴やつじゃの」

　軽けい蔑べつするように目を細め、フェルがファルドを睨み付ける。こんな状じよう況きようにもかかわらず軽けい薄はくな態度を崩さないファルドにはミストリアも軽い頭痛を覚えたが、口を挟はさみたい気持ちをぐっと堪こらえて今は見守ることにした。

　ファルドは無む駄だなことをしない。興味のないことには一切関かかわらない。

　その代わり、ひとたび関われば全てを自分の思い通りに掌しよう握あくする。

　それが、ファルドという天才なのだ。

　対たい峙じするファルドに何を感じたのか、フェルは警戒するように腕うでの中のモンスターを抱だきしめると、それでもどこか興奮した声こわ色いろで応えた。

「正確には、一歩手前といったところじゃ。生あい憎にくと、キメラの主がまだ決まっておらぬ」

「あれ～？　そちらの素す敵てきな紳士が主じゃないのかなン」

「ふむ。おんし、腹が立つ上に人が悪い奴じゃのう」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべるファルドに、フェルが僅わずかに口元を尖とがらせる。その怒いかりはもっともだ。なんせ、ファルドは知っているのだ。グレイスの掌てのひらに刻まれた紋章が虫であることを。

　だが、フェルは尖らせた口を再び楽しげに震わせると、小さく頷うなずいた。

「いかにも。グレイスはキメラの主ではない。仮の主ではあるがの」

「フェル博士。些いささかしゃべりすぎでは？　あれを抑おさえる老体を少しは労いたわるべきですよ」

「おんしなら大だい丈じよう夫ぶじゃ。殺しても死なぬから安心せい」

　目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しのツバの縁ふちから分かりやすく困った表情を覗のぞかせるグレイスに、フェルが確信を持ってそのお願いを突き返かえす。やれやれと肩を竦めるグレイスに、フェルは満足げに微笑みながら再びその双そう眸ぼうをファルドに定めた。

「私は中ちゆう途と半はん端ぱが嫌きらいじゃ。最強を生み出すからには妥だ協きようはせん。そして、モンスターは優すぐれた魔獣錬磨師モンスタートレーナーを主としてこそ最高の力を発揮できる。だからこそ、私たちにはそちらのドラゴントレーナーが必要なのじゃ」

「この天才の僕を差し置いて、か。ふ～ん。何でエルニア嬢じようなんだい？」

「単純に素質の問題じゃ。その娘むすめの眠ねむれる才能。モンスターの能力を引き出す力。その力でキメラの力を余すことなく引き出せば、それは世界最強の魔獣という真理になる」

　誇こ張ちようするわけでもなくただただ確信をもって、フェルが応える。

　その持論に異を唱えたのは、他でもないエルニアだった。

「ちょ、ちょっと待て。何を言っているのだ貴様らは？　私はドラゴントレーナーだぞ。あんな化け物と契約できるはずがないだろう！」

　エルニアの主張に、ミストリアも心の中で同意する。魔獣錬磨師モンスタートレーナーは自分の掌に刻まれた魔獣以外とは契約できない。フェルが真理の探究者というならば、それがこの世界の絶対的真理だ。

　だが、そこまで考えたミストリアはあることに気が付いてハッとした。

　フェルは言った。あのキメラは自分たちが生み出したと。

　ならば──

「安心するのじゃ。キメラの紋もん章しようは後天的に発現できる」

　もちろん、操る術も準備してしかるべきだった。

　自分の成果を惜おしみなく公表するフェルに、グレイスが聞き分けのない孫を見る眼まな差ざしを浮かべ、小さなため息を零す。

　一方、その言葉でミストリアたちはようやく彼らがこの場に現れた意味を理解した。

　戦せん慄りつする一同の中、一歩前に踏ふみ出すファルドがさらに問う。

「もし、エルニア嬢を渡わたさないって言ったら？」

「おすすめせんのう。世界が滅ほろぶぞ」

「あははははは。さっきは世界を救うって言って、今度は滅ぼすときたか～。その真意は？」

「言ったじゃろ。キメラは制御できておらぬと。あのキメラは闘とう争そう本能の塊かたまりじゃ。このまま野放しにすれば、この世界全てに牙きばを剝むくぞ。そして、何度も言うが、あのキメラは最強じゃ。止められはせぬ」

　絶対の自信を持って宣言するフェルに、ファルドは同じく自信しかない双眸を細めて応えた。

「そうかい。じゃあ──」

　その手に宿る天使の紋章を、眩まばゆい黄昏たそがれ色の輝きに染め上げながら。

「一つ止めてみようかな。エルデミオール【シャイニングフォール】」

　エルデミオールが主の命に頷き、キメラに向けて九枚の天輪を走らせる。光こう跡せきを残し殺さつ到とうした天輪はキメラの頭上を捉とらえるや否や、光の滝たきを主が敵へと叩たたきつけた。漆黒のキメラが瞬またたく間に降り注ぐ光の激流の中へと吞み込まれる。あの聖光に吞み込まれれば、後は消失するしか道はない。

「──へぇ、なるほど。なかなかに常識外れな怪かい物ぶつだねン」

　ファルドがわずかに目を細める。その碧眼が見つめる先で、全てを吞み込む光の滝が逆に何かに吞み込まれ始めた。光を吸い込む漆黒の口腔。エルデミオールの放った規格外の攻こう撃げきを吞み下すキメラの身体が、眩い閃せん光こうを放ち始める。

　それは、エルデミオールの放った聖光に他ならなかった。しかも、キメラはエルデミオールと同じ天使の威い光こうすら放ち始めていた。

　聖光の滝ではキメラを倒たおせないと悟さとったエルデミオールが、これ以上の攻撃は無駄と天輪を呼び戻す。

　それは、百ひやく戦せん錬れん磨まの天騎士にはあり得ない失策だった。

「何をしているエルデミオール！　攻撃を緩ゆるめ──っ！」

　ファルドの声が、空を薙ないだ光こう鞭べんにより搔かき消される。それは、聖光を纏ったキメラの尾おっぽだった。咄嗟にエルデミオールが腕を跳はね上げる。

　キメラは構わずエルデミオールの腕に尾を絡からませると、力の限り天騎士の身体を母なる大地へと叩き付けた。隕いん石せきでも受け止めたかのように大地がすり鉢ばち状に陥かん没ぼつする。

　粉ふん塵じんが視界を遮さえぎる中、キメラがゆっくりと尾を持ち上げる。その先には、腕を搦め捕られたエルデミオールがいた。屈くつ辱じよくの姿に天騎士が口元を歪め、天輪をキメラへと走らせる。

　エルデミオールの姿が霞かすむ。天輪が制御を失いあらぬ方向へと飛び立つ中、再び轟ごう音おんが響ひびいた。それも、一度ではない。何度も、何度も、何度も。轟音が響く度に島が震ふるえ、助けに入ろうとする討とう伐ばつ隊の心を折っていく。

　その耳を打ち据すえる轟音の中、ミストリアは顔色を変えて叫さけんだ。

「ファルド！」

　ミストリアの悲鳴が轟音を押し退ける。その双眸に映るファルドの身体は大きく傾いていた。ファルドの掌から、【契約の絆】の燐りん光こうが弱々しい光を放っていた。

　トドメとばかりに一ひと際きわ大きく掲かかげられたエルデミオールの身体が、大気を圧あつ迫ぱくしながら地面へと叩き付けられる。背中から身体を半ばまで地面にめり込ませた天騎士はなんとか上半身を起こそうとしているが、突き立てた掌は何度も地面を滑すべり、その身体を支えることは出来なかった。

　馬ば鹿かな、と思いつつミストリアが咄とつ嗟さに駆かけ出し、力なく傾くファルドの身体を抱きしめる。その身体は死人のように冷たく、精せい悍かんな顔は大量の汗あせが浮かんで青ざめていた。

「あはははは。ミーアに抱き締しめられるなんて、エルデミオールに感謝しなきゃねン」

「その減らず口閉じてなさいっ！　行くわよ、ジャンブルウ！」

「っ！　やめろ、ミーア！」

　制止を聞かず、ミストリアは【契約の絆】を発動する。ファルドとエルデミオールが大ダメージを受けたことに、他のメンバーも警けい戒かいを跳ね上げ、掌に刻んだ紋章を輝かがやかせる。

「やめておけばいいものを」

　フェルが小さく首を振ふる。その声にミストリアは小さく舌を打ち、ジャンブルウをキメラに向けて解き放った。

「我がロードよ。良い怒りだ」

【契約の絆】を通して伝わる純じゆん粋すいな怒りに、凶きよう悪あくな笑えみを浮かべたジャンブルウがその悪あく魔まの翼を羽ばたかせる。ジャンブルウは聖光を纏まとうキメラを見定めると、両りよう腕うでに巻き付く鎖くさりを解き放った。禍まが々まがしい漆しつ黒こくの鎖が空中でジャラジャラと音を立てて絡み合い、大きな輪となってその中心の空間を引き歪ゆがめる。

「【チェーン・ガロスト】」

「無次元の闇やみに沈しずめ！」

　ミストリアとジャンブルウが叫び、鎖の輪の中心から命を貪むさぼる闇の波動が解き放たれる。

　空間を吞み込み迫せまる闇に、キメラは何を思ったのかその口を大きく開くと、眩い聖光の波動を吐はき出した。闇と光。対なる存在がぶつかり合う。だが、すぐに明暗は分かれた。衝しよう突とつしてすぐに光が闇を吞み込み、咄嗟に腕と翼を交差したジャンブルウへと襲おそいかかる。

「ジャンブルウっ!?」

　悲鳴を上げるミストリア。その視界に満ちていた閃光が、内側からはじけ飛んだ。

「かああああああああああああああっっは！」

　ボロボロになった翼を打ち広げて、ジャンブルウが光の洪こう水ずいを吹ふき飛ばす。

「ジャンブルウ。後ろよ！」

　ミストリアが再度叫ぶ。その紫し紺こんの双眸が捉えるキメラの影かげは、ジャンブルウの背へと回り込んでいた。咄嗟に振り返るジャンブルウに、キメラの腕が振り下ろされる。血ち飛沫しぶきが空を汚けがし、キメラの竜りゆう腕わんから伸のびる鋭するどい爪つめが悪魔の肩かた口ぐちに深々と突き刺ささった。

　ジャンブルウが苦く悶もんに顔を引き歪め、ミストリアの膝ひざから力が抜ぬける。【契約の絆】によるダメージの還かん元げん。ミストリアの肩に灼しやく熱ねつの痛みが迸ほとばしる。

　膝を突くミストリア。その視界で、炎ほのおのような朱あか髪がみが翻ひるがえった。

「焼き払はらえ、キール。【ブレススパイラル】！」

　ジャンブルウに爪を立てるキメラに向け、エルニアが眼まな差ざしを鋭くしながら声を張り上げた。ギリギリでジャンブルウの身体を避さける射線を探したキールがその顎あごを大きく開き、螺ら旋せんを描えがく紅ぐ蓮れんの炎が迸る。避けるまもなく、確かに炎はキメラを吞み込み、そしてキメラに吞み込まれた。

「くっ！」

「無む駄だじゃ。あのキメラは、あらゆる魔ま獣じゆうの細さい胞ぼうを元に生み出した。あやつに取り込めぬ攻撃はない。神じゃろうが、ドラゴンじゃろうが、天使じゃろうが、悪魔じゃろうが。全てのエネルギーはキメラの餌えさじゃ」

　悔くやしげに口元を歪めるエルニアに、フェルが自らの成果を喜ぶように声を上げる。

　その声を、冷れい徹てつな声が切り裂さいた。

「ならば、エネルギー以外ならどうでしょう？　シャルネラ、切り裂きなさい！」

　戦せん姫き神しんワルキューレ、シャルネラが主の指示に頷うなずき、白銀の剣けんを携たずさえてキメラへと斬きりかかる。あえて剣に纏わせておいたオーロラのエネルギーを消し去り、シャルネラは純粋な剣けん技ぎで勝負に出た。キメラの竜腕を剣の腹で受け流しつつ独こ楽まのように回転し、大きく開いた腹部へと白銀の刃やいばが滑すべり込む。その鋭い斬撃はキメラの鱗うろこを切り裂き、腹を切り裂いて翻る。血ち糊のりすら残さない美しい白銀の刃が再びキメラの体内へと食い込み、アリエルの口元に微かすかな笑みが浮うかぶ。

　単純な斬撃ならば、キメラにも通用する。

　そのアリエルの読みは、甘かった。

　シャルネラの表情に驚きよう愕がくが浮かぶ。刀身半ばまで食い込んだ剣が、ピタリとその動きを止めた。どれだけ力を入れても引き抜けない刃が、逆にどんどんキメラの体内へと引きずり込まれる。

　ズシュッ、と刃が肉に食い込む耳障りな音が響いた。

　口の端はしから赤い筋を零こぼしたシャルネラが、ゆっくりとその視線を腹部に下ろす。

　キメラの身体に食い込んでいたはずの切っ先が、逆にその身体と同化するように飛び出し、己おのれを貫つらぬいていた。

「言ったはずじゃ。あらゆるものを取り込む、と」

　フェルの声が静かに響く。身を捻ひねってなんとか刃を抜いたシャルネラが、空中で膝を折る。だが、シャルネラは戦いくさを司つかさどる神だ。どれだけの傷を負おうとも、その双そう眸ぼうは未いまだ闘とう志しを失ってはいない。

　それがいけなかった。

　シャルネラの肩が、キメラの竜腕に摑つかまれる。闘志ないものには興味を失うキメラだが、まだ抗あらがおうとするものは等しく闘争の対象だった。決定的な敗北を知らしめるため、キメラがその顎を大きく開く。

「ま、待て！　それ以上はやめろ！」

　焦しよう燥そうを混ぜた懇こん願がんが響く。その声にグレイスが大量の汗を零こぼしながら拳こぶしを握にぎりしめると、キメラの動きがピタリと止まった。

　ミストリアが声の響いた方へ視線を走らせる。

　膝を突くアリエルを支えるエルニアが、苦く渋じゆうの表情を浮かべながらフェルを睨にらんでいた。

「私が、私がついて行く。だから、これ以上姉上のシャルネラを傷つけるな！」

「エルニア!?　何を言っているの！　馬鹿な真ま似ねはやめなさい！」

「姉上は黙だまっていてください！」

　妹の制服を握りしめて制止するアリエルを、エルニアが強い口調で黙らせる。エルニアは直すぐさまサラに視線を走らせると、駆け寄ってきた彼女へ姉の身体を預けた。

「サラ！　何をしているの？　エルニアを止めてちょうだい！」

「アリエル会長。今は、エルニアさんを信じましょう」

　力強く、しかし忸じく怩じたる思いが隠かくしきれない強ばった口調で、サラがアリエルを説得する。確かに、他に手がないのは事実だ。キメラはたった一体で討伐隊のほとんどを壊かい滅めつさせ、隔かく絶ぜつした強さを持つアリエルとファルドすら退けた。

　強さが無意味に思えるほどの力。しかも、現状ですらグレイスが暴走を抑おさえているというならば、もしこの力が解き放たれれば世界の混乱は免まぬかれない。

　エルニアは世界のために、その身を明け渡わたす気なのだ。

　そして、それを止める力を持つものは、この場にはいなかった。

「納なつ得とくしてくれて助かりましたよ。そろそろ、キメラの制せい御ぎよも限界でしたしね」

　額から大量の汗を零し、グレイスが安あん堵どのため息を吐く。

　そんなグレイスに、エルニアは奥歯を嚙かみ締めながら声を絞しぼり出した。

「──ただし、一つ条件がある。キールだけは連れて行かせてくれ」

「まぁ、いいでしょう。日付が変わるその時まで、大人しくしていて頂く条件付きなら」

　エルニアの言葉に、グレイスがにこやかに微笑ほほえみ、頷く。

　そして、彼らの姿は次元の狭はざ間まへとかき消えた。







　　　第二章




　語り終えたミストリアに全員の視線が集まり、静せい寂じやくが部屋の中に満ちる。

　話が大きすぎて理解に時間の掛かかるレインに代わり、口を開いたのはガゼットだった。

「それで、ミストリアさん。その後に何が起こったんだい？」

　ガゼットの言葉に、レインやアリカが訝いぶかしげに眉まゆを寄せながら振り返る。エルニアが連れ去られた以上に、これ以上何が起こったというのだろうか。

　だが、困こん惑わくする二人とは対照的に、ミストリアは小さく顎を引いて口元を歪ませた。

「彼らが去った後、討とう伐ばつ隊はキマイラの襲しゆう撃げきを受けたの」

「え？　キマイラぐらいなら楽勝だったんじゃないのか？」

　討伐隊がキマイラを圧あつ倒とうしながら島に近づいたという話を思い出し、レインが尋たずねる。

　ミストリアはどこか思い悩なやむような表情を浮かべて答えた。

「ええ。ただのキマイラなら、そうでしょうね」

「て、いうと？」

「私たちに襲いかかってきたキマイラの何体かが、あのキメラという魔獣と同様に私たちの攻こう撃げきを吸収し始めたの。しかも、吸収するごとに身体は強化されて、ついには手に負えない状態になってしまったのよ」

　ミストリアの説明に、レインたちはハッとした表情を浮かべて顔を見合わせた。

　攻撃を吸収。力の強化。

　レインたちはついさっきまで、全く同じ変へん貌ぼうを遂とげたモンスターと戦っていた。

　全員に視線を走らせたガゼットが小さく頷き、席を立つ。不思議そうに顔を持ち上げるミストリアを残し、ガゼットは机に置かれた虹にじ色いろの欠片かけらを持ち上げた。

　窓から差し込む光を吸収して七色に輝かがやく欠片を傾かたむけて、ガゼットがミストリアに問いかける。

「ミストリアさん、この欠片に見覚えはない？」

「え……？　どういうこと？」

「実は今日、ジナさんの村が凶きよう暴ぼう化したモンスターに襲われてね。そのモンスターは、ピックの電撃やレオンの氷を吸収したんだ」

　ガゼットの説明に、ミストリアが俄にわかに目を見開き、続けてその言葉の意味するところを理解するようにスッと双眸を細める。

　紫紺の双眸に虹色の欠片が映り込むこと数秒。

「もしかして……」

　ミストリアの唇くちびるが、記き憶おくの糸を手た繰ぐり静かに震ふるえた。

「確証は持てないけど。たぶん、この欠片。あのキメラが放ったものだと思うわ」

「話の途と中ちゆうにあった一いつ斉せい攻撃の後のヤツ、か？」

　ミストリアの言葉に、レインが肘ひじを突ついた手に顎を乗せながら尋ねる。

　もう一度記憶を辿り確信を得たのか、ミストリアは強く頷くと、逆にレインたちへ質問した。

「でも、貴方あなた達はどうやってそのモンスターを倒たおしたの？　それに、どうやってこの欠片を？」

「ん？　ああ、俺とペムペムが引っこ抜いた」

「ぴぎぃーっ！」

　あっけらかんと言うレインとその頭の上で元気よく飛び跳はねるペムペムに、ミストリアの目が点になった。

「…………えと、私の聞き間ま違ちがいかしら？　引っこ抜いたの、この欠片を？」

「そうそう。けっこう大変だったんだぜ。その欠片、ペムペムも吸収しようとしやがったからな」

「ぴぎ。ぴぎぴぎ」

「じゃ、じゃあ。どうやってコレを抜ぬいたというの？」

「俺が欠片が刺ささってるところまで突とつ撃げきしてやったんだよ。ちなみに巨きよ大だい化したのはそこの水すい槽そうにいるマリンスネイクな。でかさはえ～っと、あの木のちょっと上くらいか？」

「ぴ～ぎ」

　窓の外を指さすレインとペムペムに、「冗じよう談だんでしょ？」言いたげな顔のミストリア。

　だが、ガゼットが苦笑を浮かべて否定しない様子を見ると、ミストリアはすぐにその表情を引き締しめた。納得したのではなく、思い出したのだ。数ヶ月前、目の前のスライムトレーナーが悪あく魔まを操あやつる自分と対等に渡り合ったその様を。

　ミストリアの目に理解が浮かんだことを察したガゼットがその口を開き、再び話の舵かじを取る。

「たぶん、討伐隊を襲おそったキマイラにもこの欠片が刺さっているとみていいだろうね。ミストリアさん、今、戦せん況きようはどんな感じなんだい？」

「討伐隊は全力でキマイラたちを押さえ込んでいるわ。いつまで持つか分からないけど、あのキマイラたちが外に出たら、キメラを待たないで世界が滅ほろぶもの」

「え、でも攻撃は吸収されるんじゃ？」

　話の大きさに怖こわくなってきたのか、アリカがレオンの尾おを抱だき締めながら質問する。

　その質問に、ミストリアは少しだけ笑みに力を込こめて答えた。

「確かに攻撃は吸収されるけど、それだけでどうにもならないほど討伐隊は弱くはないわ。足止めをする方法ならいくらでもある。ただし、やっぱり一時的な時じ間かん稼かせぎね。各国の応おう援えんは急務よ」

「じゃあ。むっつんはそれを知らせ、に？」

　ルルを胸に抱いだくジナが、質問する。その口から零こぼれた聞き慣れない呼び名に、レインはきょとんとしながら反射的に聞き返してしまった。

「むっつん？」

「むっつり、つんつん」

「ジナさん。いい加減にその名で呼ぶのはやめなさい」

　びしっと迷いなく指さして応こたえるジナに、ミストリアが声を硬くする。アリカが笑いを堪こらえているところを見ると、ずいぶん前からそう呼ばれていたらしい。ジナは一度あだ名を決めると絶対に変えない。ご愁しゆう傷しよう様さまである。

　同情の眼まな差ざしを浮うかべるレインに、ミストリアは軽く咳せき払ばらいをして再び顔を引き締める。そして、微かすかに視線を落としたミストリアは、肯こう定ていとも否定ともつかない曖あい昧まいな表情の中に微かな苛いら立だちを込めながら話を再開した。

「私が戦線を離り脱だつしたのは、ファルドのバカのせいよ。あのバカ、自分も消しよう耗もうしているくせにジャンブルウの身体からだがボロボロだって言って、ジャンブルウが次元を超こえて敵の中に突っ込もうとした瞬しゆん間かんに、私も一緒に次元に押し込んで出入口を封ふう印いんしたのよ。本当にバカでしょ。一歩間違えたら、私はどこかわからない次元の迷宮を彷徨さまようことになってたのよ。そんなことも分からないバカなの？　あのバカは私がどうなってもいいの!?」

「ミ、ミストリアさん、落ち着いて落ち着いて。ちょっと、アリカ。ミストリアさんにお茶かなにか淹いれてあげてよ」

「う、うん。わかった！」

　興奮するミストリアをガゼットが慌あわててなだめ、アリカが台所を借りてお茶を用意する。ミストリアも、すぐに自分が取り乱したことを理解したのか、顔を赤らめて俯うつむくと、アリカから渡された湯飲みに静かに口を付けた。

　その様子を見ながら、レインは額に握にぎった拳こぶしを当て、難しい表情を浮かべて尋ねる。

「まぁ、ミストリアがファルドの事を心配なのはよく分かったとして」

「ぶっ!?　けっほ、けほけっほ！　ちょ、ちょっとレイン君！　私があんなバカのこと、心配なんてするわけないでしょ！」

「ミ、ミストリアさん。お茶、お茶！」

「ああ～。びしょび、しょ」

　盛せい大だいに咳せき込みながら全力で否定するミストリアに、アリカとジナが近くにあったタオルを差し出す。

　その様子を見ながら、ガゼットは掌てのひらで顔を覆おおって天を仰あおいだ。

「レイン。なんでそこにはちゃんと気がつけるのに……」

「マスター。諦あきらめろ。単たん細さい胞ぼうに何を言っても性質は変わらんぞ」

「お前ら、何言ってんだ？」

「ぴぎ？」

　悲ひ愴そう感を漂ただよわせるガゼットとピックに、レインとペムペムが同時に首を傾かしげる。

　そうこうしているうちに零したお茶を拭ふき終えたミストリアへ、レインは改めて質問した。

「んで。ミストリアとジャンブルウはどうしてここにきたんだ？」

「さっきも少し説明したのだけど、バ──ファルドに出口を塞ふさがれたせいで、次元の狭間から出られなくなったの。いつもは私がこちらの次元の出口になっていたから、私や、私の近くなら自由に出入りできたのだけど、私まで向こうに入ったせいでそれも使えない。無理矢理次元を裂さくことも出来るのだけど、それだとどこに出るか不確定要素が多くて。学校に帰るにしても、今回開いた次元は学校の出入口とは別用だったし」

「そこで、同じ次元で、なおかつ前にマーキングしておいたこのスライムを利用したのだ」

　どこか笑いを含ふくんだ重々しい声が響ひびき、ミストリアのすぐ後ろの空間が歪わい曲きよくする。飴あめ細ざい工くのように捩ねじれた空間から現れたジャンブルウに、ミストリアは下ろした髪かみを揺ゆらしながら、少なからず驚おどろいた様子で振ふり返った。

「ジャンブルウ。傷はもういいの？」

「我をその辺の魔物と一いつ緒しよにするな。闇やみに浸つかれば粗あら方かたの傷は癒いえる」

　ニヤリと裂けた口こう端たんを吊つり上げるジャンブルウに、ミストリアが何か言いたげな顔をしながら、結局何も言わずにその口を閉じる。

　代わりに口を開いたのは、レインだった。

「マーキングってなんのことだ？」

「なーに。たいしたことはない。貴様ら、何かと面おも白しろいことに首を突っ込みそうなのでな。以前、そのスライムの身体にこっそりと覗のぞき穴を開けておいたのだ」

「ぴぎぎっ!?」

　鋭するどい爪つめの先で指さされたペムペムが、慌ててレインの頭から飛び降りて嫌いや々いやとばかりに身体を床ゆかに擦こすりつける。

「ぴぎっ、ぴぎっ、ぴぎっ。ぴぃ～ぎぎぎぎぎっ！」

「ハッハッハー。そんなもので我がマーキングは取れはせぬぞ。残念だったな」

「ぴぎぃーっ！」

　追い打ちをかけるジャンブルウに、ペムペムが涙なみだ目めになりながら抗こう議ぎする。レインも覗き穴と聞いてさすがに嫌な顔をしたが、そこへ指先をこめかみに当てるミストリアが声を上げた。

「ジャンブルウ、いい加減にしなさい！　ごめんなさいね、レイン君。ペムペムちゃん。でも、これは結果論のいいわけだけれども、ジャンブルウのお節せつ介かいのおかげで学園祭の時は貴方達のことを助けることも出来たの」

「ああ～、そういえば」

　申し訳なさそうに眉まゆを寄せるミストリアに、レインが記憶の引き出しを開けて頷うなずく。確かに、一ヶ月ほど前に行われた学園祭でレインたちが窮きゆう地ちに陥おちいったとき、ジャンブルウが次元を飛び越こえて助けに来てくれたことがあった。

　ペムペムは納なつ得とくしていない様子で未いまだに床に身体を擦りつけているが、とりあえず今話す論点はそこじゃない。

　ガゼット、アリカ、ジナに視線を走らせたレインは、全員が頷くのを確かく認にんすると強い口調で口を開いた。

「エルニアとキールは大切な俺たちの仲間だ。放ほうっておけねぇし、絶対に連れ戻もどす。ミストリアとジャンブルウはどうするんだ？」

「もちろん、私たちもあの島へ戻るわ。──正直、何が出来るかは分からないけれど、あのおバカには一言言ってあげないと気が済まないから！」

「っしゃあ、決まりだな！　その訳の分かんねぇ組織のアジトやらに乗り込むぞ！」

「ぴぎーっ！」

　レインがぐっと拳を握り締め、ペムペムが闘とう志しを顕あらわに飛び跳ねる。その様子に触しよく発はつされたアリカやジナがパートナーと頷き合う中、ただ一人、ガゼットだけは冷静だった。

「みんな。意気込むのはいいけど、どうやってその島へ行くつもりだい？」

「え？　そんなのジャンブルウの次元渡わたりで一瞬だろ」

　何言ってんだよ、とばかりに振り向くレインに、ガゼットがやれやれと眼鏡の位置を直しながらジャンブルウへと視線を投げる。

「ジャンブルウ。一応聞くけど、ここからその島までの次元の穴は開けるのかい？」

　淡たん々たんと問いかけるガゼットに、その眼鏡のレンズに映るジャンブルウは鼻息を荒あらく吐はき出しながら首を横に振った。

「無理、だ。予備の穴はいくつか作っておいたのだが、全すべてあの小こ癪しやくな天使に潰つぶされた」

「だろうね」

　憎にく々にくしげに語るジャンブルウに、ガゼットが浅く目を閉じながら頷く。レインも、すぐにガゼットと同じく納得した。そもそも、向こうに出入口が残っているなら、再び向こうに出ればいいだけだ。わざわざこんなところには来ないだろう。

　その早くも頓とん挫ざした奪だつ還かん作戦に、アリカが不安げに表情を曇くもらせる。

「じゃあ、どうやってエルちゃんの所に行くの？」

「むっつん。泳いでいけ、る？」

「だから、むっつんていうのは止めてちょうだいっ、ジナさん。それと、泳いでいくのは絶対に無理。討とう伐ばつ隊は大型のドラゴンを利用していたのよ。人間の足で行こうなんて無む謀ぼうすぎるわ」

「ジャンブルウに先行してもらうっていうのはどうだい？　先に島の近くまで飛んでもらって、そこに入口を開けてもらうとか」

「そこの眼鏡、バカを言え。我の翼つばさでも数日はかかる距きよ離りだぞ」

「そこの悪魔、口の利きき方には気をつけろ。マスターは変態だがバカではないぞ」

「ピック、それフォローになってないから」

　勇ゆう敢かんにも悪あく魔まに対してもの申すピックに、ガゼットが悲しそうな表情を浮かべてずれた眼鏡を押し上げる。

　その様子に苦く笑しようを零こぼしながら、ミストリアはさらに難しい表情を浮かべ、その細い顎あごに指先を当てた。

「それにたとえ行く手立てがあっても、正確な島の座標は覚えてないのよ。大まかな方角だけで海に浮かぶ小さな島を探すのは難しいわ」

　もっとしっかり確認しておくべきだった、と続けるミストリアに、その場にいた全員が押し黙だまる。エルニアを助けに行こうにも、そもそも目的地到とう達たつすら困難なのだ。

　そんな八方塞がりの中、ジッと床を見つめるレインの口から声が漏もれた。

「ドラゴン……それに詳くわしい場所、か」

「婿むこ、様？」

「ぴぎ？」

　ぶつぶつと呟つぶやくレインに、ジナとペムペムが首を傾かたむける。続けて、ガゼットや、アリカ、ミストリアが視線を投げかけると、突とつ然ぜん、レインががばっとその顔を持ち上げた。

「なぁ、ミストリア。学校までならすぐに帰れるか？」

「え、ええ。学校ならジャンブルウのマーキングがあるから大だい丈じよう夫ぶよ。ねぇ、ジャンブルウ？」

「うむ。我がロードの帰る巣への次元は別に作ってあるからな」

「そうか！　じゃあ行けるぞ。すぐに準備しよう！」

「レ、レイン？　行けるって、どういうことだい？」

「うってつけのヤツがいる。そいつに頼たのむんだよ！」

　レインが任せとけと胸を叩たたき、ムギナとニコルに礼を言いつつ帰り支じ度たくを整える。

　そして、レインが頼たよる相手が誰だれなのか分からないまま、一行はジャンブルウの生み出した次元の狭はざ間まに飛び込んだ。
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　次元を通り抜ぬける感覚は何とも不思議なものだった。水の中を進むような質量を持った空間。まるで、夜に寝ねてから朝起きるまでの時間を一瞬に感じるような時を経てレインが飛び出した場所は、スッキリと片づけられたどこかの部屋の中だった。

「ここは、寮りようか？」

　基本的な間取りを見たレインが呟く。一人部屋なのか、二つあるベッドの内の一つはシーツだけで布ふ団とんがなく、勉強机も本が並んでいるのは片方だけ。申し訳程度に部屋を彩いろどるインテリアはシックな紫むらさき色に統一されていて、その中で机に置かれたジャンブルウのぬいぐるみだけが唯ゆい一いつコミカルだった。

　スライム島のジナ宅から次元を渡ったレインたちがたどり着いたのは、ベギオムの学生寮、ミストリアの部屋だった。

　ぐるりとレインが何の気なしに首を捻ひねる。

　別に、レインは見ようと思ったわけではなかった。

　だが、思春期の男の悲しい性さがと言うべきか、ベッドの上に散乱するやけに薄うすい布、女の子の下着を見たレインは、思わず視線をそこに縫ぬい付けてしまった。

「え！　わわわわ、悪いミストリ──」

　顔を真っ赤にして、レインが慌てて謝る。しかし、謝罪の言葉は最後まで言えなかった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてミストリアのベッドを見たアリカの鼓こ膜まくを破るような悲鳴が、レインの謝罪を搔かき消した。

「ダッメェェェェエエエ！」

「だわわわわ？　ア、アリカ？」

　レインの視界が闇に覆われる。顔を真っ赤にしながら右後ろから抱だきついてきたアリカが、レインの両目をその小さな手で覆おおい隠かくしたのだ。

「お、おい。ちょっと待て、見ない、見ないから。アリ──かぁっ!?」

　必死に説得するレインに更さらなる追い打ちが掛かかる。突然、膝ひざの裏を蹴けられてバランスが崩くずれたかと思うと、そのままアリカごと空いたベッドへ押し倒たおされた。バランスを崩した拍ひよう子しにレインの肩かたから転げ落ち、レインとベッドに挟はさまれたペムペムの喉のどから「ぴぎゃ!?」っというくぐもった悲鳴が漏れる。

「見ちゃだ、め！」

　抑よく揚ようがないのに力強いという器用な声を上げるジナが、アリカと共にレインの背中にのし掛かる。女の子とはいえ二人分の体重を受け止めるレインはもとより、三人分の体重を受け止めるペムペムは、極東のお菓か子し、お煎せん餅べいも真っ青なほどぺちゃんこに押し潰されていた。

「びゅうぎゅ、む、むみゅ～～っ！」

　ベッドとレインの間でペムペムが悲鳴を上げ、必死に呼吸を確保しようともがきだす。

　だが、そんなペムペム以上に、アリカは必死だった。

「ちょっと、ミストリアさん！　なんで、下着をだしっぱにしてるんですか!?」

「ご、ごめんなさい。急な遠えん征せいで、慌てて準備したものだから」

　視界を塞ふさがれたレインの耳に、クローゼットが開く音が届く。

　慌てて散乱した衣類をかたづける音に、ドスの利きいた声が混じった。

「マスター。別に見てもいいんだぞ。それが、マスターの網もう膜まくが映す最後の光景になるがな」

「ピック。大丈夫。僕にそこまでの度胸はないよ」

　何かを悟さとったような声を漏らすガゼットに、レインが深く同情の念を送る。だが、他人の心配をしている余よ裕ゆうはなかった。アリカが「絶対ダメ」と薄黄色の髪かみを大きく横に振ふりながらさらにレインに体重を掛ける。さらにジナはジナで断固阻そ止しの構えでさらに体重を掛けてきた。胸が圧あつ迫ぱくされ息が詰つまり、レインの身体からだがより一層マットに沈しずみ込む。

　その体重を受け止めたのは、もちろん一番下にいたペムペムだった。

「ぴぎゅぎゅっぎゅぎゅぎゅ!?　ぴぃ～っぎゅ～っ！」

　ペムペムがもはや限界とばかりに身体を捩ねじり、レインの下から脱だつ出しゆつを試みる。だが、ようやく顔が抜け出たところで──

「きゅっぴぃいいい！」

　ルルの体当たりがペムペムの顔面に炸さく裂れつした。

「ぴぎゅぅ!?」

「きゅぴ、きゅぴ、きゅぴぴぴぴ」

「ぴぎぃぎゅぷぷぷぷ!?」

　怖こわい笑えみを浮うかべながら身体を押し込んでくるルルに、ペムペムが涙なみだ目めになりながら悲鳴を上げる。

　いよいよ混こん沌とんを極きわめる中、レインより先にピックから眼を開ける許しを得たガゼットが、小気味良くその手を打ち鳴らした。

「はーい。アリカ、ジナさん。その辺にしておこうか。ほら、ミストリアさんも片付けてくれたし。それに、今はエルニアさんを助けに行くのが先決でしょ。羨うらやましいなら、次は自分たちの部屋にレインを誘さそえばいいんだからさ。アレも、出しといて」

「う、羨ましいとかそういうんじゃっ……なくもないけど……」

「なるほ、ど。ナイス、悪眼鏡」

　珍めずらしくガゼットを褒ほめたジナがようやくレインの身体を解放する。

　そんなジナに続きアリカもレインの上から降りたのだが、どこか頰ほおを上気させたその視線は、固く閉じられたクローゼットにピタリと吸い寄せられていた。

「あんなのもあるんだ」
















「あら、アリカさんも着てみたいの？」

「ふぇっ！　いや、むりです、むりむりむりむりむり！　絶対むりっ！」

「アリカ。大だい丈じよう、夫ぶ。今度作ってみ、る。朱あか髪がみのも入れて三人、分」

「やめて、ジナちゃん！」

　白熱する女子達の会話から逃のがれるように、レインがぐったりとしたペムペムを抱かかえて立ち上がる。口を挟めずガゼットと共にその会話が収まるのを待っていると、いつの間にか話はキマイラ島までの移動手段へと戻もどっていった。

「よし。じゃあ、これからのことについて計画を立てよう。というか、レイン。島までの移動手段は、本当に大丈夫なのかい？」

「念を押されると自信ないけどな。でも、なくはねぇよ」

「まぁ、方法があるだけよしとしよう」

「私は学園長に討伐隊の現状とキメラの事について報告に行ってくるわ」

「そうだね。救きゆう援えん隊の数は多いほどいいし」

「じゃあ、私はちょっと食堂に行ってきていいかな？　何かあれば、簡単なごはん作ってくるし。ちょっと、持って行きたい物もあるから」

「私も部屋に戻って準備した、い」

「うん。頼んだよ、アリカ。それと、ジナさんの言うように各自準備したい物があると思うから、一時間後、寮の入口に集合って事でいいかな？」

　ガゼットの言葉に全員が頷うなずく。

　そして、各々のパートナーと共に、ミストリアの部屋を飛び出した。




　　　　＊




「どう思う、ガゼット？」

「ん？　アリカが最近積極的になってきたことがかい？　いいことじゃないか！」

「はぐらかすなよ！」

　自分の机でポーチの中身を入れ替かえるレインが、背中越ごしにガゼットへ怒ど鳴なりつける。

　ガゼットは全く反省していない様子で小さな笑い声を漏らすと、今掛けている眼鏡を引き出しに入れていた特注品、《チタンハリネズミ》の針と《結けつ晶しよう蚕かいこ》の糸を合成して作った強化ガラスの特別製の眼鏡に掛け替えながら、ゆっくりと息を吐はいた。

「もちろん気になるよ。世界最強の魔ま獣じゆう。ミストリアさんの話とキメラなんて名前から察するに、たぶん人工的に生み出された合成魔獣だ。正直、興味が尽つきない。ただ、目的がよくわかんないんだよね」

「目的？」

　ガゼットの言葉に、レインが薬箱を開きながら聞き返す。

　自分の救急セットを持ち、ピックと共にレインの前に腰こしを下ろしたガゼットは、薬箱の中から必要な物を取り出しながら、難しげにその双そう眸ぼうを細めた。

「うん。やり方が大おお雑ざつ把ぱというか。このキメラの着地点が見えないんだよ。まず、第一に、世界最強なんてどうやって証明するんだい？」

「そんなもん。世界中のモンスターと戦ってくりゃいいんじゃないのか？」

「君は本当にバカで幸せだね。ていうか、レインとペムペムもよく最強になりたいっていってるけど、まさか、世界中のモンスターに勝てば最強なんて思っていないだろ」

「え？」

「ぴぎ？」

「ピック。ちょっと助けて」

「諦あきらめろ、マスター」

　本気でキョトンとするレインとペムペムに、ガゼットが頭を抱えながらピックに助けを求める。それを素気なく断られたガゼットは、深い溜ため息いきを漏もらしながら、再びその手を動かした。

「最強なんて漠ばく然ぜんとしたものの証明なんて、どんな数式よりも難しいよ」

「そんなに難しいことなのか？」

「ごめん。レインに観念的理想を実現する難しさを話した僕がバカだった」

「なんかバカにされてる気がするぞ」

　ムスッと口を尖とがらせ、救急セットをポーチにしまったレインの手がピタリと止まる。後こう悔かいの念を感じさせる双眸は、手元のポーチではなく、どこか遠くを見つめていた。

「レイン？」

「あ……いや。あん時、フェルのヤツに聞いとけば良かったなって、思ってよ。アイツが目指す、最強のモンスターってヤツを」

　腰にポーチを巻き直したレインがぽつりと零こぼす。レインは以前、今回のキメラを生み出した張本人のフェルと最強のモンスターについて話したことがあった。まさか、あの時はこんな事態が訪おとずれるなんて夢にも思ってはいなかったが。

「ぴぎぃ……」

　俯うつむくレインに、ペムペムが心配して小さな声を上げる。

　そんな相棒の頭にポンと手を乗せながら、レインはガゼットの方に目を向けた。

「あいつらはどうする気だと思う」

「理論が出来たのなら、次はそれを証明するはずだよ」

「証明？　そんなの、どうやって？」

「それは、彼ら次し第だいだね。でも、あんまり楽しい方法じゃなさそうだ。なんたって、討とう伐ばつ隊を返り討うちにしてるくらいだからね。世界中の強力な魔獣討伐に乗り出すか、名のある魔獣錬磨師モンスタートレーナーに勝負を仕し掛かけるか。どちらにしろ、これだけ大規模に動いたんだ。世界各国が黙だまってないよ」

「そうなりゃ、もちろんエルニアもヤバいな」

「うん。いろんな意味ヤバいだろうね」

「いろんな意味？」

　含ふくみを持たせた言い方をするガゼットに、レインが首を傾かしげる。

　ガゼットは一いつ瞬しゆん迷った表情を浮かべると、表情を厳しくして答えた。

「これだけ強力なキメラなら、各国は喉から手が出るほど欲ほしいだろうね。となれば、キメラを唯ゆい一いつ操あやつれる可能性のあるエルニアさんは貴重な人材だ。どんな手を使っても手に入れると思うよ。どんな手を使っても、ね」

　念を押すガゼットに、レインが目を見開く。どんな手も、というガゼットの言葉が、何度も何度も耳の中で反はん響きようする。

　その時、ある光景がレインの中で蘇よみがえった。

　夕ゆう陽ひに焼かれた海岸。思い詰めるような表情で自分に覆い被かぶさるエルニア。

　そして、去り際ぎわに見せた真まっ直すぐな笑え顔がお。

　正直、目を奪うばわれた。綺き麗れいだと思った。自分でもバカだと思うが、その手を摑つかんで、抱だき寄せたいとさえ思ってしまった。

　ガゼットの言うことはもっともだ。バカなレインじゃ考えも付かないような方法で、世界がエルニアを手に入れようとするかもしれない。いや、それよりさきに、キメラとの契けい約やくで心を壊こわしてしまう可能性すらある。分不相応なモンスターと契約して身を持ち崩くずすというのは、この世界ではよくあることだ。

　レインが見開いた双眸を鋭するどく細める。

　あの笑顔が汚けがされるようなことだけは、絶対に嫌いやだ。

「んなこと、させっかよ」

　薬箱を棚たなにしまいながら、レインが怒いかりすら滲にじませた声を零す。頭の片かた隅すみが猛もう烈れつに熱を持ち、レインの拳こぶしに刻まれたスライム紋もん章しようを明めい滅めつさせる。

　だからだろうか。

　続けてガゼットが放った言葉に、レインは動どう揺ようを隠かくせなかった。

「そうだね。──ところで、レイン。話は変わるけど、ジナさんとは何があったの？」

「[image: エ゛]あっ!?」

　動揺が隠せず声を裏返らせたレインが、目を丸くしてガゼットの方へ振り向く。

　そこには、当たり障さわりのない笑みを浮かべながら、目だけが全く笑っていないガゼットが、ピックと共にレインのことを睨にらみ付けていた。

「な、なんだよ。藪やぶから棒に。今、その話は関係な──」

「その話、っていうことは。やっぱり、話になるような何かがあったわけだね」

「なんでそうなんだよ！　てか、本当に何でこのタイミングでその質問なんだよ！　今は、そんなこと聞いてる場合じゃねぇだろうが」

「いやいやいや。君が死んだら聞けなくなるじゃないか」

「縁えん起ぎでもないこと言うなっ！」

　真顔で応こたえるガゼットに、レインが怒ど気きを声に乗せて叩たたき付ける。ただ、その反面、頭の中でいやに冷静な部分が、ある光景を記き憶おくの淵ふちから引っ張り出していた。

　スライム島を訪問した日の夜。月の女神の如ごとき静せい謐ひつで美しいジナの姿が、レインの網もう膜まくにありありと蘇る。

　あのジナの暴挙を、レインはジナが村を守るためにした行こう為いだと納なつ得とくしていた。

　納得したはずだった。

　だが、なぜだろうか。今改めて思い出して、レインの心にしこりが残る。エルニアの笑顔と反発するように、もしくは鬩せめぎ合うように、村人と和解した後にジナが浮かべた屈くつ託たくのない笑顔がレインの脳のう裏りに蘇る。

　そこまで考えて、スッと冷たい何かがレインの頭の奥に落ちてきた。

　──ていうか、冷静に考えたら。俺、とんでもないもん見ちまったんじゃ……

　再度、レインの脳裏にジナの裸ら体たいが蘇る。もちろん、ジナは嫁よめ入いり前だ。そんな女の子の裸はだかを見て、何も責任を取らないというのはどうなのだろうか？

　──つっても、責任て何すりゃいいんだ？

　レインが本気で眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む。

　責任と聞いて恋愛経験値がゼロのレインが思い浮うかべるのは一つだけだ。

「なぁ──ガゼット。結けつ婚こん、て考えたことあるか？」

「ちょ！　待ってレイン！　ちょっと本気で話し合おウ!?」

　今度はガゼットの声が裏返る。それはとても聞き流せるような単語ではなかった。転びそうな程ほど前のめりになりながら、ガゼットがレインの肩かたを引っ摑む。

　だが、続く言葉は、突とつ如じよけたたましく寮内に鳴り響ひびいたサイレンに搔かき消された。

「な、なんだ!?」

　サイレンの音に飛ひ躍やくした思考を吹ふき飛ばされたレインが、慌あわててドアを押し開く。

　廊ろう下かに飛び出ると、ちょうど慌ただしく廊下を走ってきた数人の生徒とかち合った。

「どうしたんだ、みんな。何があったんだい？」

　異変を嗅かぎ取ったガゼットが同級生に声を掛かける。

　返ってきたのは、足音以上に慌ただしい声だった。

「どうしたって、お前ら知らねぇのかよ。今、王国から緊きん急きゆう通信が流れただろ。世界中で凶きよう暴ぼう化したモンスターが暴れてるらしいぞ。動ける学生は、緊急召集だってよ」

　口早に説明し走り去る同級生に、レインとガゼットは顔を険しくしながら頷き合う。

「こりゃ、急がねぇとヤバいな」

「だね」

　再び、レインとガゼットが廊下を走り出す。生徒玄げん関かんに飛び出ると、すでに戦せん闘とう装しよう束ぞくに着き替がえたジナがルルを抱だいて待っていた。

「ジナ。アリカとレオンは？」

「まだ来てな、い」

「ミストリアさんもまだみたいだね」

　走って乱れた息を整え、レインとガゼットが辺りを見み渡わたす。

　ミストリアはすぐに現れた。

　ジャンブルウ、ではなく、物々しい雰ふん囲い気きを纏まとった数人の先生達と一いつ緒しよに。

　異常な空気を察してレインたちが身構えると、ミストリアの隣となりを歩く先生が厳しい表情で口を開いた。

「高等部一年のレイン・エルハルト、ガゼット・ガールバレス、ジナ・レームライトだな。ミストリア君から事情は聞いたが、君たちをキメラ討伐に向かわせるわけにはいかない」

「はぁっ!?　なん──」

「どういうことですか、先生。魔獣討伐の緊急召集が掛かったって聞きましたけど」

　感情的になるレインを押し止め、ガゼットが代わりに先生に質問する。先生は変わらず厳しい表情を浮かべると、レインたちの動きを警戒してかパートナーである《黒こく妖よう犬けん》を前に進めながら、頑がんとした口調で答えた。

「それは、あくまで王国近辺の魔ま獣じゆうに対してだ。君たちが向かうキメラはわけが違ちがう。危険すぎる。私たち教師には、君たちの身の安全を守る義務がある」

「危険は承知です。でも、僕たちが持っている情報がキメラ討伐の手助けになるかもしれません」

「ならば、今ここでその情報を教えてもらおう。それを正規の討伐隊に伝えれば事は足りる。君たちが出る幕じゃない」

　自分たちを行かせる気のない先生に、ガゼットが思考を巡めぐらすため口を閉じる。先生の言っていることは正論だ。対して、ガゼットたちが持っている情報は、確かに伝えれば事が足りる。この現状を打破するには、ハッタリでも何でも使って煙けむに巻まくしかない。

　先生を欺だまし通せるだけのいいわけを作るため、ガゼットが頭をフル回転させる。

　だが、その噓うそが組み上がるよりも早く、レインがガゼットの手を押し退のけた。

「退どけよ、先生。仲間が捕つかまってんだよ。行かせろよ！」

「ちょ、ちょっとレイ──」

「ミストリアも、ファルドを助けに行きたいんだろ。出てこいよジャンブルウ。強行突とつ破ぱだ！」

「ぴぎぃーっ！」

　感情を爆ばく発はつさせるレインに同調し、ペムペムがそのつぶらな双そう眸ぼうを闘とう志しに燃やす。

　だが、そんなレインの呼びかけに、悪魔が応えることはなかった。

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かむミストリアが、小さく首を振ふる。

　その隣に立つ女の先生が、自分の肩に乗せた鏡を抱く精せい霊れいを指さしながら口を開いた。

「無む駄だですよ。ミストリアさんの悪魔は出てこれません。私のパートナー、鏡精霊《アイギス》の魔鏡でこの周囲を封ふうじてあります。だから、貴方あなた達は大人しく寮りように戻もどってください」

「くっそ！」

　悪態を吐つくレインが頰ほおを歪ゆがめる。先生達は本気でレインたちを止めに来ていた。何とかガゼットとピックが先生達の目を眩くらませようとタイミングを計るが、先生達のパートナーが張はり巡らせている警けい戒かい網もうを突破するのは至難の業わざだ。

　無言の重圧で寮に戻れと促うながす先生達と決して引けないレインたちが睨み合い、膠こう着ちやく状態に陥おちいる。

　だが、その状態は長くは続かなかった。

「ん……なっ!?　あ、熱っ！」

「きゃっ。な、何!?」

　先生達が悲鳴を上げる。何かが焦こげる臭においが鼻の奥に流れ込む。

　服やズボンが突とつ然ぜん燃え上がりパニックに陥る先生達と、必死にその火を消そうと試みるパートナー達。

　その様子に啞あ然ぜんとしたレイン達の耳に、ベギオムの生徒たちなら聞き間違えるはずのない豪ごう快かいな声が飛び込んできた。

「あんたら、早くこっちにきな！」

「マ、マロさん!?」

　寮の食堂、生徒達の胃い袋ぶくろを管理する料理長のマロが大きく手を振り、レインたちを呼び寄せる。その隣には、食堂へ向かったはずのアリカとレオンの姿もあった。

「レイン君。みんな。早く！」

「コ、コラ！　お前達、待ちなさ──」

「バーミ。《踊おどる炎ほのお》。私が許す。思う存分脱ぬがしてやんな」

「あーっははははは。まっかせろー！」

　追いかけようとした先生達に、マロのパートナーである炎の精霊バーミがノリノリで腕うでを振り上げる。その瞬しゆん間かん、先生達の服で燃えていた炎が、まるで意思を待つかのように複雑に燃え上がり始めた。狙ねらったかのようにベルトや胸むな元もとなどへと燃え移ってくる炎に、先生達のパニックが加速する。

「さぁ、これはおまけだよ！」

　マロが満面の笑えみを浮かべながら、先生達に向かって何か茶色い玉を投げつける。見事な放物線を描えがくその玉に向けてバーミが指を鳴らすと、空中で小さな爆発が起こり、霧きり状じようになった何かが先生達に降り注いだ。

「ぺっぺ。なんだこ──うおおおお!?」

「え、ちょっと。やめ。きゃん!?」

　再び先生達から悲鳴が上がる。黒妖犬が主の破けたシャツの腹部に顔を突つっ込こみ、鏡の精霊が破けたブラウスの胸元から服の中へと飛び込んでいく。

「う～ん。なかなかの威い力りよくね。オールマタタビの魔獣寄せ特製ボール。魔獣食育師フードプランナーを舐なめるんじゃないよ！」

「竈かまどの番人！　炎の精霊バーミも忘れるなよ！」

　パートナー達に身体中を舐められまくる先生達に向け、マロとバーミが食堂にいるときよりもどこか活いき活いきとした笑みを浮かべながら腕を叩く。

「マロさん。なん──イッで！」

　そんな頼たよれる料理長の所へ駆かけ寄ったレインは、声を掛ける間もなくマロにその背中を叩かれた。

「話はアリカから全部聞いた。あんな必死なアリカは初めて見たよ。『危ない』って説得する私の言うことを聞かないアリカも、ね」

「マ、マロさん。それは秘密の約束だって！」

　その時のことを思い出してか顔を真っ赤にするアリカを、頭を撫なでて宥なだめながら、男勝まさりな笑みを浮かべるマロがその場にいた全員にウインクをする。

「こんな必死な子達を止めるなんて野や暮ぼな真ま似ね、私とバーミが許さないよ。行ってきな。助けるんでしょ、エルニアちゃんを」

「マロさん……恩に着る！　あとでちゃんと一緒に謝るから」

「子供は余計な気を回さなくていいんだよ。それより、食堂のおばちゃん達全員で人数分のご飯用意しとくから、一人も欠けずに戻ってきなよ。それが約束。いいね！」

「おうっ！」

「ぴぎっ！」

「よし！　じゃあ、行ってきなっ！」

　何とかパートナーを宥めてレイン達を追いかけようとする先生達に向け、マロが追加の玉を投げつける。パートナーの過か剰じようなスキンシップに【契けい約やくの絆きずな】すら発動する余よ裕ゆうのない先生達と格好いい背中のマロをその場に残し、レインたちは再び走り出した。

　目指すは正門。足止め役の先生達はマロが引き受けてくれたから、あとは突っ走るだけ。

　そう考えたレインは、自分の甘さを思い知らされることになった。

　その変調が最初に現れたのはレオンだった。

「ぐ、ぐぅる……」

「レオン、どうしたの？」

　突然足あし下もとがおぼつかなくなるレオンに、アリカが慌てて足を止める。もう、正門が見えるところまで到とう着ちやくする中、レオンはまるで誘さそわれるようにその場に伏ふせると、心ここ地ちよさそうに寝ね息いきを立て始めてしまった。

「ええ？　レオン!?　ねぇ、レオン!?」

「おいおい、どうしたんだよ？」

　眠ねむってしまったレオンを揺ゆするアリカに、レインたちが眉まゆを寄せながら警けい戒かいを張り巡らせる。そんな中、次の異変が現れた。

「ぴ……ぎゅぅ～……ぅむにゅ～」

「お、おい！　噓だろ、ペムペム！」

「きゅ……ぴゅぅ～」

「ルル!?」

　レオンに続き、ペムペムとルルが眠りに落ち、肩かたや頭から転がり落ちるところを慌あわててレインとジナに受け止められる。

　次々にパートナーが眠りに落ち、最後に残ったピックまでもが眠たげにその目を擦こすり始めた。

「マ……スター」

「ピック！　どうしたんだい？　何が起こってるんだ!?」

「聞こえ……ないの……。この……心地よ……い……スー……スー……」

　ガゼットの横髪かみに寄りかかり寝息を立てるピックに、その場にいた誰だれもが息を吞のむ。一体、今何が起こっているのか。

　その答えは、正門からゆっくりと歩いてくる先生と共に近づいてきた、あるモンスターが握にぎっていた。

「よしよし。全員寝たな」

「「「デバン先生!?」」」

　だらしなく服を着き崩くずしたレインたちのクラスの担任、デバン先生の登場に全員が同時に声を上げる。しかし、全員の視線は、すぐさまデバン先生から、先生の足下で楽しげに笛ふえ尾おをくねらせるモンスター《サウンドモンキー》に吸い寄せられた。

　すばやく答えを見つけた生徒たちに、満足げに無ぶ精しよう髭ひげを撫ぜながらデバン先生が自分の攻こう撃げきの種を教示する。

「どうだ？　俺のパートナー。レンバットの【スリープスプリング】は？　つっても、お前達には聞こえないよな？　モンスターにしか聞こえない音階に調整してある」

　ひとしきり説明したデバン先生が、胸ポケットから取り出したタバコの箱の上部を指先で軽く叩たたく。飛び出たタバコを咥くわえ火を付けた先生は、マズそうに紫し煙えんを吐はきながら、改めてレインたちに目を向けた。

「残念だったな。これで、レンバットが演奏を止めない限り、お前らのモンスターが起きることはねぇよ。ちなみに、ミストリア。お前のジャンブルウが出てくんのも無理だ。音楽の波長は次元も超こえる。今いま頃ごろ、向こう側でいびきでもかいてるはずだぞ」

　密かにジャンブルウに呼びかけていたミストリアが、デバン先生の説明を聞いて愕がく然ぜんとする。

　その説明に、レインが口元を歪める。完全に先手を取られた。サウンドモンキーの戦せん闘とう力は高くはないが、こうやって立ち回られると本当に厄やつ介かいなモンスターになる。

　モンスターによる強きよう行こう突とつ破ぱを封じられたレインは、指先で挟はさんだタバコを再び咥えて生徒を見守る先生に訴うつたえた。

「デバン先生。そこを退いてくれよ！　言ったじゃねぇか。生徒の無茶は大だい歓かん迎げいだって」

「確かに言ったな。だから、俺はお前達のことは割と好きだぞ。その、向こう見ずに突っ込んでくバカなところや無茶するところはな。だからこそ、そんなお気に入りの生徒をわけの分からん組織のど真ん中に送るわけにはいかんだろう」

　肩を竦すくめながら、軽い口調の中に強い意志を込めるデバン先生がレインを諭さとす。

　だが、勿もち論ろんレインは引くわけにはいかなかった。

「退どいてくれ、先生。そうだ！　俺たちがお気に入りなら、エルニアだってお気に入りに入るんだろ。音楽、止めてくれよ！　あいつを助けに行かせてくれよ！」

「ダメだダメだダメだ。んな危ねぇ橋は渡わたらせられねぇな。許せる訳ねぇだろ」

　納なつ得とくしないレインに、デバン先生がタバコの灰を落としながら首を振ふる。

「ふぉっふぉっふぉ。なら、ワシが許してやろうかの？」

　そんな先生の隣となりに煙けむりのように現れた老人、学園長の登場に、その場にいた全員が跳とび上がった。

「っんが!?　じ、じじい！　どっから湧わいて出てきやがった！」

「「「校長先生!?」」」

　レインたちだけでなくデバン先生までもが校長先生の登場にタバコを落として鼻白む。

　その様子を楽しげに細めた双そう眸ぼうで眺ながめた学園長は、ジャンブルウすら眠らせる音楽の中でも悠ゆう然ぜんと空中を泳ぐ《万年亀がめ》のパートナーを近くに呼び寄せながら、やりにくそうに顔を歪ゆがめるデバン先生と向かい合った。

「いいではないか、デバン先生。危険は子供たちも承知の上じゃろ。それに、学園長のワシが許可したんじゃぞ」

「じじいこそ、耄もう碌ろくしてボケたこと言ってんじゃねぇぞ。んな危ねぇ所にガキだけで行かせるわけにはいかねぇだろうが！」

「ふぉっふぉっふぉ。学園きっての悪童と言われていたデバン少年が、随ずい分ぶんと殊しゆ勝しような先生になったものじゃ。じゃが、まだまだ甘いのぉ。カクロス」

「な！　コラ、じじい。止め──」

「【神力解呪】」

　学園長の老成した声が響ひびき渡り、万年亀の甲こう羅らに刻まれた模様が鮮あざやかな藤ふじ色いろの光を帯びる。その光はすぐに辺り一帯を吞み込み、収縮する光を追いかけるように、ペムペム達の双眸がパッチリと開く。

　起き上がるモンスター達と喜びの声を上げるレインたちに、校長は両手を大きく開き、歌うように喉のどを震ふるわせた。

「行ってこい。我が校の誉ほまれ高い生徒たちよ。見てこい。広い世界を。暴れてこい。己おのれがパートナーと思うがままに」

「校長先生。サンキュー！」

「な、おい。お前らっ！」

　デバン先生の声に耳を貸さず、レイン達は一気にその場を駆け抜ぬけた。デバン先生の声が背中を叩くが、振り向くわけにはいかない。

　脇わき目めも振らず、レインたちが正門をくぐり抜ける。

　そして、レインはその双眸を学校にほど近い森の奥へ向け、スライムの紋もん章しようが刻まれた拳こぶしを突き出した。

「さぁ、行くぞ皆みんな。目指すはオウズの森だ！」
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「おい。じじい。お前何考えてんだよ！　正気か！」

　遠ざかるレインたちに地じ団だん駄だを踏ふみながら、デバンが学園長を怒ど鳴なりつけ万年亀を睨にらみ付ける。レインたちを追いかけたいが、脚あしが地面と同化したように動かない。それは、サウンドモンキーも同じだった。

　万年亀の放つ念導力が、レインたちを追いかけようとするデバンとサウンドモンキーを縛しばり付けているのだ。

　デバンが歯を食いしばる。今回の標的となる組織とモンスターは、とてもじゃないが学生の手に負える相手ではない。

　だが、そんな苛いら立だちを募つのらせるデバンに対し、学園長は含ふくみのある笑えみを浮うかべると、楽しげに長く結わえた髭ひげを撫でた。

「ふぉっふぉっふぉ。本当に丸くなったの、デバン。学生の頃ころにワシらを困らせていたのが懐なつかしいわい」

「その節は悪かったな。んで、これがその仕返しってか？　ふざけんなよっ！」

　今にも胸むなぐらを摑つかみかからんばかりに声を荒あららげるデバンに、サウンドモンキーが同じく怒いかりの形相を浮かべ、笛尾を荒あら々あらしく震わせる。

　そんな元教え子の姿に、学園長は微笑ほほえみを崩くずさずに眉を持ち上げた。

「そうは言いうものの、本当は行かせてやりたかったんじゃないのかのぉ。デバン先生」

「っんぐ！」

　本心を言い当てられたデバンが、渋じゆう面めんを作り押し黙だまる。確かに、心の中では自ら修しゆ羅ら場ばに踏み込むレインたちを応おう援えんしたくもあった。だが、今回の山はデカすぎる。

　一方、学園長の顔には全くといっていいほど焦あせりがない。

　それが、デバンはどうしても腑ふに落ちなかった。

　その時、ハッとした表情で万年亀へと視線を走らせたデバンは、探さぐるような眼まな差ざしで再び学園長を睨んだ。

「まさか、またなんか見たんじゃねぇだろうな？」

　学園長がパートナーにする万年亀のカクロスは、時々予知能力を発揮することがある。デバン自身も、その能力でなんどか悪戯いたずらがバレて手痛いお仕置きを受けてきた。

　だが、デバンの予想を裏切るように、学園長は小さく首を横に振った。

「今回のは、予知ではなく予言じゃ」

「何が違ちがうんだよ？」

「予知はこれから起こることが見える。予言は、これから起こすべきことを教えてくれる。ワシが受けた予言は、あの子らをこの戦いに投じよ、というものじゃ」

「その予言は、誰が言ってんだよ？」

「さぁのぉ。カクロス、というわけではないようじゃ。カクロスの神通力を通した〝何か〟じゃと、ワシは考えておる」

「なんだよそれ。意味わかんねぇよ。そんなわけのわかんねぇ理由で、あいつらを行かせたって言うのかよっ？」

　納得できずにますます目を吊つり上げるデバンに、学園長はそれでも笑みを崩さなかった。

「な～に。存外、委ゆだねてみる価値はあるのじゃよ。ちなみにじゃが。ワシは十年前、三回も留年を繰くり返しおった大おお馬ば鹿か者ものと、やることなすこと全すべてが非常識な超ちよう大馬鹿者をそれでも退学にするなという予言を受けたことがってのぉ。はて、あれは誰のことじゃったかのぉ～」

「こんのっ。人が下した手てに出てりゃいい気になりやがって！」

「こりゃこりゃ。お前の態度のどこが下手なんじゃ」

　やれやれと肩を竦めた学園長は、もはや見えなくなった生徒たちの残ざん影えいを見るように目を細めると、どこか懐かしむように呟つぶやいた。

「そういえば。お主とつるんでおった超大馬鹿者は、今頃どこで何をしておるのかのぉ」

「さぁあな。あのバカルナの事だ。今もどっかでバカやってんだろうよ」

「これこれ。年下とはいえ無二の親友だった男じゃろ。邪じや険けんになんぞせんと、ちゃんとカルナと呼んでやらんか」

「ふんっ」

　面白くなさげに鼻を鳴らしながら、デバンがサウンドモンキーを抱だき上げる。

　もちろん、もはや残影すら摑めないレインたちの耳に、この会話が届くことはなかった。
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　夏が近づき、夕刻とはいえまだまだ空は青く日は高い。無数のモンスターが息づくオウズの森。そのほとんどの戦闘をペムペムとルルの危険察知やレオンの嗅きゆう覚かく、ピックの電磁波を駆く使しして避さけ、どうしても衝しよう突とつを免まぬかれないモンスターをジャンブルウの威い圧あつ感で蹴け散ちらし進むこと数十分。

「もうちょっとだな、一回休むか？」

　足を止めたレインが、後ろを振り返り尋たずねる。レイン自身はまだまだ息も切れていないが、病やみ上がりのミストリアを始め、アリカやガゼットもかなり息が切れていた。まだまだ元気なのはジナくらいだ。

　レインの提案にガゼットたちが大きく息を吐はいて頷うなずき、手て頃ごろな場所に腰こしを下ろす。

　そんな中、難しそうな表情を浮かべたミストリアがレインに声を掛かけた。

「ねぇ、レイン君。オウズの森に来たのはいいけど、こんなところからどうやってあの島まで行くつもりなの？」

「この奥にいるヤツに頼たのむんだよ」

「婿むこ様。こんなところに誰だれかいる、の？」

「ん？　ああ、そっか。ジナも会ったことなかったな。まぁ、付いてくればわかるって。きっと、驚おどろくと思うぞ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぴぎ」

　楽しそうに笑うレインとペムペムに、ミストリアとジナが揃そろって首を傾かしげ、ガゼットとアリカが苦笑いを零こぼす。

　そして、「そろそろ行くか」とレインが腰を持ち上げ、お尻しりをはたいた、その時。

　突とつ風ぷうが木々の間を吹ふき荒あれ、レインたちに襲おそいかかってきた。

「うおっ！」

　レインが思わず声を上げ、肩かたに乗っていたペムペムが吹き飛ばされないように小さな身体からだを鷲わし摑づかむ。慌あわてて姿勢を低くする、レインたち。その耳を、メキメキと音を立てる木の悲鳴が貫つらぬいた。辛かろうじて視線を上げたレインが、突風に幹みきをへし折られ飛んできた大木を捕とらえる。

　だが、その大木はレインたちに激げき突とつする寸前で、地面から伸のび上がった霜しも柱ばしらに阻はばまれ、諸共に凍こおり付いた。ペムペムを飛び出させようとしていたレインだけでなく、ジャンブルウに大木を砕くだかせようとしていたミストリアが、冷気の残ざん滓しを吐き出すレオンへと視線を走らせる。

「ナイスだよ。レオン」

　突風に髪かみを乱されたアリカが、よしよしとレオンの鼻先を撫なでる。その表情を見て、レインはすぐに気がついた。今の迎げい撃げきはレオンの独断ではなく、アリカの指示によるものだ。

「頼たよりになるな」

　数ヶ月前、為なす術すべもなく風に身体を攫さらわれた姿を思い出し、レインが口元を綻ほころばせる。

　その時、

　ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＯＯＯＯ

　天地を揺ゆるがす咆ほう哮こうが轟とどろき、オウズの森を震しん撼かんさせた。生存本能の根本を殴なぐりつけるその雄お叫たけびに、森がざわつき、モンスター達が一目散に逃とう走そうを開始する。臆おく病びような《フラワーラット》や《灰ウサギ》がレインたちの足の間をすり抜け、一日のほとんどを寝ねて過ごす《スリーピングコアラ》までもが目を大きく見開いて逃にげ惑まどう。

　自分たちの進む方角と逆方向へ避ひ難なんするモンスター達に、レインたちは頷き合うと再び獣けもの道みちを駆かけ出した。対たい向こうしてくるモンスター達の間をすり抜け、木々の間を走り抜ける。その最中、いち早く危険を察知したペムペムが声を張り上げた。

「ぴぎぃーっ！」

「っ！　皆みんな伏ふせろ！」

　レインの号令に、全員が慌てて膝ひざを折る。そんな彼らの頭上を、風切り音を残した不可視の刃やいばが駆け抜けた。それは、真空が生み出す鎌かま鼬いたちだ。風の刃に撫でられた木の枝が、深緑を散らしながら断たち切られる。

　枝が断ち切られ、緑の屋根に吹き抜けが生まれる。

　レインがその空を仰あおぎ見ると、エメラルド色の巨きよ影えいが空を滑すべるように通り過ぎた。

「ド、ドラゴン!?」

　ミストリアが驚きの声を上げる。そう。今し方レインたちの頭上を通り過ぎた影は、間違いなくドラゴンだった。声には出さなかったが、ルルを抱だき締しめるジナも驚きを隠かくせない表情でドラゴンが消えていった方向に目を向ける。

　だが、そんな二人とは対照的に、レインやガゼット、そしてアリカは怪け訝げんな表情で飛んでいたドラゴンを目で追いかけた。

「いや、違う」

「婿、様？」

　眉まゆを顰ひそめて呟くレインに、ジナが声を掛ける。だが、その声に答える間もなく、レインはその場から駆け出した。ジナが慌てて後を追いかけ、ガゼットたちがその後に続く。

　レインが足場の悪さをものともせず深い森を駆け抜ぬける。すると暫しばらくして、螺ら旋せん状に木々がなぎ倒たおされた不思議な広場にたどり着いた。倒れたのはだいぶ昔になるのか、地面を埋うめ尽つくす倒とう木ぼくにはコケが生え、幹からは新しい芽が伸び始めている。

　その広場の一角に、その怪かい物ぶつは佇たたずんでいた。

　森の木々の三倍はある体たい軀くに、全身を覆おおうエメラルド色の竜りゆう鱗りん。翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうは並々ならぬ憤ふん怒ぬに燃え、翼つばさを羽ばたかせる度に小さな竜たつ巻まきが吹き荒れる。

　その姿を初めて見たジナとミストリアの悲鳴を聞きながら、レインは数百年を生きた風のドラゴンに向かってその声を張り上げた。

「おぉーいっ！　なにがあったんだぁー!?」

　倒木により作られた広場を、レインの声が突つき抜ける。しかし、風のドラゴンは全くその声に耳を貸さなかった。鋭するどい竜眼は遠い空を見定め、僅わずかに前に屈かがんだ姿はいつでも飛び出せるように身構えている。

「くっそ。ペムペム、頼む！」

「ぴぎ！」

　悪態を吐ついたレインが、ペムペムに呼びかける。ペムペムは直すぐさま頷くと、レインの肩から風のドラゴンに向かって飛び出した。

「ちょ、レイン君!?」

　ミストリアがぎょっと目を見開く中、ペムペムが倒木を踏ふみ台に一気に加速し、風のドラゴンとの距きよ離りを詰つめる。倒木と地面の間に飛び込み猛もう威いを振ふるう竜巻の風域を突とつ破ぱしたペムペムは、躊躇ためらうことなく風のドラゴンの身体を駆け上ると、渾こん身しんの体当たりをドラゴンの頰ほおに叩たたきつけた。

　風のドラゴンの頰に、ほんの僅かな衝しよう撃げきが走る。もちろん、ダメージと呼ぶにはあまりにも細やかな衝撃だったが、風のドラゴンの注意をほんの少し引きつけるには十分だった。

　獰どう猛もうに細められた竜眼が、鼻頭に飛び乗ってきたペムペムを捕らえる。

　最弱のスライムがモンスター界の王者に喧けん嘩かを売り、剰あまつさえ真っ正面から対たい峙じする姿は異様ですらない。もし、ドラゴンが自じ慢まんの風による攻こう撃げきを叩きつければ、ペムペムなど森の遥はるか彼方かなたへと吹き飛ばされるだろう。

　だが、そんな馬ば鹿かげた行動を取った単たん細さい胞ぼうコンビに対し、憤怒に染まったエメラルド色の双眸は悠ゆう久きゆうの叡えい智ちの光を取り戻もどした。

　竜巻の威い力りよくが微かすかに弱まったことを確認し、レインが再び叫さけぶ。

「おいっ！　何があったんだ!?」

（強き友よ。何な故ぜここにいる？）

　その場にいた全員の頭に、困こん惑わくと威い厳げんを纏まとった声が響ひびく。この風のドラゴンもまた、キールと同じく念話により人語を話すことが出来るのだ。

　落ち着きを取り戻した風のドラゴンに、レインが三度声を張り上げた。

「ちょっと、頼みがあったんだよ。でも、一体どうしたんだ？」

　レインが一帯に視線を走らせて風のドラゴンに問いかける。綺き麗れいな螺旋を描えがきなぎ倒されていた木々の一角は、まるで戦争でもあったかのように凄せい惨さんな状態となっていた。半ばでへし折れた木々が散らばり、地面の至る所が大きく抉えぐれている。

　明らかな戦せん闘とうの跡あとに、レインが悪い予感を募つのらせる。

　そして、その悪い予感は現実の猛威となって襲いかかってきた。

　ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＯＯＯＯ

　オウズの森を再び咆哮が駆け抜け、荒あら々あらしい風音が近づいてくる。凄すさまじい存在感と幾いくつもの竜巻を引き連れて現れたのは、成熟した目の前の風のドラゴンに比べれば顔立ちにまだ幼さが残るドラゴンだった。

　そして、それこそが先ほどレインたちが目もく撃げきしたドラゴンだった。

　何かに狂くるったように、幼いドラゴンが咆哮を上げながら大きく翼を羽ばたかせる。すると、幼いドラゴンの周りで渦うず巻まいていた竜巻が巨きよ大だい化し、辺り一帯の木々を巻き上げた。空に誘さそわれた木々が風の腕うでから解き放たれ、無む作さく為いに森へと降り注ぐ。木が降るというあり得ない天候に、森の地面は打ち震ふるえた。

　真下の森を蹂じゆう躙りんした幼いドラゴンが、無む謀ぼうにも成熟した風のドラゴンに対しその口を広げ、辺りの大気を凝ぎよう縮しゆくした乱気流の玉を解き放つ。風のドラゴンはペムペムが乗る鼻頭に険しい皺しわを刻むと、飛来する乱気流の玉に向けてその顎あごを開いた。乱気流の玉に対して吐き出されたのは、螺旋状に渦巻く真空の息吹いぶき。貫かん通つう力を伴ともなったその旋せん風ぷうの鎌鼬は、乱気流の玉を容た易やすく貫くと、そのまま幼いドラゴンへと突き刺ささった。

　数百年の時を経て洗練された風撃をまともに受け、森の上空を支配する幼きドラゴンが押し戻される。だが、一いつ瞬しゆん後退した幼きドラゴンは、突とつ然ぜん力を取り戻したかのように双そう翼よくを羽ばたかせると、鎌鼬の旋風を受け止めながら前進し始めた。しかも、前進するごとにその体軀が膨ふくれ上がり、羽ばたく双翼に力強さが増していく。

　風のドラゴンが苛いら立だちを込めて口を閉じ、鎌鼬の旋風による攻撃を中止する。そして、未いまだ鼻の上で飛ばされないように踏ん張っているペムペムに視線を走らせると、レインたちに向け再び念話を響かせた。

（強き友よ。今日は退さがれ。我は忙いそがしいのだ！）

「だから、何があったんだよ？」

（それは、我が聞きたいところだ！　我はただ、倅せがれに狩かりの鍛たん錬れんを積ませていたのだ。それが、我が少し居い眠ねむりをした隙すきにコレだ。もはや、訳が分からん！）

　我が子のドラゴンが放つ竜巻の攻撃を同じく生み出した竜巻で応戦しながら、風のドラゴンがレインに念話を飛ばし、鬼き気き迫せまる表情で口の端はしを吊つり上げる。

（とにかく、早く倅を落ち着かせねば！　このままでは、このままでは非常にマズい！）

「ま、マズいって。これ以上マズいことがあんのかよ!?」

　焦しよう燥そうを募らせる風のドラゴンに、レインの頰が引き攣つる。これ以上マズい事態になるなら、ドラゴンの鼻の頭に乗るペムペムを一度避難させる必要がある。

　そんなレインの思いを余よ所そに、風のドラゴンは万ばん感かんの思いを滲にじませて歯を食いしばると、コレまでで一番大きな念話を響かせた。

（このままでは、我がつがいに殺されてしまう！）

　頭に響いた切実な嘆なげきに、レインはその場ですっ転びそうになった。

「な……なんだって？」

（忙しいのだ！　何度も言わせるな！　我がつがいは今狩りに行っておるのだ。その間に倅が暴走して手に負えなくなったなどと知れたら、我がどんな目に遭あわせられるか！　考えただけでも恐おそろしい）

　ぶるりと、息子むすこが放つ風刃を圧あつ倒とう的な暴風壁へきで抑おさえ込んでいた風のドラゴンが身体を震わせる。どうやら、風のドラゴンにすれば、森全体を震わせる我が子の暴走よりも、妻の折せつ檻かんの方が恐ろしいらしい。

　誰だれもが憧あこがれる王者ドラゴン。その、なんとも憧れとかけ離はなれた人間くさい悩なやみにレインが思わず頭を抱かかえている。

　その時、ジッと子供のドラゴンを見み据すえていたピックがガゼットの横髪を引っ張った。

「マスター、見つけたぞ。あっちのドラゴンの背中。右う翼よくの付け根だ！」

「さすがピック！　仕事が早い！」

　にこやかな笑えみを浮うかべるガゼットに、ピックが嬉うれし恥はずかしそうにふんと小さく鼻を鳴らす。そんなピックの態度を微笑ほほえましく思いながら、レインは子供のドラゴンの背中に視線を走らせた。

　同じくドラゴンへ視線を走らせ、紫し紺こんの双眸を細めたミストリアが小さく頷うなずく。

「アレ、ね」

　ミストリアの言葉に、全員が小さく頷く。遠目でかなり分かり難にくいが、子供のドラゴンが身じろぎするのに合わせて、右翼の付け根で何かが七色に輝かがやいた。

　ほぼ間違いなく、あそこにはジナの故郷で凶きよう暴ぼう化したマリンスネイクに刺さっていたものと同じ、虹にじ色いろの欠片かけらが刺さっているはずだ。

　レインが緩ゆるんだ気持ちを引き締める。しかし、ここからが難題だった。あの欠片はモンスターの力を吸収する。故ゆえに、アレを引き抜くには人の手で摑つかみ取るしかない。だが、刺さっているのは、幼いとはいえ歴れつきとしたドラゴンだ。凄まじい突とつ風ぷうの中心で荒々しく翼を羽ばたかせる姿はまさに暴君そのもの。ちょっとやそっとじゃ、近づくことすら出来やしない。

「しゃーない、また俺とペムペムが行くか」

　どこか楽しさすら滲ませながら、レインが握にぎった拳こぶしを反対の掌てのひらに打ち付ける。アリカは心配そうな表情を浮かべたが、現実的にあの中へ飛び込める無茶が出来るのは、レインとペムペムくらいしかいないのだ。

　ガゼットたちにサポートを任せ、レインが【契約の絆】を発動させるため、スライムの紋もん章しようが刻まれた掌に闘とう志しを集中させる。

　しかし、スライムの紋章が燐りん光こうを放つよりも早く、虹にじ色の欠片奪だつ取しゆに名乗りを上げる者がいた。

「ちょっと、待って。私が捕とるわ」

「ミストリアさんが？」

　振ふり返るガゼットに、ミストリアが自信ありげな笑みを浮かべて小さく頷く。

　そのまま、ミストリアは再びその紫紺の双眸で虹色の輝きを放つ欠片を見定めると、暴風が吹ふき荒あれる中でもよく響く声で呼びかけた。

「どんなに風が吹いても、その中心は穏おだやかなものよ。ジャンブルウ。あの欠片までの空間を繫つなげなさい」

「なるほど。考えたな、ロードよ！」

　暴風を蹴け散ちらすような重い声を響かせたジャンブルウが、次元の向こう側から空間を引き歪ゆがめ、ミストリアの目の前に次元の裂さけ目を作り出す。水みず飴あめの如ごとく捩ねじれた空間を見定めたミストリアは、一片の躊躇いもなく持ち上げた腕をその歪わい曲きよくした空間へと差し込んだ。肘ひじから先が空間の中に埋まい没ぼつし、浅く目を閉じて指先の感覚に集中していたミストリアが、その閉じた瞼まぶたを押し開く。

「捕ったわ。でも、ちょっと固いわね。ジャンブルウ、手伝って」

「任せろ！」

　なかなか抜ぬけず眉まゆを歪めた主あるじに、ジャンブルウがミストリアの腕をその太い指先で優やさしく摑む。そしてジッと天空のドラゴンを見つめた悪あく魔まは、主の腕に負担をかけないように配はい慮りよしながら、タイミングを合わせて一気にその腕を空間の裂け目から引き抜いた。

　次元の裂け目を乗り越こえた細い指先には、七色に輝く欠片が挟はさまれていた。

　歪曲した空間が元の形に修復されるのと同時に、辺りに弱々しい咆ほう哮こうが木霊こだまする。

　レインたちが慌あわてて振り返ると、そこには鼻先にスライムを乗せ、身体からだを丸めて寝ね息いきを立てる我が子をホッとした表情で見つめる風のドラゴンの姿があった。
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（なるほど、話はわかった）

「どうだ、頼たのめるか？」

　頭に響く重じゆう厚こうな声に、レインが真しん剣けんな眼まな差ざしで頷く。

　子供ドラゴンを巣である洞ほら穴あなに寝ねかしつけた風のドラゴンは、再びレインたちの前に戻り、その話に耳を傾かたむけていた。話は勿もち論ろん、風のドラゴンの子供に起きた異変の原因、虹色の欠片とキメラに関することだ。

　話を終えたレインは、ドラゴンの額に刻まれた紋章を見つめながら再び頼み込んだ。

「お前なら俺たちを乗せて遠い島までだって飛べるし、契約の力でエルニアの位置も探さぐれるだろ。もう、頼たよれるのはお前しかいないんだよっ。この通りだっ！」

「ぴぎぴぎー！」

　レインとペムペムが同時に頭を下げる。

　そう、レインがエルニアのいる島までの移動手段として考えついたのが、この風のドラゴンだった。

　風のドラゴンはエルニアとの契約を果たしていた。契約を果たしたモンスターは、自らが望めば主である魔獣錬磨師モンスタートレーナーの位置を探ることが出来る。これなら、海にぽつんと浮かぶ島だろうが密林の中の洞どう窟くつだろうが関係ない。そして、風のドラゴンなら、レインたちを運ぶには十分すぎる。それは、以前この場所から学園まで背中に乗せてもらい送ってもらった経験からして間ま違ちがいない。

「僕からもお願いします」

「わ、私からも。お願いします、ドラゴンさん」

「朱あか髪がみの所まで乗せて、って」

「事情が事情なの。どうか、お願いを聞き入れてくれないかしら」

　黙もくしたままゆっくりとその長い尾おを揺ゆらす風のドラゴンに、レインに続きガゼットたちが頭を下げる。

　だが、ハッキリ言ってレインたちのやっていることは無謀以外の何ものでもなかった。

　緊きん張ちようの中、風のドラゴンが重厚な念話を響ひびかせる。

（我は確かにあの弱きドラゴン使いとは契約した。だが、貴様らとは何の契約もなければ誓せい約やくもない。それは、承知しているな）

　頭に響く厳しい声に、レインたちの頰ほおを汗あせが伝った。その通りだ。風のドラゴンはエルニアとは契約しているが、レインたちとはなんの主従関係もない。つまり、今のこの場で風のドラゴンが拒きよ否ひすれば、強制的に言うことを聞かせられる者はいないのだ。

　何より、この数百年を生きた風のドラゴンには、確かな王者としての貫かん禄ろくが漂ただよっていた。それは、モンスター界という括くくりではなく、強肉強食と謳うたわれるドラゴンたちの中で生き抜いてきたが故に持つ強さと自信。まず間違いなく、納なつ得とくしない限りはたとえこの場で戦いになりどんな傷を負おうともレインたちに手を貸してくれることはないだろう。

　だからこそ、レインに出来ることはただ一つだった。

「頼むっ！」

　愚ぐ直ちよくに、打算なく頭を下げ、レインが声を絞しぼり出す。

　その様子を悠ゆう久きゆうの時を眺ながめてきた深緑の如き翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうが睨にらむ。

　しばしレインを見下ろしていた風のドラゴンは、どこか楽しげに鼻を鳴らすと、何かを試すようにその目を細めた。

（それは、この世のためか？　それとも、貴様にとってあの雌めすが大切だからか？）

「へぇ？」

「どうしたの、レイン？」

　間の抜けた声を漏もらしたレインに、ガゼットが不思議そうに尋たずねる。同じくアリカやジナの視線が集まる中、レインはすぐさま今の念話が自分だけに飛ばされたものだと悟さとった。

　なんでもないとガゼットたちに弁解しながら、レインが頭をフル回転させる。

　だが、レインはすぐにその思考を打ち切った。

　風のドラゴンに届くと信じ、レインは心の中で訴うつたえた。

（んなもん、大切だからに決まってるだろ！　アイツは、俺の仲間だ！　何が何でも連れて帰んだよ！）

（ほほう。──それはつまり、あの雌をつがいにしたいわけだな？）

「はあぁあああ!?」

「レ、レイン君!?　どうしたの!?」

　今度は思わず叫さけんでしまったレインに、アリカがビックリしながら顔を覗のぞき込む。レインは不格好な咳せき払ばらいをしながら誤ご魔ま化かすと、怒いかりに震ふるえる声を胸の中で響かせた。

（てめぇ！　何訳の分かんねぇことを聞いてんだよ!?　今、そんなこと関係あんのか!?）

（関係ある。むしろ、気になるではないか。ほれほれ、言うてみよ、安心しろ。我らがドラゴンの神の御み名なに誓ちかって他言はせん）

（……答えたら、連れてってくれるんだろうな？）

（我の納得する答えなら、な）

　念を押す風のドラゴンに、レインが荒あら々あらしく髪かみを搔かく。

　風のドラゴンの力がなければ島へ向かえないとなれば拒否権はなかった。

　ここは答えるしかない。

　だが、答えようとしたところ、レインは返答に窮きゆうした。

　恋れん愛あい感情なんか関係なくエルニアを助けたい。ただ、そう心の中で叫べばいいのに、その心が答えを告げることを拒こばんだ。

　なんで心が拒んだのか、レインはわからず戸と惑まどった。自分の心なのに、思い通りにいかない。時間がないのにすぐに答えが出せない状じよう況きように歯は嚙がみする。

　エルニアは良いライバルだ。お互たがいに切せつ磋さ琢たく磨ま出来る最高の仲間だ。

　ただ、それ以上の居い心ごこ地ちの良さも、レインは感じ始めていた。それを一番最初に感じたのは、おそらく夏休み前、レインがトレーニング場で悩なやんでいたときのことだろう。

　あの時、エルニアは「自分も弱い」とハッキリと吐と露ろした。ドラゴントレーナーもスライムトレーナーも関係なく同じ悩みを共有するエルニアに、レインは言いようのない居心地の良さを感じてしまった。

　だから、だから本当は遠えん征せいに向かうと告げたエルニアを止めたい気持ちもあった。

　一いつ緒しよにいたら何かと面めん倒どうを掛けられるが、その面倒も楽しいと感じ始めていた自分がいた。

　それが、エルニアが女の子だからなのか。それともやはりエルニアだからなのか。

（わかんねぇよ、そんなこと）

　溜たまり、抑おさえきれなくなった気持ちが自然と胸から溢あふれる。

（それが、貴様の答えか。強き友よ）

　強い口調で、風のドラゴンが念話を飛ばす。しまった、とレインが思ったときにはもう遅おそい。

　風のドラゴンは大きく双そう翼よくを羽ばたかせると、春一番のように温かく、そして絹のように柔らかな風を起こし、広場一帯を包み込んだ。

（良かろう！　我が翼つばさ、一時貴様らに預けてやる！）

「ほん、と！」

「きゅぴ！」

　ジナが双眸を輝かがやかせ、ルルが小さく飛び跳はねる。おそらく、風のドラゴンは再び全員に念話を飛ばしているのだろう。

　ようやく見えた活路にガゼットたちが手を叩たたき合って喜び合う中、レインだけは目を白黒させながら風のドラゴンを仰あおぎ見た。

「い、いいのか？　本当に!?」

（もちろんだ。なにより、我が倅せがれに手を出したのだ。この落とし前はキッチリ付けさせてもらうぞ！）

　今度は畏い怖ふを感じずにはいられない荒々しい突とつ風ぷうを巻き起こしながら、風のドラゴンが口の端はしを吊つり上げる。

　そして、狩かりに出た風のドラゴンの奥さんの帰りを待ち、キマイラたちの島に繰くり出す直前に、風のドラゴンの念話が再びレインの頭に届いた。

（強き友よ。悩むのは良いが、時には確固たる自分の意志を持つことも忘れるな）

（持たないと、どうなるんだよ？）

（尻しりに敷しかれ、永久に頭うだつが上がることはないと思え！）

　切実な想おもいの籠こもった念話がレインの頭に響く。

　出発直前に奥さんドラゴンから特大の乱気流弾だんを浴びせられ悶もん絶ぜつしていた風のドラゴンの姿を思い出したレインは、エルニアのことは抜きにしても、その言葉だけは胸に刻もうと深く心に決めたのだった。







　　　第三章




　夜の帳とばりが空を覆い、海が茜あかね色いろから闇やみ色に替かわり始めた頃ころ。

　潮風を蹴け散ちらし海上を羽ばたく風のドラゴンがその双眸を細め、広い海にぽつんと浮うかび暗雲の笠かさを被かぶる島を睨み付けた。

（見つけたぞ）

　ベギオムからの長い道のりを感じさせない力強い念話が響き、背中に乗るレインたちが身を乗り出し、続けてミストリアへと視線を流す。

　無言の問いかけを受け止めたミストリアは、自らの腕うでをぎゅっと握にぎりしめながら重々しく頷うなずいた。

「ええ、間違いないわ」

　声を微かすかに震わせながら、ミストリアがその紫し紺こんの双眸で島を射い貫ぬく。その顔色は優れなかった。当然だ。半日前にこの島を訪れ、謎なぞのモンスターに重傷を負わされれば、その恐きよう怖ふは容易に拭ぬぐえるものではない。

　それでも、ミストリアはただの一言も弱音を吐はかなかった。

　恐怖の権ごん化げ、悪あく魔まを従える者として、ミストリアが自らの恐怖を受け入れる。

　力強さを取り戻もどした双眸に、もはや迷いはなかった。

「さぁ、行きましょう。もう少しでキマイラたちの領域よ。海からの奇き襲しゆうに気をつけて」

　毅き然ぜんとした声を取り戻し、ミストリアが改めて目指す島をその双眸に映す。

　その瞬しゆん間かん、穏おだやかだった水面がまるで間欠泉のごとく噴き上がった。立ち上る水柱。逆巻く海流を凶きよう悪あくな尾びれを具そなえた魚ぎよ影えいが駆かけ上がる。

「来たか！　気合い入れろよ！」

「ぴぎぃ！」

　肌はだを刺さすような殺気にレインが臨戦態勢を整え、ペムペムが気合いの声を上げる。他のメンバーもパートナーと迎げい撃げき態勢をとる中、その先兵は血に濡ぬれた牙きばに純じゆん粋すいな殺意を纏まとい現れた。

　立ち上る海流から飛び出したのは、鮫さめの背びれを携えた異い形ぎようのモンスター達だった。海うな原ばらで獲え物ものを追いかけるための怪かい魚ぎよの胴どうに、捕とらえた獲物を食い散らかすための熊くまや虎とらといった獣けものの頭。進化の大樹から逸いつ脱だつした化物《キマイラ》の出現に、初めて対たい峙じするレインたちの顔が、生物が持つ根源的な嫌けん悪お感に引き歪ゆがむ。

　それでも、レインたちは直すぐさま気合いを入れ直した。こんなところで圧あつ倒とうされていたら、この先の戦いを乗り越こえられるはずがない。

　しかし、入れ直した気合いが発揮されることはなかった。

（失うせろ！）

「うおっ!?」

　風のドラゴンが大きく身体からだを揺らし、レインたちが振ふり落とされないように慌あわてて膝ひざを突く。ほぼ同時に、キマイラの威い圧あつ感を遥はるかに凌しのぐ烈れつ風ぷうが吹き荒あれた。風のドラゴンが双翼を羽ばたかせ竜たつ巻まきを生み、キマイラの巣そう窟くつと化していた水柱を薙なぎ払はらう。レインたちに殺さつ到とうしてきたキマイラはその牙を粉々に砕くだかれると、為なす術すべもなく遥か彼方かなたへと吹き飛ばされた。

（ふむ。吹き飛ぶ様までも醜しゆう悪あくだな。強き友よ、しばし摑つかまっていろ。倅を助けてくれた恩、ここで返してくれる）

「お、おい。なに──うおおお!?」

「ぴぎぃいいいい!?」

　耳を打つ念話に応こたえるまもなく、風のドラゴンが力の限り竜りゆう翼よくを羽ばたかせる。遮さえぎるもののない海上で吹き荒れた風は、水面に大きな白波を生み出し、周りの雲を吹き飛ばした。風のドラゴンを中心に巻き起こった旋せん風ぷうはどこまでも広がり、遥か彼方の島の木々をも震わせる。

　そして、その風を追うように、風のドラゴンは一直線に島に向けて飛ひ翔しようした。

　海に潜ひそむ殺気を無視して風のドラゴンが海上を突つき進む。恐おそろしいのは、その巨きよ体たいが生み出す風圧だ。空気が圧あつ迫ぱくされ、押し出された大気が風のドラゴンの行く手を阻はばもうとする水柱を有う無むを言わせず押し退ける。ボロボロと水柱からキマイラがこぼれ落ちる姿は、まさに圧巻の一言。そんなふがいない海のキマイラたちを見かねたように、今度は翼を持った怪かい鳥ちようのキマイラたちが風のドラゴンへと殺到する。だが、彼らはすぐに自らの愚おろかさを知ることとなった。

　突とつ進しんの勢いを少しも緩ゆるめることなく、風のドラゴンがその顎あごを開く。その口こう腔こうに圧縮された乱気流の玉は、吐き出されるや否いなや何十体というキマイラをまとめて吞み込んだ。牙を、爪つめを、翼を風の刃やいばに蹂じゆう躙りんされたキマイラたちが、暗く染まり始めた海へと落ちていく。

　もはや、この海域の制空権は完全に風のドラゴンに握られていた。阻もうとするものはその風に吹き飛ばされ、爪を立てるどころか、その身体に触ふれることすら叶かなわない。

　それでも、襲おそいかかってくるキマイラは尽つきることがなかった。狼おおかみの頭部を持つ一団が雷らい撃げきを纏まとって特とつ攻こうを仕し掛かける。その身をもって迎撃しようとしたキマイラの群れに、風のドラゴンは再び大きく翼を羽ばたかせた。キマイラの群れを置き去りに、風のドラゴンが急きゆう上じよう昇しようする。

　見上げるキマイラたちを睥へい睨げいした風のドラゴンは、ふと思い出したようにその双そう眸ぼうをレインへと傾かたむけた。

（巣の周りでは加減ができんからな）

　楽しげに双眸を細め、風のドラゴンが再び視線を足あし下もとのキマイラの群れに戻す。

　そして、風のドラゴンは大きく息を吸い込んだ。あたりの大気を食らい尽つくし身体を膨ぼう張ちようさせた風のドラゴンに、捕ほ食しよく本能しか持たないはずのキマイラが戦せん慄りつし、動きを止める。

　一瞬でも早く、一センチでも遠くに、キマイラたちは逃にげるべきだった。

　風のドラゴンがその顎を大きく開き、ため込んだ大気を一気に放出する。風のドラゴンの息吹いぶきに晒さらされたキマイラたちに抗あらがうすべはなかった。吹き飛ばされるなんて生ぬるい。その豪ごう風ふうは触れた瞬間にあらゆるものを粉ふん砕さいする。

「おお……。確かに、こりゃすげぇ」

　その威い力りよくは恐怖を通り過ぎて呆あきれるほどだった。引き攣つった笑えみを浮かべながら、レインが納なつ得とくする。確かに、こんな技は巣の周りでは使えない。

　以前戦ったとき、風のドラゴンは本気だったが全力ではなかったのだろう。大気を操あやつる風のドラゴンは、遮るもののない場所でこそその真の力を発揮する。今この場において、これほど頼たよりになる味方は他にいない。

　レインが確信した、まさにその時、

「ぴぎぃいいい！」

　ペムペムの鋭するどい警告が辺りに響ひびき、一いち陣じんの風がドラゴンの翼を貫いた。

（ぬぅっ！）

　翼に穴を空けられた風のドラゴンが双眸を憤ふん怒ぬに見開き、己おのれに楯たて突ついた敵を睨にらみ付ける。

「なんだっ！」

　レインが声を上げ、慌てて風のドラゴンから身を乗り出す。

　そこに見たのは、全身に風を纏まとった一体のキマイラの姿だった。

　ずんぐりむっくりな身体に、明らかに身体とは不ふ釣つり合いなほど大きな翼。豚ぶたの頭部を携えたそのキマイラは自分の身体に纏う風をその潰つぶれた鼻で吸い込むと、風のドラゴンの翼を貫いたものと同じ風の矢を、今度は三本まとめて吐き出した。

（小こ賢ざかしい）

　風のドラゴンがその竜りゆう腕わんを薙ぎ払い、風の矢をその竜りゆう鱗りんで吹き飛ばす。搔かき消された風の矢が荒あら々あらしい風に変わる中、その風に攫さらわれまいとガゼットの髪かみにしがみついていたピックが叫さけんだ。

「マスター、あの豚の顎。あの欠片かけらだ！」

「ナイスだよ、ピック。ミストリアさん」

「分かってるわ。ジャンブルウ！」

　ミストリアがその手を上げ、豚型のキマイラを強化している虹色の欠片の奪だつ取しゆにかかる。

　だが、ミストリアの指先が歪わい曲きよくした空間に沈しずもうとした瞬間、威い光こうを纏った何かが豚型のキマイラの頭上に躍おどり出た。

「おい、あれって！」

　レインが思わず声を上げる。豚型のキマイラの頭上を捉とらえたのは、エルニアの姉、アリエルが契けい約やくを果たした戦せん姫き神しん《ワルキューレ》のシャルネラだった。

　新しく現れた敵に、豚型のキマイラが奇き声せいを上げる。その威い嚇かくに、シャルネラはぴくりとも表情を変えることなく、ただただ無情に振り上げた腕を振り下ろした。

　頭頂部を襲った衝しよう撃げきに、豚の頭が陥かん没ぼつする。醜みにくい顔を見るも無む惨ざんにひしゃげさせた豚型のキマイラは抗うまもなく吹き飛とび、いつの間にかすぐそこに迫せまっていた島の大地へと叩たたき付けられた。

　一いち撃げきの下にキマイラを沈めたシャルネラの持つ武器を見て、レインは言葉を失った。その美しい御み手てに握られているのは神こう々ごうしい白銀の剣けんではなく、大人の胴どう回まわりほどもある大木だった。見るからに重々しい大木を携えたシャルネラが、その美しい双眸を島へと流す。そして、頭を歪めた豚型のキマイラが立ち上がろうとするのを確かく認にんするや否や、シャルネラは手に持っていた大木を躊躇ためらいなく投とう擲てきした。大木の槍やりをまともに受け止めた豚のキマイラは一度大きく痙けい攣れんし、今度こそ沈ちん黙もくする。

　神にしてはあまりにも原始的な攻こう撃げき。その一部始終に呆あつ気けにとられていたレインたちへ、シャルネラはゆっくりと振り返かえると、小さく手招きした。

　付いてこい、と言っているらしい。

「どうする？　婿むこ、様」

「行くっきゃないだろ」

　ジナに頷き、レインが風のドラゴンにシャルネラを追うように頼たのむ。獲物を奪うばわれた風のドラゴンは釈しやく然ぜんとしない面おも持もちだったが、レインの願いを聞き入れると、空中を滑すべるように移動するシャルネラを追いかけた。

　シャルネラが移動したのは、島の北側にある海岸線だった。そこには戦せん陣じんが敷かれ、最前線に立つ魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちが森から出てくるキマイラと抗こう戦せんしていた。

　突とつ然ぜん現れた風のドラゴンに討とう伐ばつ隊が戦慄する。中にはこの世の終わりのように絶望するものもいたが、風のドラゴンの額に刻まれた契約の証あかしである紋もん章しようを見るや否や、討伐隊の端はし々ばしから希望の声が上がった。

　どこかの部隊の応おう援えん隊が来た。彼らはきっとそう思ったのだろう。だが、乗っているのが学生ばかりだと気づき、その表情は一変する。

　なんとも微び妙みような空気に包まれる中、風のドラゴンがシャルネラと共に海岸線に降り立つと、いち早く駆け寄ってきたアリエルとサラが驚おどろきの声を上げた。

「あなたたち、どうしてここに!?」

「それは、僕が説明します」

　風のドラゴンから飛び降りたガゼットが説明役を担にない、ミストリアから応援要請を受けたことと、全世界でモンスターが暴れていることを手短に説明する。簡潔明めい瞭りような説明に口を挟はさむ者はなく、それどころか世界で巻き起こっている異変に、耳を傾けていた討伐隊の顔色が見る見るうちに変っていった。

「──というわけです。それで、エルニアさんの救出には誰だれか向かっているんですか？」

「それは……」

　一通りの説明を終えたガゼットが、今度はこの島の現状を確認する。口籠ごもるアリエルの表情は、言葉よりも如によ実じつにエルニアの奪だつ還かんが進んでいないことを語っていた。

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ締しめて拳こぶしを震わせるアリエルの代わりに、サラが話を引き継つぐ。

「エルニアさんの奪還は、残念なことに一いつ切さい着手できていません。今は、戦線を維い持じするので精せい一いつ杯ぱいです」

「攻撃を吸収する敵がいるんですよね」

「はい。モンスターが放った攻撃は全すべて吸収されます。現状吸収されないのは、モンスターの力が及およんでいない岩石や樹木による直接攻撃のみです」

「なるほど。それでシャルネラは大木をキマイラに叩きつけてたんですね」

　サラの説明に、ガゼットがアリエルの傍かたわらに控ひかえるシャルネラに視線を移し納得する。

　その時、海岸と森の境界線を死守していた討伐隊から、応援を求める悲鳴が迸ほとばしった。横一列に並んだ討伐隊がパートナーに号令を下し、並みのキマイラを押し退のけて出てきた巨きよ大だいな蜥蜴とかげと蛙かえる、二つの頭を持つ不気味なキマイラに向けて一いつ斉せいに攻撃を開始する。だが、吹ふき荒あれる風も、轟とどろく雷撃も、燃え上がる劫ごう火かも、凍いてつく氷ひよう牙がも、蜥蜴はその大きく開いた顎で吞のみ込み、蛙の頭はその長いベロで搦からめ捕ってしまった。

　討伐隊の攻撃を吸収したキマイラは、その身体からだを何十倍にも膨ふくらませた。もはや風のドラゴンと変らぬ大きさに変へん貌ぼうを遂とげたキマイラが、業ごう火かと雷かみなりを纏った尾おを打ち払はらい、戦線を保っていた部隊を一いつ掃そうする。

　枯かれ葉のように宙を舞まう仲間に、手当を受けていた魔獣錬磨師モンスタートレーナー達が慌あわてて立ち上がる。吹き飛ばされた部隊を救護しつつ、ゴーレムを中心とした部隊がキマイラの前に整列した。大木や岩石を携たずさえ巨大化したキマイラと向き合うゴーレム兵団は、さながら戦線を守る城じよう壁へきだ。中には、大理石や鋼鉄の身体を持つゴーレムさえいる。

　だが、そんな超ちよう重量の壁かべ達でも、巨大化したキマイラの前では何とも心こころ許もとない。

　蜥蜴と蛙の喉のどが震ふるえ、耳を劈つんざくような奇声が浜はま辺べに響き、海がさざ波を立てて戦おののく。身体中から不気味な粘ねん液えきを滴したたらせ、二つの頭から同時にベロを覗のぞかせるキマイラに前線に立たされたゴーレム達がにわかに浮うき足だった、その時。

「ミストリアさん。今度は右足の付け根だ。アリカはレオンの冷気でミストリアさんの手の保護を」

「うん。おねがい、レオン」

「了りよう解かいよ。頼んだわ、ジャンブルウ」

　彼らから離はなれたところにいたミストリアの腕うでが空間の歪ゆがみに埋まい没ぼつし、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くそうとしていたキマイラの身体が大きく傾いた。全身を覆おおっていた業火が逆にその身を焼き始め、炭化した場所から次々に凍こおり付くキマイラの末期の姿に、討伐隊が目を丸くする。

「何を、したの？」

　唇を震わせながら、アリエルがガゼットの方を振り向く。ガゼットは落ち着いて眼鏡の位置を整えると、空間の歪ひずみからミストリアが引き抜ぬいた、虹にじ色いろの欠片を指さした。

「この欠片が、モンスターを強化する正体です。おそらく、敵の組織が生み出したキメラというモンスターが関係しているのだと思いますが、とにかくこの欠片さえ抜けば敵は弱体化します」

「何な故ぜ、貴方あなた達がその事を知っているの？」

「詳くわしく説明したいのは山々ですが、時間がありません。アリエル会長はここで討伐隊の皆みなさんと虹色の欠片が刺ささったキマイラが島から出ていくのを食い止めてください。僕たちは、エルニアさんの救出に向かいます」

「そ、それなら。私……も……」

　一歩前に踏ふみ出したアリエルの身体が斜ななめに傾かたむき、慌てて飛び出したサラに抱だきかかえられる。よくよく見ればその表情には疲ひ労ろうの色が濃こく、呼吸も荒あらい。戦せん闘とうでボロボロになった制服から覗く腹部のシャツには、ジワリと赤い染しみが広がっていた。

　キメラとの戦闘。そして、島から出ていこうとする虹色の欠片が刺さったキマイラの迎げい撃げき。さらに、エルニアの身を案じる精神的な疲労は想像を絶するものであったはずだ。むしろ、今までよく持っていたというべきだろう。

　いや、アリエルだけではない。彼女を支えるサラの顔にも疲労が滲にじみ、討伐隊のほとんどが気力で持ち堪こたえているという状じよう況きようだった。レインたちがもたらした情報により微かすかに希望を取り戻もどしたとは言え、全力を出せる者は多くないだろう。

　それまで、説明をガゼットに任せていたレインが、一歩前へ歩み出る。

「エルニアのこと、俺たちに任せてくれよ。必ず、連れて帰るから」

「ぴぎぃー！」

　力強く宣言するレインと気力溢あふれるペムペムに、討伐隊から奇き異いの視線が集中する。大方の者は思ったはずだ。なぜ、こんな戦場にスライムトレーナーがいるのかと。

　それは、アリエルにとっても同じだった。

「こんな時にふざけないで！　あなたとそのスライムに何が出来るというの!?」

　アリエルが声を張り上げる。その顔に、学園で見せる凜りんとした余よ裕ゆうはない。ただ、妹のことを心配する一人の姉として、無む謀ぼうを言葉にするレインに怒いかりを叩きつける。

　ガゼットが、アリカが、ジナが、ミストリアが、サラが、その場にいた誰もが固かた唾ずを吞んで見守る中、レインは真しん剣けんな眼まな差ざしのまま、不敵な笑えみを浮かべて答えた。

「そうだな、とりあえずそのキメラってヤツをぶっ飛ばしてみっか！」

「ぴぎっ！」

　ハッキリと答えたレインに、周囲が嘲ちよう笑しようの視線を浮かべる。すでに、討伐隊のなかでシャルネラを従えるアリエルがゴッドトレーナーであるとは周知の事実だった。

　そのゴッドトレーナーを前に啖たん呵かを切るスライムトレーナーを誰もがバカだと思った。バカで、無謀な、身の程ほど知らずだと思った。

　その視線をレインは甘んじて受け止めた。

　絶望的な戦場、攫さらわれた仲間、叩きつけられる侮ぶ蔑べつの視線。

　その全てが、レインをこれまでにないほど焚たき付けた。

「さぁ、行こうぜ。エルニアのバカを連れ戻しに」

　緊きん張ちようから解放されたように笑い、意い気き揚よう々ようと身を翻ひるがえし、レインが風のドラゴンの背によじ登る。その姿に討伐隊は啞あ然ぜんとし、ガゼットたちは苦く笑しようを漏もらしながら後に続く。何人もの大人達が制止の声を上げるが、レインは一いつ切さい聞く耳を持たなかった。

　最後に、ドラゴンの背に登ろうとしたミストリアが一度だけ振り返り、心配げにこちらを見守るサラに尋たずねる。

「あの、すみません。あの大バ──ファルドはどこにいるか知っていますか」

「え？　あ、そういえば！」

　ファルドの姿が見えないことに今初めて気がついたのか、サラが目を大きく見開きながら、慌てて辺りに目を走らせる。ファルドはキメラとの戦いでかなりダメージを負っていた。その姿が見えないとなれば、アリエルと共に学生を束ねるサラとしては一大事なのだろう。

　だが、その反応にむしろミストリアは安心したように息を吐はいた。

「いえ。ここにいないなら大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございました」

　丁てい寧ねいに頭を下げ、ミストリアが風のドラゴンの背へとよじ登る。

　そして、風のドラゴンは再び羽ばたいた。

　その背に、無謀な戦いに挑いどむ若い命を乗せながら。




　　　　＊




　風のドラゴンは、並み居るキマイラの中で雄お々おしく羽ばたいた。失うせろと言わんばかりに打ち広げられた竜りゆう翼よくが無数の竜たつ巻まきを生み、周囲にいたキマイラを根ね刮こそぎ天空へと誘いざなっていく。その風の蹂じゆう躙りんから逃のがれるように広がるキマイラが業ごう火かや雷らい撃げきを放つが、それらは仲間の屍しかばねと同じく竜巻により天への供く物もつへと成り代わった。

　流石さすがは数百年を生きた歴戦の風のドラゴン。有う象ぞう無む象ぞうのキマイラでは歯が立たず、神しん殿でんまでの空はただただ風のドラゴンを迎むかえ入れる空路に成り代わっていた。

「見えたわ。あの神殿よ！」

　風のドラゴンから身を乗り出したミストリアが、新たに現れた虹にじ色の欠片かけら持ちのキメラを無力化しながら声を張り上げる。その方向に、レインとペムペムは鋭するどく目を細めた。

「あれか！」

「ぴぎ！」

　目に映る敵の本ほん陣じんに、レインとペムペムが緊張と、微かな興奮を混ぜた声を漏らす。キマイラの島に建てられた古き神殿。今となっては、その座に就いていた神を知る者はいないだろう。

　身体に絡みつく風を撥はね除のけ、レインが好戦的に唇を舐なめる。耳を叩たたくキマイラたちの威い嚇かくの声。全身に叩きつけられる殺気、敵意、狂きよう気き。だが、それらを全て合わせても、神殿からにじみ出る負のオーラの足あし下もとにも及ばないだろう。

「今さらだけど、皆みんな無理すんなよ。最悪、今から風のドラゴンに乗って討とう伐ばつ隊の所に戻ったっていいからな」

「それを、スライムトレーナーの君が言うかい？」

　眼鏡の奥の双そう眸ぼうを細め、ガゼットが可お笑かしげに肩かたを震わせる。その隣となりではアリカが力強く頷うなずき、ジナがやる気満々といった様子で拳を握にぎっていた。もちろん、彼らと共に神殿を見み据すえるミストリアの横顔にも後退の二文字はない。

　全員の覚かく悟ごを受け止め、レインが重く頷く。

　そして、風のドラゴンに頼たのみ、神殿の屋根に着地しようとした、その時。

「へぇ、ドラゴンが暴れてるって来てみれば。あんたたちだったのかい」

　ハスキーな女性の声が、風のドラゴンの背に響ひびいた。

　意識を神殿に集中させていたレインたちがギョッと目を見開き、慌てて声のした方へ視線を走らせる。

　ミストリアの傍らの空間が水みず飴あめのように拉ひしやげたのと、ドラゴンの双そう翼よくの付け根が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいたのは、ほぼ同時だった。

　空間の歪ひずみを引き裂さき現れたジャンブルウが、揺らめく空間から幻まぼろしのように現れた赤銅色の肌はだを持つ異国の悪あく魔ま、《鬼おに》を睨にらみ、挑ちよう発はつを露あらわに鼻を鳴らす。

「また貴公か。敵の背後ばかり取りたがるとは、極東の悪魔はよほど臆おく病びよう者ものらしいな」

「……戯ざれ言ごとを」

　口の端はしを吊つり上げるジャンブルウに、鬼が目を吊り上げて鬼気を纏まとう。相手の存在そのものを否定するように睨み合いながら対たい峙じする二体の上級悪魔に、辺りの空気が痛いほど張り詰つめる。ひとたび均きん衡こうが崩くずれれば、この悪魔たちはすぐにでもその爪つめで、その牙きばで、己が敵の喉を抉えぐりにゆくだろう。

　間合いを図はかる悪魔たち。その動きに神経を張り巡めぐらしながら、レインは鬼と共に現れた女性に目を向けた。

　対峙する悪魔たちにも引けを取らない、屈くつ強きような意志の光を宿したダークブラウンの瞳ひとみ。戦場に赴おもむくにはなんともラフすぎるタンクトップ姿。悪魔の紋もん章しようをアレンジしたかのようなタトゥーを肩に、歴戦の証あかしである傷きず跡あとを全身に刻んだ彼女に、レインは見覚えがあった。

「あんた、確かフェルと一いつ緒しよにいた」

「ガリアだよ。ガリア・トリス。あんときフェルが世話になったね」

　学園祭の時に連れの少女を助けたレインに義ぎ理り堅がたい笑みを浮うかべたガリアは、すぐにその表情を引き締しめると、どこか突つき放すようなぞんざいな口調で言い放った。

「だからこそ、忠告しといてやるよ。あんたら、痛い目見る前にここを離れな」

　猫ねこでも追い払はらうようにシッシッと手を振ふるガリアに、レインはハッキリと首を横に振る。

「それはできねぇよ。俺たちは、仲間を連れ戻しに来たんだ」

「そうかい。じゃあ、あんたらはあたしの敵になるわけだ」

　ガリアがその双眸をすっと細める。その時すでに、ガリアの掌てのひらに刻まれた鬼の紋章は、【契けい約やくの絆きずな】の発動を示す赤銅色の燐りん光こうを放っていた。レインたちが身構える時間すら与あたえず、ガリアが固かたく握った拳こぶしで無造作に風のドラゴンを殴なぐりつける。

　肉と肉が打ち合う鈍にぶい音が響き、風のドラゴンの身体からだがガクッと急降下した。

「うそだろっ!?」

　浮かび上がる身体にレインが慌あわてて膝ひざを折り、ドラゴンの鱗うろこに指を掛かける。だが、鱗を摑つかんだ指先は、再びドラゴンを震ふるわせた衝しよう撃げきに引き剝はがされた。驚きよう愕がくに見開かれたレインの双眸が、逆の拳をドラゴンの背に叩き込んだガリアを捉とらえる。

【契約の絆】はモンスターの力を魔獣錬磨師モンスタートレーナーに還かん元げんする。ガリアが鬼より授さずかった力は、ドラゴンの息吹いぶきにも匹ひつ敵てきする怪かい力りき無む双そうの剛ごう力りきだった。

　ピンポイントで弱点である翼つばさの付け根に攻こう撃げきを受けた風のドラゴンが大きくバランスを崩し、落下する。風のドラゴンは何とか身を捻ひねって落下の勢いを殺すが、体勢を立て直す間もなく、今度は灼しやく熱ねつの炎えん弾だんが次々と襲おそいかかってきた。それは、鬼が地じ獄ごくより召しよう喚かんした獄ごく炎えんの鬼おに火びだ。怒りに牙を剝むいた風のドラゴンがその口先を窄つぼめ、襲いかかってくる鬼火を風の玉を吐き出して迎撃する。鬼火が空中で弾はじけ、酸素を喰くらいながら踊おどり狂くるった。

「おああああああああああ！　やべぇえええええええ！」

　レインが悲鳴を上げる。その身体は空中に投げ出されていた。幸い鬼火と風玉が衝しよう突とつした場所からは離はなれていたが、大気を震わせる衝しよう撃げき波はは容よう赦しやなくその範はん囲いを広げ、レインたちを神殿の方へと吹ふき飛ばした。

「っつ、ペムペム！」

「ぴぎぃっ！」

　仰あお向むけの体勢で落下するレインが、首だけを神殿の方へ捻ねじりながらペムペムに呼びかける。その意図を察し、ペムペムが神殿へ向けて飛び出す寸前に、突とつ如じよレインたちは真下に現れた空間の揺らぎに吸い込まれた。それがジャンブルウの生み出したものだと気付くよりも早く、背中が堅い大理石の床ゆかに叩きつけられる。レインが飛び出した先は、神殿の最上階にある、吹き抜ぬけの空間だった。おそらくは、展望台か何かに使われていた場所なのだろうが、今のレインにそれを確かく認にんする余裕はない。全身に走る痺しびれるような衝撃に、レインが頰ほおを歪ゆがめる。咄とつ嗟さにペムペムが回り込んでくれたおかげで後頭部は守れたが、それでも一いつ瞬しゆん身体の自由が利かなくなった。

　そして、不幸は訪れる。

　顔を顰しかめるレインの視界に、制服のスカートが広がった。

「きゃっ!?」

「ふぉごっ！」

　短い悲鳴が耳を打ち、人一人を受け止めた胸が肺を押し潰つぶす。無理矢理押し出される空気にレインが苦悶し、胸の上に跨またがるアリカが顔を真っ赤にしながら慌てて振り返る。

「レイン君!?　ごごごご、ごめんなさい！　大丈夫!?」

「いや……。けっこう効い──だっ!?」

「ふぅ……無事着、地」

　鳩みぞ尾おちを襲った衝撃に、レインの身体がくの字に折れる。全力で吐き気けを堪こらえるレインが薄うす目を開けると、アリカと向かい合う形で空間の裂け目から落ちてきたジナが、なぜかうれしそうな顔でこちらを覗のぞき込んできた。

「婿むこ様。ナイスキャッ、チ」

「早く……退どい……て……くれ」

　苦しげに頼むレインに、アリカが慌てて飛び降り、レオンと共に名残なごり惜おしそうなジナを引きずり下ろす。軽く咳せき込みながらレインが立ち上がると、一足遅おくれてガゼットとミストリア、そしてジャンブルウが空間の歪ひずみから飛び出てきた。

　全員の無事を確認しながら、レインが風のドラゴンの様子を確かめるため展望台の端はしへと駆かけ寄り、手すりから身を乗り出す。

　その目の前を、全身にキマイラを纏わり付けた風のドラゴンが舞まい上がった。

「おーい！　大丈夫かー？」

「ぴぎー！」

　天高く駆け上がる風のドラゴンに向けて、レインとペムペムが声を張り上げる。風のドラゴンは身体に張り付いたキマイラたちを大きく身を揺すって蹴け散ちらすと、力強い念話を響かせた。

（無論だ。問題な──）

　風のドラゴンの念話が唐とう突とつに途と絶だえる。その翡ひ翠すい色の双眸には、ドラゴンの翼を具そなえ咆ほう哮こうを上げる数体のキマイラが映っていた。大気を激げき震しんさせる雄お叫たけびに、レインの肌がひりつく。しかも、キマイラの中で、少なくとも一体には、その額に虹色の欠片が刺ささっていた。

　見るからに一ひと筋すじ縄なわではいかないキマイラたちの出現に、風のドラゴンがその翼を大きく震わせ、無数の竜巻を召喚する。

（強き友よ。弱き竜りゆう使いはその社やしろの下にいる。行けっ！　この戦場は我が預かる！）

「預かるって！　おい、無茶すんなよ。もう十分に貸しは返してもらったぞ！」

　風のドラゴンが請うけ負った敵の数と威い圧あつ感に、レインが慌てて声を張り上げる。ここまで連れてきてくれただけでも僥ぎよう倖こうだ。むしろ、正規の契約者でないレインに対し、風のドラゴンは十分過ぎるほどに義理を立ててくれた。

　だが、レインの制止を聞かずに、風のドラゴンは神殿上空の覇は権けんを握らんと現れたキマイラたちと対峙した。もはや、止めることは叶かなわない。やはり、風のドラゴンの契約者はレインではないのだ。今この場で風のドラゴンに言うことを聞かせられるのは、契約を結んだエルニアしかいない。

　感謝と申し訳なさの狭はざ間まで顔をしかめながら、レインが一刻も早くエルニアを奪だつ還かんしようと振り返る。

　目にしたのは、展望台から神殿内部へ続く階段の前を陣じん取どる、ガリアと鬼の姿だった。

「ここから先には行かせないよ」

　仁に王おう立ちになったガリアが、ダークブラウンの双眸に強い敵意を宿しながら宣言する。

　レインは、ガリアと同じく【契約の絆】を発動しながらペムペムと共に叫さけぶ。

「だったら、押し通る！」

「ぴぃいぎぃぃっ！」

　闘とう志しを纏まとい身体をガリアの方に傾かたむけたレインだったが、踏ふみ出しかけたその足は目の前に立ちふさがった黒き巨きよ軀くによって地面へと縫ぬい留められた。

「ジャンブ──!?」

　目の前の悪魔の名を呼ぼうとしたレインが、振り下ろされる爪に息を止める。レインの前まえ髪がみを、二度の烈れつ風ぷうが大きく揺らす。斜ななめ十字に振り落とされた凶きよう悪あくな爪は、まるでバターでも削けずり取るかのように、大理石の床を切り崩した。ぽかりと空いた穴を見て、レインが大理石の床を易々と細切れにしたジャンブルウを仰あおぎ見る。

　束そく縛ばくと解放の冠かん名めいのままにガリアが守る階段以外の道を解放したジャンブルウは、その全身の毛を溢あふれんばかりの覇は気きで逆立てながら、好戦的に口こう端たんを吊つり上げて振り返った。

「ヤツとはまだ決着がついていないのでな。ここは吾わが輩はいがやらせてもらう！　貴様らは先に行け！」

　喉のどを震わせ、ジャンブルウがその翼を大きく羽ばたかせる。勇ましいその背中は、恐きよう怖ふの権化と呼ばれる悪魔とは思えないほど、雄お々おしく、頼もしい。

　レインがちらりとミストリアに視線を流す。

　ミストリアはどこか観念したように頷いた。

「いいわ。行ってちょうだい」

「……ファルドはいいのか？」

　一瞬迷いを見せたレインが躊躇ためらいがちに尋たずねる。

　その質問に、ミストリアは口元を小さく緩ゆるめた。

「いいのよ。どうせ、どこかでバカやってるんだから。それに、あの鬼を食い止められるのは、ジャンブルウくらいしかいないもの」

　ジャンブルウの腕うでを優やさしく撫なでながら、ミストリアがすっとその背筋を伸のばし、目の前の敵を見定める。すでに、ミストリアの手に刻まれた悪魔の紋章は【契約の絆】の発動を示す紫し紺こんの闇やみ色の光に包まれていた。

　その迷いのない横顔に、レインは小さく頷うなずき、ジャンブルウの空けた穴の底を確認する。

　刹せつ那な、鋭するどい敵意がレインの全身を貫つらぬいた。

「逃にがすと思ってんのかい!?　赤あか鬼おに、奴やつらを眠ねむらせな。【睡すい魔まの爪】」

「……御ぎよ意い」

　鬼が重々しく頷き、その両手の爪に睡魔を宿しながら腰こしを下ろす。

　そんな鬼の双そう腕わんに、蛇へびのようにのたうつ漆しつ黒こくの鎖くさりが絡からみついた。

「貴様の相手は吾輩だと言ったはずだ」

　鬼おにの両りよう腕うでを封ふうじ込めたジャンブルウが筋肉を膨ぼう張ちようさせ、鎖を引く腕に力を込こめる。

　一方、鬼はその炯けい眼がんで腕に巻き付く鎖を見下ろすと、無造作にその腕を横よこ薙なぎにした。漆黒の鎖が大きく波打ち、その反対側を握にぎるジャンブルウがよろめく。

「ぐぬぅっ！」

「ジャンブルウ!?」

　大きく崩くずれたバランスを気合いで戻もどすジャンブルウに、ミストリアが思わず声を上げる。以前対たい峙じしたときは、ジャンブルウと鬼の膂りよ力りよくはほぼ互ご角かくだった。腕を振るう反動をつけたとはいえ、このぐらいの衝撃でジャンブルウがよろけることなどあり得ない。

　そして、さらにあり得ないことは続いた。

　鬼が拳に絡みつく鎖を逆に摑み、渾こん身しんの力で引き寄せる。そして、漆黒の鎖がビキッと悲鳴を上げた瞬間、ジャンブルウの巨軀が鬼の方へと大きく引っ張られた。憎にく々にくしげに口を歪めたジャンブルウが大理石の床を踵かかとで踏みつける。抉えぐり取った床に脚あしを引っかけたジャンブルウは、それ以上鬼に引き寄せられるのをなんとか堪えていた。

　いったい、なぜこうも一方的にジャンブルウが引き負けるのか。

　その理由は、悪あく魔まの翼にうっすらとにじみ始めた漆黒の血が物語っていた。

「ジャンブルウ。あなた、まさかキメラの傷が！」

　事態を把は握あくしたミストリアがジャンブルウの横顔に視線を走らせる。ジャンブルウは鎖から伝わる怪かい力りきに歯を剝きながら、ミストリアの問いかけを無視した。そして、それはミストリアの推測が正しいという証明でもあった。

　ジャンブルウはキメラにより強力なダメージを受けていた。次元の狭間で回復したとは言っていたが、万ばん全ぜんの状態ではないことは明白だ。徐じよ々じよに徐々に鬼の方へと大理石の床を砕くだきながら引き寄せられるジャンブルウに、レインが堪たまらず加勢を決意する。

　その傍かたわらを、桃もも色いろの砲ほう弾だんが駆け抜けた。

「え？」

「ぴ、ぴぎ？」

　間ま抜ぬけな声を漏もらすレインとペムペムを置き去りに、桃色の砲弾と化したルルが鬼へと肉にく薄はくし、顔面へその小さな身体からだを叩たたき付ける。ダメージはないものの、その稚ち拙せつな攻撃は鬼の炯けい眼がんをルルへと引き寄せた。そして、それが致ち命めい的なミスだった。一瞬とはいえ気をそらした鬼に対し、ジャンブルウが渾身の力で鎖を引き返す。鬼は慌あわてて踏ん張ったが、今度はその膝ひざの裏に桃色の砲弾が炸さく裂れつした。バランスを崩した鬼が前のめりになり、今度は一気にジャンブルウへと引き寄せられる。

「ルル!?」

「ぴぎぎ!?」

　鬼へ向けてピンポイントの体当たりを繰くり出したルルに、レインとペムペムが思わず声を上げる。その視界の中で、風に大きく揺ゆれる銀色の長い髪かみが、夕ゆう闇やみを溶とかしたかのような紫紺の髪の隣となりに並び立った。

「むっつん。私も残、る」

「ジナさん!?」

　低く腰を下ろすジナに、ミストリアが目を丸くする。

　それは、もちろんレインも同じだった。

「おい、ジナ。残るって、なんでだよ」

「私とルルも、あの鬼とおばさんに借りがあ、る」

「おばさんいうなっ！　あたしはまだ十きゅ──」

「借りたものはきっちり返、す」

「きゅぴんっ！」

　目を大きく見開いて歯を剝むき出すガリアの訂てい正せいを遮さえぎり、ジナが手の甲こうにルルを乗せながらビシッとガリアを指さす。

　そして、ただならぬ対たい抗こう意識を燃やしたジナは、ふと何かを思いだしたように顔半分だけレインの方を振ふり向くと、それまでの強気とは打って変わって、もどかしそうに呟つぶやいた。

「朱あか髪がみお願、い。いないとつまんな、い」

「──っぷ。ジナ、お前」

　思わず噴ふき出してしまったレインに、ジナが慌てて顔の向きをガリアの方に戻し、紋もん章しようが刻まれていない手で「早く行って」とばかりに穴を指さす。

　レインとガゼット、そしてアリカは小さく頷き合うと、銀と紫紺の背中に戦いを任せ、不ふ穏おんに包まれた穴の奥へと飛び降りた。




　太陽が半ばまで海に沈しずんだ夕刻。

　キマイラの島の天上には、静かに灯ともった一番星が瞬またたいていた。




　　　　＊




「ぴぎ、ぴぎぴぎぴぎ！」

「こっちだ！」

　複雑に入り組んだ神しん殿でんの中、頭に乗るペムペムの指示に従いレインが石いし床ゆかを蹴ける。壁かべに刻まれた不気味なモンスターの紋もん様ようは、おそらくはこの島を埋うめ尽つくしていたキマイラたちの抽ちゆう象しよう画だろう。

　さながら迷路のように入り組んだ神殿は意外と広く、いくつかの居住空間も残っていた。

　ガランと開け放たれた小部屋を横切り、再び分かれる三みつ叉またにレインが足を止める。

「ペムペム、階段はどっちにある」

「ぴぎぎ！」

　レインの声に、ペムペムが迷いなく右の通路を向いて声を上げる。

　そして再び走り出す中、レインの後ろを走るガゼットの感心した声が初夏の季節にしてはヒンヤリと冷えた通路に響ひびいた。

「便利なもんだね」

「へへ、いいだろう」

　ガゼットの声に、レインが嬉うれしそうに頰ほおを緩める。レインはジャンブルウの空けた穴に飛び込むや否いなや、【分散】を使い、小さなペムペム達を神殿の中に先行させていた。戦せん闘とう能力皆かい無むな小さな分ぶん裂れつ体だが、その分どこにだって隠かくれられるし、こうした入り組んだ場所での探策には打って付けだ。昔、未知の洞どう窟くつに迷い込んだときにこの技わざのおかげで無事生せい還かんできたことを思い出し、レインが場ば違ちがいだと思いつつも懐なつかしげに目を細める。

　その耳を心配げな声が撫でた。

「大だい丈じよう夫ぶかな。ミストリアさんも、ジナさんも、それにエルちゃんも」

　それは、思わず零こぼれてしまった声だったのだろう。目を伏ふせていたアリカが慌ててその口に手を当てる。だが、瞳ひとみに揺れる不安は収まる事はない。傍らを走るレオンが心配そうに主あるじを見上げ、クゥ～ンと小さな声を漏らす。

　表情を引き締しめたレインが、自分の胸をぐっと摑つかむ。

　重い無言が足音すら搔かき消しそうになる中、レインはゆっくりと制服を握った指先を開いた。

「大丈夫だ。きっと」

　それ以上の言葉を続けられない自分がもどかしかった。

　ただ、レインはガリアに凄すさまじい強さは感じても、身を引き裂さかれるような恐怖は感じなかった。

「たぶん、だけど。むこうは俺たちを足止めするつもりでも、殺すつもりはねぇよ。それに、ほら。学園祭の時も、ガリア達は俺やアリカのこと逃がしてくれたし」

「風のドラゴンから落ちたときは死ぬかと思ったけどね」

「そ、それはそれだろ！」

「ジナちゃん、ガリアさんのこと煽あおってなきゃいいけど」

「うっ、うぅ……」

　鋭い指し摘てきを放つガゼットと切実な表情を浮うかべて心配するアリカに、レインが自信なく眉まゆを寄せ、頰を引き攣つらせる。

　ガゼットの方はただの皮肉だが、アリカの言っていることも否定できない気がした。おばさんといわれた瞬間、緊きん迫ぱくした戦場には似つかわしくない泣きそうな怒いかりの表情を浮かべたガリアの姿が蘇よみがえる。

「──急ぐか」

「だね」

「うん」

　満まん場じよう一いつ致ちの答えにたどり着き、レインたちが風のドラゴンに教えられた通り、神殿の下層へ繫つながる道を探し、足を速める。

　そして、ペムペムが見つけた階段を降り、レインとガゼットが先行して右へと曲がった次の瞬間。

「ぴぎぃいい──」

　ペムペムがいきなり警告を発し、その警告が砕かれる壁の断だん末まつ魔まに搔き消された。

　神殿の厳おごそかな通路を砕いて現れたのは、鬼やジャンブルウと比ひ肩けんしうるほどの体たい軀くを持つ、全身を鋼こう剣けんの装そう甲こうで覆おおった巨きよ狼ろうだった。額に肉厚の剣角を携たずさえた狼、《剣けん狼ろう》が砕けた瓦が礫れきを踏ふみ砕き、剣角を横一線に振り払はらう。その凶きよう刃じんは、レインとガゼットを捉とらえていた。空気を断だん裂れつする一いち撃げきに、レインが必死の形相でしゃがみ込み、浴びせられた殺意に硬こう直ちよくしたガゼットの身体を引き倒たおす。逃にげ遅おくれた制服の裾すそが無残に切り裂かれた。無む慈じ悲ひな斬ざん撃げきはまだ終わらない。横へ流れた剣角が天井へと翻ひるがえり、そのままガゼットの顔面へ向けて振り落とされる。

「っつ。ピック【スピアヴォ──」

「マスタアァアアアアアア！」

　青ざめたガゼットが声を上げるのとほぼ同時に、乱れた髪の隙すき間まからピックが飛び出し、雷らい槍そうを目の前の剣狼に叩きつける。剣角にぶち当たった雷かみなりの槍やりはその衝しよう撃げきで剣狼の頭部を仰のけ反ぞらせ、耳の痛い雷らい鳴めいと共に弾はじけた。

「ハァッ、……はぁはぁ。マスター、大丈夫か？」

「ありがとう、ピック。助かったよ」

　一いつ瞬しゆんにして強力な電気を練り上げて放出したピックが荒あらい息を吐はき、ガゼットの無事を確かく認にんして微かすかに緊きん張ちようを緩ゆるめる。

　その小さな双そう眸ぼうが、激しい怒りに瞬またたいた。

「駄だ犬けんが！」

　目の前の剣狼を罵ののしりながら、ピックがその小さな手を合わせる。途と端たん、耳を劈つんざくような破は裂れつ音が断続し、ピックの周りに小さな電撃の玉が漂ただよい始めた。極限までエネルギーを圧縮したプラズマの玉が、自分の何倍もの体軀を誇ほこる剣狼へと次々に打ち込まれる。全身に強力な雷を浴びた剣狼は堪らず飛び退のくが、その電流は全身を覆う鋼剣の装甲を伝うと、大きく振り払われた剣けん尾おを介かいして空中へとはじき飛ばされた。指向性をなくした電撃が無む作さく為いに弾け、力なく搔き消える。

「ガッちゃん、レイン君。大丈夫？」

　そこでようやく、アリカはレインたちの所に駆かけ寄ることが出来た。おそらく、あまりの事態に意識が追いつかなかったのだろう。レオンが剣狼を牽けん制せいする傍らで、アリカがガゼットとレインを助け起こす。

「っふ～。ヤバかったな」

「本当に。というか、レイン。倒すならもう少し優しく倒してよ。痛いじゃないか」

「痛いですんで良かったじゃねぇかよ」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたき合いながら、倒れた拍ひよう子しに打ち据すえた身体からだを擦さするレインとガゼットが立ち上がる。勿もち論ろん、その緊張は常に通路の奥で佇たたずむ巨きよ大だいな剣狼に向けられていた。

　暗い廊ろう下かの奥に佇む巨大な剣狼。その隣に、狂きよう気きを纏まとった存在が現れた。

「やあ、アリカ君。待ってたよ。よく来てくれたね」

　両手を広げ、爽さわやかな笑えみを浮かべ、まるで恋こい人びととの再会を喜ぶように、その青年は心の底から嬉しげにアリカに声を掛かけた。

　アリカと同じく狼の紋章を手に刻み、アリカと同じく魔ま獣じゆう食育師フードプランナーとしての顔を持つ、すらりと背の高い美男子。

　ドルフ・ハンドルーク。

　学園祭の際、エデンという組織に荷か担たんしアリカの籠ろう絡らくを企くわだてた偏へん愛あい狂きようが、自らの食育の腕うでを駆く使しし育て上げ、狂きよう狼ろう丸がんの重複使用という狂気の沙さ汰たにも対応した忠狼、イーブルと共に、再びレインたちの前に現れた。

　レインたちの緊張が否いや応おうなしに高まる。ことアリカに至っては、自らを奮い立たせるためか、それとも倒れそうになる自分を勇気づけるためか、ギュッとレオンの尾を握にぎり締めていた。

　返事がないことにさして気を悪くした風もなく、むしろ残念そうにドルフが肩かたを竦すくめる。

「そんなに邪じや険けんにしないでくれよ。一応、君たちの先せん輩ぱいなんだよ」

「よくもまぁ、平気でそんな事が言えますね」

　普ふ段だん、温おん厚こうなガゼットが、嫌けん悪おを顕あらわに双眸を鋭するどく細める。同じく、ガゼットの肩に乗るピックも、レインも、ペムペムも、レオンも、そしてあからさまにではないにしても、アリカまでもがドルフに対して強い敵てき愾がい心しんを持って向かい合っていた。

　だが、容易には仕し掛かけられない。レインがイーブルの姿を確認する。既すでに、狂狼丸を二つ服用した異い形ぎようもさることながら、以前にも増してその身体は錬れん磨まされ、鋼剣の下に隠された筋肉は猛たけ々だけしく引き締まっていた。肌はだを通して伝わってくる威い圧あつ感は、こんな状じよう況きようでなければ間違いなくレインの闘とう志しに火を付けていただろう。

「エルニアさんの所へ行きたくはないかい？」

　その問いかけは唐とう突とつだった。

　唐突すぎて、レインはおろか、ガゼットでさえ自分の耳を疑った。

「ピック──どう見える？」

　さらに警けい戒かい心を強めたガゼットが、小声で肩に乗るピックに囁ささやく。小さく頷うなずいたピックの双眸が、紫し電でんを帯びた。それは、あらゆる噓うそを看破する雷眼だ。今この場を持って、ピックに噓偽いつわりは通じない。

　ピックは再び小さく頷いた。どうやら、ドルフは本気で提案しているらしい。

「ということは、そこを通してくれるんですか？」

　敢あえてドルフのペースに乗るように、ガゼットが砕くだけた口調で問いかける。

　ドルフは優しい先輩の微笑ほほえみを浮かべると、悩なやむ間もなく応えた。

　その端たん整せいな顔に、身み震ぶるいするほど純じゆん粋すいで歪ゆがんだ笑みを浮かべながら。

「ああ、いいよ。アリカ君が僕にキスしてくれたらね」

　レインの腹の中を、虫むし唾ずという名の怒りが暴れ狂くるった。

「っざけんな！　お前、何考えてやがんだ！」

「先輩に対してお前とは相変わらず失礼だね、君は。それに、そんな簡単な質問をするなんて頭が悪いとしか思えないよ。僕はアリカ君が好きだ。その綺き麗れいな髪かみの一本から、つま先まで余すことなく愛してる。キスをして欲しいのに、それ以上の理由がいるのかい？　でも、僕は腕ずくってヤツが好きじゃなくてね。だからこうして、真しん摯しにお願いしてるんだよ」

　酷こく薄はくとした笑みを浮かべながら熱っぽい声を吐き出すドルフに、レインが更さらなる怒りを募つのらせ、固かたく握った拳こぶしを震ふるわせる。その隣となりでは、ドルフに侮ぶ蔑べつの視線を送っていたガゼットが、微かにピックの方を見ていた。ピックは汚お物ぶつでもみるかのようにドルフを睨にらみながら、小さくその顎あごを引く。どうやら、これもドルフは本気で言っているらしい。

　レインが双眸を吊つり上げ、全身を怒りに戦慄わななかせながらドルフを睨む。

　一発、こいつを、殴なぐりたい。

　腹の底から湧わき上がる願望に、肩に乗るペムペム共々、レインが双眸を爛らんと輝かがやかせる。

　だが、振ふり上げそうになった拳は、背後から聞こえた震ふるえる声に押し止められた。

「私がキスしたら、本当にエルちゃんの所に連れてってくれるんですか？」

「「「アリカ!?」」」

　レイン、ガゼット、そしてピックが同時に叫さけび、振り返る。

　そこには、胸の前で手を重ね、唇くちびるを震わせるアリカがいた。

「バカなこと考えてんじゃねぇよ。アリカ！」

「そうだよ。アリカがそんなことする必要はない。それにいつも言っていただろ。初めてのキスは初はつ恋こいの人にあげたいって」

「アリカ、バカなことを考えるな！」

　口々に、レインたちがアリカを説得する。だが、その説得を覆くつがえすほど、アリカの双眸に灯った決意の光は強かった。

「いいの。私なんかより、エルちゃんの方が大事だもん」

　儚はかなく、それでいて力強くアリカが微笑む。

　ギリッと、音を立ててレインの奥歯が擦こすれた。

　腹の底から背骨を駆け上がる限界を超こえた怒り。掌てのひらに刻まれたスライムの紋もん章しようが、今までにないほど激しく瞬またたく。

　その時だった。どこまでも爽やかで、どこまでも嫌いやらしい笑いが漏もれたのは。

「ぷ、あーっはははは。ほんとなの、アリカ君。本当に、キスしてくれるんだ。はは、まさかこんなあっさりオーケーしてくれるとは思わなかったよ。それなら、もう少し過激なお願いでも良かったかなぁ」

　片手で顔を覆いながら、ドルフが哄こう笑しようする。もはやそこに、学園祭前までの優やさしさ溢あふれる先輩の姿は微み塵じんもない。学園を抜ぬけ、自らを狂わせた恋こい心ごころを抑おさえる必要がなくなった彼の心は、もはや修復不能なまでに歪んでいた。

　ここまで恋こいに狂うのは、ある意味人として素す晴ばらしいことなのかもしれない。

　だが、それを許せるほどレインは大人ではなかった。

　歩み出そうとするアリカの前に、レインが、そしてガゼットが身を滑すべり込ませる。

　立ち止まるアリカに、ドルフは駄だ々だをこねる子供のように唇を尖とがらせた。

「あれれ～、なんで君たちが邪じや魔まをするのかな。これは、僕とアリカ君の同意の上の行こう為いだよ。人の恋こい路じを邪魔するヤツは、スライムの角にでも頭をぶつけて死んじまえ」

　せせら笑うドルフに、ガゼットが怒いかりの籠こもった吐息いきを吐き出す。

「スライムの角に頭をぶつけて死ぬかどうかはまた議論するとして。ドルフ先輩はいいんですか？　僕たちを通しても。僕たちは、こちらの方々の企たくらみを邪魔するつもりですよ」

「ん～。別にいいんじゃないかな。僕はアリカ君をものにするチャンスを条件に《エデン》の食育師フードプランナーをやってただけだから。そのチャンスが巡めぐってきたんなら、これ以上、《エデン》の計画を手伝う義理はないよ」

　狂愛者ドルフが肩を竦め、質問に答える。ピックは再び頷いた。つまり、ドルフはアリカさえ我が物に出来れば、レインたちをここから通すつもりらしい。

　逆に言えば、この狂愛だ。アリカが拒きよ否ひをすれば、全力でレインたちを足止めに掛かるだろう。

　どうする、とレインが視線でガゼットに問いかける。アリカを渡わたすつもりは毛頭ない。となれば、ドルフとの戦せん闘とうは避さけられない。

　レインの意志をしっかりと汲くみ取り、ガゼットが小さく頷く。だが、ガゼットが次の手を考えるよりも早く、二人の肩に小さな手が掛けられた。

「ガッちゃん。レイン君。退いて」

「アリ──」

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　レインに最後まで言わせず、アリカが微笑む。

　その気高い決意を宿した笑みに、レインが再び奥歯を鳴らした、その時。

　ドルフの感かん慨がい深ぶかげな声が、涼すずしい石いし壁かべの通路に響ひびいた。

「まぁ、そういうわけで。僕はもう、エデンがどうなろうが、あのちびガキがどうなろうが、あのバカな女がキメラに吞のみ込まれようがどうでもいいん──」

　ドルフの声が、表情が、凍こおり付く。

　神しん殿でんの中を、絶対零れい度どの冷気が駆け抜けた。

「バカな女って、誰だれのことですか。先輩」

　レインですら底冷えするような声が響き、肩に乗せられていた小さな指先に強い、強い力が籠もる。春に咲さく野花のような笑顔は、今や極ごつ寒かんの地に根ざす高山花のように力強く、そして、激しい怒りに強こわばっていた。

「バカな女って、エルちゃんの事じゃないですよね？　先輩」

　一歩、アリカがレインとガゼットを押し退のけ、傍かたわらに従うレオンと共に歩き出す。

「お姉さんを守るために、討とう伐ばつ隊の皆みんなを守るために勇気を出したエルちゃんがバカなんですか？　先輩」

　また一歩、アリカがドルフに向けて歩を進める。歩を進める度に通路の温度が下がる。主に迫せまる脅きよう威いにイーブルが咆ほう哮こうを上げるが、それすらアリカの表情を変えるには至らない。

　ピタリと、アリカがその足あしを止める。そこから先はイーブルの間合いだ。剣けん角かくにその身体を晒さらすほど、アリカは自分のことを強いとは思っていない。

　ただ、それでも、吐はき出す言葉はこの場にいる誰よりも強い思いに満ちていた。

「取り消してください、先輩。いや、取り消させます！」

　真まっ直すぐにドルフを見み据すえ、アリカが宣言する。

　そして、氷柱つららのように力強く真っ直ぐな背中をレインに向けたまま、アリカは叫んだ。

「レイン君。エルちゃんをお願い。ここは、私たちが何とかするから」

「お、おい。待てよアリカ」

　迷いのない声を上げるアリカに、レインが迷いを滲にじませた表情で声を零こぼす。

　だが、アリカはレインの声に首を小さく振ると、ポーチから薄うす黄色の団子を取り出し、そっとレオンの鼻先に落とした。

　目の前に落とされた団子を空中で咥くわえたレオンが、一気にそれを飲み込む。その次の瞬しゆん間かん、レオンの身体から雄お々おしい冷気が迸ほとばしり、廊下の気温を一気に引き下げた。

　吐く息が白く凍いてつく中、アリカが力強く叫ぶ。

「【ブレイブフォース】」

「ウォォオオオオオン！」

　鳴り響く雄お叫たけびに廊ろう下かの空気が引き締しまる。さらに温度が低下し、氷結した水分により石いし壁かべや床ゆかに霜しもが降り、世界を白く染め上げる。

　瞬く間に銀世界を生み出した氷ひよう狼ろうが、その前足を力強く踏ふみしめる。ピキッと、地面に張った霜が悶もだえ、鏡の如ごとく凍り付いた。ゆっくりと、レオンの筋肉がその闘志に応こたえるように膨ふくれ上がる。数秒後、その体たい軀くは一回りほど大きくなり、蒼あおい毛並みはその美しさを増していた。
















　レオンの変へん貌ぼうに、ドルフが嬉うれしそうにその顔を歪める。

「アハハハハ、まさかアリカ君が【狂狼丸】を使ってくれるなんてね。これは、僕の真ま似ねをしてくれたって事で良いんだよね。僕のことを尊敬してくれているって事で良いんだよね。アハハハハ。今日は、今日はなんて良い日なんだ」

　哄笑しながらドルフが自らの身体からだを抱だき締める。その異常な偏へん愛あいに吞まれることなく、アリカは断固とした表情で首を横に振った。

「違ちがいます」

「ちがうぅ～。何が違うんだい？」

「今、レオンにあげたのは【狂狼丸】の興奮成分を抜いて強化成分を弱めた私のオリジナルの【勇ゆう狼ろう丸がん】です。【狂狼丸】に比べたら効果はだいぶ弱いですけど、その分副作用を抑えられます。レオンに、無茶はさせません！」

「ガァウ！」

　主あるじの意志を引き継つぐが如く、レオンが一歩前へと踏み出す。その双そう眸ぼうは狂きよう気きの欠片かけらもなく澄すんでおり、ただただ主に対する忠誠心に固められていた。

　その忠狼の後ろ姿に、レインが視線を走らせる。アリカの言うとおり、レオンの強化された身体は、以前イーブルが【狂狼丸】を服用したときに比べれば遥はるかに小さい。意気込みは頼たのもしいが、【狂狼丸】を重複使用したイーブルに比べれば、力不足であることは明白だった。

　やはり、ここはアリカと共にドルフを退けるのがベストだろう。

　そう心に決めたレインの肩かたが、不意に叩たたかれた。

「レイン。君とペムペムなら、別の道を探せるよね」

「ガゼット!?　お前っ──」

「大丈夫。僕とピックだって付いてるんだ。負けさせはしないよ。だから、君たちもアリカの想いを無む駄だにしちゃいけない。分かってるよね」

　眼鏡の奥の双眸を強く細め、ガゼットがレインに念を押す。

　レインは、振り返った。

「俺の分も、しっかり殴っといてくれよ！」

　通路を真逆に駆かけだしたレインに、もう迷いはなかった。
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　先行したペムペムの分ぶん裂れつ体の呼びかけを頼たよりに、レインが神殿の中を駆け抜ける。右へなだらかにカーブする通路を走り抜け、一見して分からない隠かくし通路らしき細い道を抜けた先に現れたのは、風化した長なが椅い子すが並ぶ礼拝堂だった。

　礼拝堂の壁かべ際ぎわ、おそらくはもともとパイプオルガンが置かれていたであろう壁かべの隙すき間まから身を引き抜き、ホコリを払はらいながら立ち上がったレインが乱れた息を整える。どこからともなく吹ふき抜ける風がホコリを巻き上げ、寂さびしさが支配する礼拝堂に幽ゆう霊れいの呪じゆ詛そのような残ざん響きようを響かせる。

　壁を背にしたレインは、一歩も動くことが出来なかった。ペムペムの分裂体が先に伝えた情報では、割れたステンドグラスの前、祭司が厳おごそかな祝詞のりとを述べる祭さい壇だんの下に地下へ続く隠し通路があるはずだ。

　走れば、数歩という距きよ離りだろう。

　しかし、レインの身体は動くなと叫さけんだ。

　微かすかな衣の擦れる音が礼拝堂に響く。未いまだ原形の残った長椅子から、一人の老紳しん士しが立ち上がる。頭から足あし下もとまでを覆う黒いコート。レインが以前対たい峙じしたことのあるインセクトトレーナー、グレイスは袖そで口ぐちを不気味に蠕ぜん動どうさせながら、親しみのある微笑ほほえみを浮うかべて帽ぼう子しのツバを押し上げた。

「やぁ、久しいね。スライムトレーナー君。どうかね、君も一いつ緒しよに少し祈いのらないかい？」

　祭司のように柔やわらかな声で、グレイスがレインに語りかける。しかし、耳みみ心ここ地ちのよい声その声も、レインの緊きん張ちようを解くには至らない。

「ぴ……ぎぃ……」

　レインの肩に乗るペムペムが呻うめくように声を漏らす。今、ペムペムはその全身で、礼拝堂に蠢うごめく無数の敵意を感じ取っていた。

　ごくりと唾つばを飲み、それでもレインは乾かわいた口を開いた。

「エルニアを返せ」

「それは叶わない願いだな。我々の目的に差し支つかえる」

　口調は穏おだやかに、しかしその言葉には鋼鉄の意志を乗せ、グレイスが首を横に振ふる。

　だが、鋼鉄の意志を携たずさえるのはレインも一緒だった。

「目的ってなんだよ。んなもんに、アイツを巻き込むな！」

「声を荒あららげない方がいいぞ、少年。弱く見られる」

「弱いかどうか、試してみるか」

　レインがスライムの紋もん章しように燐りん光こうを燻くゆらせる。この場にいるのはレインとペムペムだけだ。力ちから尽ずくで突とつ破ぱする以外に道はない。

　矢を放つ直前の弓のように、レインが限界まで緊張の糸を引き絞しぼる。飄ひよう々ひようとしているが、グレイスが持つ厚みのある覇は気きは、レインに異常な圧力を放っていた。積み重ねられた年月の差は、容易に埋うまるはずがない。

「ペムペム。【崩ほう身しん】だ。一気に行くぞ」

「ぴぎ」

　レインの声に、ペムペムが双眸に強い意志の炎ほのおを燃やす。その身体は、既すでに最大級のエネルギーを生み出す準備を整えていた。

　後はタイミングだ。レインたちの切り札は、燃費が悪すぎる。使うタイミングを見誤れば、エルニアを助けに行く事すら難しくなる。

　ジリッと、レインが僅わずかにグレイスへ身体を傾かたむける。

　その隙すきのない闘とう争そう心に、グレイスは、ほぅっ、と楽しげに口ひげを持ち上げた。

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よとはよく言ったものだ。これはこれは、年とし甲が斐いもなく胸躍おどる。──だが」

　語ご尾びを引く声は、無数の赤い瞳ひとみを部屋中に出現させた。飛び出しかけていたレインが目を剝むき、慌あわてて壁際へと飛び退のく。

　壁に背中を預けたレインは、その壁が滴したたる汗あせで湿しめるのを感じた。

　蟬せみの鳴くような虫の鳴動がグレイスの袖そでから響き渡わたり、礼拝堂が闇やみに覆おおわれる。

　礼拝堂を埋め尽つくしたのは、三つの頭を持つ、人の拳こぶしほどもあるアリの大群だった。

「『螻ろう蟻ぎ潰かい堤てい』という言葉を知っているかい？　小さな虫が空けた穴で堤防が決けつ壊かいし洪こう水ずいを起こすこともある。ちなみに、我が契けい約やくした《魔ま皇こう蟲ちゆう》のベルドバルが生み出した【蟻ぎ壊かい蟲ちゆう】たちは城じよう壁へきにすら穴を空けるぞ」

　優しげに目を細め、グレイスが鳴動する腕うでを持ち上げる。繭まゆが巣くう袖からは、今なおおぞましい数の蟻が這はい出ていた。

　礼拝堂を埋め尽くす蟻の群れ。それはさながら、聖母を喰くらう悪あく魔まの尖せん兵ぺいだろう。

　壁になる障害が大きければ大きいほど奮い立つレインだったが、この時ばかりは頰ほおを歪ゆがめた。ペムペムの強みは相手が強ければ強いほど発揮される。反面、弱い相手が群れを成すような敵に対しては、すこぶる相あい性しようが悪かった。数日前、スライムの大群と対峙する場面でも、結局は避さけて司し令れい塔とうであるロロンを狙ねらった。対峙したスライムたちを倒たおしきったわけではない。

　虫たちの包ほう囲い網もうは徐じよ々じよに徐々にその円を狭せばめていた。緊きん張ちよう感を高めながら、レインが視線を滑すべらせる。グレイスは未だに長椅子の前に立ち、レインと祭壇の間を埋め尽くしているのは蟻たちだけ。

　──行けるか？

　胸の奥に疼うずく気持ち悪さをねじ伏ふせ、レインが自分自身に問い質ただす。

　だが、その解を導き出すよりも早く、光がレインたちの目の前に降り注いだ。

　ステンドクラスから斜しや陽ようが滑り込み、色づけされた光が乱らん舞ぶする。足下を埋め尽くす蟻のおぞましさすら忘れさせる光の筋は蟻たちを消し去り、レインと祭壇の間に真っ直ぐな道を作り出した。

「……え？」

　突とつ然ぜん出現した光の道に、レインが間の抜ぬけた声を漏もらす。

　閉じられていた礼拝堂の扉とびらが、音を立てて押し開かれた。

「ぱんぱかぱーん！　礼拝堂には天使が付きものだろう。天才エンジェルトレーナー、ここに推参！」

「ファルド！」

　薄うす暗ぐらい中でもハッキリと浮かび上がるオレンジ色の髪かみに、レインが思わず声を上げる。それとほぼ同時に、ステンドグラスが爆はぜ割れ、極光に身を包んだ天騎き士し、エルデミオールが礼拝堂に降臨した。

　天使が生み出す威い光こうに、仲間を光で焼かれた蟻たちが無意識のうちに後退する。

　その様子を満足げに見ながら、ファルドはまるで舞ぶ台たい俳優のように大げさにその手を押し広げた。

「なんだいなんだいなんだい。ここから怪あやしい臭においがぷんぷんすると思ってきてみれば、いつぞやのジェントルマンじゃないかい」

「そういう君は、いつぞやの天使君じゃないか。いやはや、君とあの天騎士君に焼かれたこのコート、繕つくろうのが大変だったよ」

　ファルドに視線を流しながら、グレイスが指先でコートの端はしをつまみ上げる。そこには、見るからに不格好な修しゆう繕ぜんの跡があった。

「まぁ、すてきな刺し繡しゆうをしてくれる孫のような娘むすめがいてくれて、天に二つとない宝物になったがね」

「それは素す晴ばらしいが、だったらそのコートを今すぐに脱ぬぐことをお勧すすめするよン。今度は、裁さい縫ほうぐらいで直るような傷じゃないだろうからね」

　いつものように軽い口調でありながら凄すさまじいプレッシャーを放つファルドに、レインの全身から蟻に追い詰つめられていたとき以上の汗が噴ふき出す。

　ファルドの双眸が剣けん吞のんに細まり、口調が変わった。

「で、お前が俺の大切なミーアにあんな変なものを付かせた張本人で間ま違ちがいないな」

　口調は今までの騒そう々ぞうしさとは一転して静かだった。だが、それは烈れつ火かのように苛か烈れつで、烈風のように強烈な威い圧あつ感を孕はらんだ質問だった。

　息すら飲み込めない緊張の中、グレイスが申し訳なさそうに頷うなずく。

「それは素す直なおに認めます。くだらない老ろう婆ば心しんだったと」

　その声は、天に懺ざん悔げするように重々しかった。老紳士が帽子を押し下げ、浅く息を吐はく。これが芝しば居いならば見事なものだ。

　だが、その疑念を挟はさむ余地もないほど、グレイスの身体からだから醸かもし出される慚ざん愧きの念は、深く、重く礼拝堂に染しみ渡った。繭から漏れる鳴動が止み、蟻たちが小さく震ふるえ始める。

　伏し目がちなその双眸にファルドは何を感じ取ったのか。

　ファルドはふにゃりと表情を緩ゆるめると、先ほどの裂れつ帛ぱくの気き迫はくの残ざん滓しすら残さないまま、ゆっくりと天使の紋章が刻まれた腕を持ち上げた。

「君は僕と戦ってもらうよ～ン。もちろん、問題ないよね」

「ここは、受けないわけにはいきませんな」

「だってさ。ほらほら、レイン。行っていいよ～ン。ここは、超ちよう絶ぜつ天才ファルド君に任せなさい！」

「お、おう。頼たのんだ」

　突然話を振られたレインが、慌ててファルドに返事をする。

　ファルドは満足そうに頷くと、ビシッと立てた親指で自分自身を指しながら叫んだ。

「報ほう酬しゆうはミーアに僕の格好いい姿を格好良く伝えることだ！　いいな、忘れるなよ！　絶対にだぞ！　忘れたら絶交するからな！」

「その言いぐさのどこを格好良く伝えたらいいんだよ!?」

　苦く笑しようを零こぼしながら、レインがペムペムと共に祭壇へと駆け寄り、ゆっくりと右へスライドさせる。すると、祭壇の下に隠された通路で震えていた、ペムペムの分ぶん裂れつ体達がほっとした様子で姿を現した。

　一いつ瞬しゆん迷ったレインが、分裂体を自らの懐ふところに忍しのばせ、地下へ続く階段を駆け下りる。

　この階段が終わる先にあるのは、聖母の慈じ悲ひか、地じ獄ごくの悪夢か。

　それさえも考えないまま、ただただレインはエルニアの無事だけを願っていた。
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　足音だけが反はん響きようする階段を下りながら、レインは苦笑混じりに呟つぶやいた。

「あ～、なんだかな～」

「ぴぎ？」

　レインの声に、ジッと暗い階段の先を見つめていたペムペムが首を傾かしげる。そんなペムペムに、レインはますます苦笑を濃こくすると、自じ嘲ちよう、とは言えないが、どこか皮肉を混ぜて唇くちびるを歪めた。

「天使がいて、悪魔がいて、氷ひよう狼ろうがいて、雷かみなりの精せい霊れいがいて、んでおまけにもう一いつ匹ぴきスライムがいるのに、敵の最深部に行くのが俺たちだけって何なんだろうな」

「ぴぎぃっ!?」

　笑いを堪こらえて肩かたを揺ゆらすレインに、ペムペムは怒おこったように眉まゆを逆ハの字にすると、その口を大きく広げてレインの頭に嚙かみついた。

「ぴぎぎぎ、ぴっぎぅ！」

「わだだだ、悪かった。怒るなって！　お前のことは信しん頼らいしてるよ！　当たり前だろ！」

「ぴぎぃ～う」

「そう言うお前の方こそどうなんだよ。まさか、ビビってんじゃねぇだろうな。この先にいるのは、たぶんフェルとパラパだぞ。ゴッドトレーナーと神様だぞ。しかも、訳の分かんねぇキメラなんて化物までいるんだぞ。まさか、土ど壇たん場ばで逃にげ出したりしねぇよな？」

「ぴぎいいいいいいいいいいいいい！」

「あだだだだだだ！　悪かった、悪かった。冗じよう談だんだって！」

　ペムペムが先ほどよりも強めに嚙みつき、レインが慌てて降参する。

　ふんっと鼻息荒く口を離はなしたペムペムに、レインはもう一度謝ると、その双そう眸ぼうを獰どう猛もうに細めた。

「信じてるぞ、ペムペム」

　緩やかな螺ら旋せんを描えがきながら下へと続く階段。この先に待ち受けるのは、レインが未だかつて勝利を収めたことのない神族と、未いまだかつて邂かい逅こうしたことのない化物だ。

　そんな強敵難敵相手に、レインは最弱のモンスターであるスライムで挑いどむのだ。

　しかも、たった一人の仲間を奪うばい返すためだけに。

　レインの口元が不敵に吊つり上がる。背筋を燃え立つような熱が駆かけ上がる。肩を震わせるのは武む者しや震ぶるい。階段を駆け下りる両りよう脚あしがその速さを増す。

「待ってろよ、エルニア、キール。全部ぶっ飛ばして、絶対に助けてやっから！」

　子供の時に読んだありきたりな童話。勇者が囚とらわれの姫ひめを助ける物語がレインの脳のう裏りを掠かすめる。

　だが、現実は全然違う。あの時読んだ童話の勇者は神の紋もん章しようを宿していたし、囚われの姫は花はなも恥はじらうような乙女おとめだった。助けに行くのがスライムトレーナーで、助けられるのがドラゴンを従わせるような強い女なんて物語、レインが作者なら絶対に途と中ちゆうで筆を投げているだろう。

　それでも、レインは期待せずにはいられなかった。助けに来たレインに、エルニアがどんな反応を示すか、想像せずにはいられなかった。

　喜ぶか、恥じらうか、罵ば倒とうするか、いつものように慌てふためくか。

　想像している内に、長い階段は遂ついに終わりを迎むかえていた。

「ここは……」

　一度も足を止めなかったレインが、広がった空間に思わず足を止める。たどり着いたのは、逆すり鉢ばち状の天てん井じように余すところなく天体図が描えがき巡めぐらされた地下聖堂だった。

　いや、コレは果たして聖堂と言うべき場所なのだろうか？

　暗がりで奥は見えないが、この空間はそこそこの広さだった。中心に大きな円えん卓たくのある丸い広間。神しん殿でんの地下が有事の際に避ひ難なん所じよとされるのはままあることだと、学校の授業で習ったことがあったが、この広間に広がる重い空気が清せい浄じような聖堂とはかけ離れた雰ふん囲い気きを醸し出していた。

　ペムペムが顔を顰しかめる。レインもすぐに空気が重い理由を理解した。

　鼻び腔こうにこびり付くのは、酷ひどく古い、しかし、風化することの出来ない血の臭いだ。

　そこは地下聖堂という名の闘とう技ぎ場跡あとだった。静かな寒気が足あし下もとから這はい上がり、レインが早くこの場を抜けようと身体を前方に傾かたむける。

　レインは、気がつかなかった。

　前方にいる相手が、この広間に満ちる濃のう密みつな気配に紛まぎれていたから。

　ペムペムですら、気がつかなかった。

　前方にいる相手が、敵意を、殺意を纏まとっていなかったから。

　奥の見えない広間を、螺旋状の業ごう火かが貫つらぬいた。地下故に冷えていた空気が一瞬にして熱を帯び、赤々と燃える業火が右から左へと天井を舐なめる。聖堂の空気を一変させた炎ほのおはその姿を消すも、代わりに灯ともされた松たい明まつが聖堂の中を照らし出す。

　レインはようやく気がついた。自分の対岸で腕うでを横よこ薙なぎにする魔獣錬磨師モンスタートレーナーの姿を。そして、その傍かたわらで口の先から炎の残滓を吐き出す緋ひ色いろのドラゴンを。

「この場から即そつ刻こく立ち去れ。レイン・エルハルト！」

　掌てのひらに刻まれたドラゴンの紋章を烈火の如ごとき朱しゆ色いろに輝かがやかせたエルニアが、その双眸に底知れない決意を宿しレインと対たい峙じする。

　やはり現実は物語のように、都合良くは出来ていない。

　囚われのドラゴントレーナーが、助けに来たスライムトレーナーに牙きばを剝むく。

　混こん沌とんとした神殿の底。仰あおぎ見ることの叶わない夜空には、夜が世界を包んだことを告げる四番目の星が輝き始めていた。







　　　第四章




　一番星が夜の訪おとずれを知らせる空の下。キマイラ達が席巻する島の中。神を祭るべく造られた神殿の展望台の上。

　東と西の悪あく魔まが鎬しのぎを削けずるその舞ぶ台たいを、銀色の風と化したジナは迷うことなく駆けた。

　鏤ちりばめたルルの分ぶん裂れつ体を踏ふむごとに、その細い身体が速度を増す。一いち陣じんの疾しつ風ぷうとなり展望台を大きく迂う回かいした先にいたのは、自らの拳こぶしを打ち付け合い不敵に微笑ほほえむ歴戦の傭よう兵へい、ガリアだ。

「芸がないねぇ！」

　常人ならばただ圧あつ倒とうされる速度で駆け抜ぬけるジナを、ガリアは余よ裕ゆうを持って待ち構える。低く腰こしを引いたガリアに、ジナはルルの分裂体を踏みつつ思いっきりその身体を沈しずめた。銀ぎん髪ぱつが大きく広がり、ガリアの足を狙ねらったジナが突とつ進しんの勢いを乗せた足あし払ばらいを放つ。ジナはその踵かかとで横から飛んできた本体のルルの体当たりを受けとめると、蹴けりの勢いを跳はね上げた。ガリアの口元に浮うかぶ薄うすい笑み。ガリアはジナが飛び込んでくる寸前に持ち上げていた足を、躊躇ためらうことなく大理石の床ゆかに叩たたき付けていた。落らく雷らいのような轟ごう音おんが響ひびき、展望台が大きく揺れる。ガリアの足のくるぶしまでが深々と床にめり込み、鞭むちのような蹴りを待ち構える。

　ジナの疾風の如きしなやかな脚あしと、ガリアの雷の如き豪ごう脚きやくが衝しよう突とつする。刹せつ那な、ジナは足首をガリアの脚に絡からめ、そこを支点に身体からだを跳ね上げた。旋せん回かいしながら跳ね上がったジナが大きく腕を伸のばし、遠心力を乗せた裏拳をガリアの側頭部に送り込む。その裏拳を睨にらむ、ダークブラウンの瞳ひとみに躊ちゆう躇ちよはない。一瞬ガリアは身体を仰のけ反ぞらせると、迫せまる拳に自らの額を叩き込んだ。

「んぐっ！」

　拳を痺しびれさせる衝しよう撃げきに、ジナが口元を歪ゆがめながら足下に滑すべり込ませたルルの分裂体を踏みしめ大きく飛び退のく。

「ばか、力。おばさんのくせ、に」

「あんたがひ弱なだけだよ。がきんちょ」

　余裕を見せつけるようにガリアが顎あごを上げて、鼻を鳴らす。その様子に、ジナはムッと口を尖とがらせたが、着地するや否いなや脚に走った痛みに顔を顰めた。鞣なめし革がわを幾いく重えにも巻き付け補強したブーツを着用したジナと、生足のガリア。ダメージを受けたのはジナの方だった。ガリアは鬼おにの剛ごう力りきだけでなく、その異常な打たれ強さまで【契けい約やくの絆きずな】により還かん元げんしていたのだ。ガリアの身体に刻まれた生傷。それは、様々な戦場で常に前戦に立ち続けたことの証あかしだった。

　対魔獣錬磨師モンスタートレーナーとして腕を磨みがいてきたジナの攻法は、その機動力を活かして相手を翻ほん弄ろうすることと打たれ慣れていない魔獣錬磨師モンスタートレーナーを狙うことにある。故に、初めから魔ま獣じゆうの攻こう撃げきすら受けきる心構えを持っているガリアとの相あい性しようは最悪だ。

　普ふ段だんは感情の起き伏ふくの少ないその顔に悔くやしさを織り交ぜながら、ジナが大きくガリアから距きよ離りを取る。

　背中に流れる銀髪が、もう一つの戦いを預かる紫し紺こんの艶つや髪がみにぶつかった。

「そっちはどう、むっつん」

「話しかけないでください、ジナさん！　見ての通りですっ！」

　余裕のない声を上げるミストリアに、ジナがガリアを警けい戒かいしながら、素す直なおにその視線を背後へ送る。

　展望台の片側を支配する鬼と悪魔の攻こう防ぼうは、さながら小さな戦争だった。

　漆しつ黒こくの片かた翼よくを無残に切り裂さかれたジャンブルウが大きく左ひだり腕うでを薙なぎ払はらい、自らの周囲に鬼おに火びを飼い馴らした鬼へと鎖くさりを走らせる。その鎖の先せん端たんには、黒くろ金こん剛ごう石せきの尖せん剣けんが煌きらめいていた。鬼火が鬼の周囲を離れ、迫る漆黒の鎖を迎げい撃げきする。ぶつかり合う炎と鎖。砕くだけた黒金剛石が弾はじけ飛び、床や天井に突つき刺ささった。

　炎と共に弾けた黒こく煙えんが、展望台を吹ふき抜ける風に攫さらわれる。

　そこには、奇き妙みような光景が広がっていた。

　無数に歪わい曲きよくした空間に突き刺さる漆黒の鎖。その先せん端たんは、空間の歪ひずみに埋まい没ぼつしていた。異次元に姿を消した尖剣が出口を求めて鬼の周囲の空間を歪める。鬼は、鋭えい敏びんにその気配を察知した。次元を飛び越こえる見えない鎖を睨み、その鬼おに爪つめで歪曲した空間を薙なぎ払う。鬼が放った豪ごう腕わんの一薙ぎに、次元の歪みは尽ことごとく断だん裂れつされた。歪み引き裂かれた次元を修復しようと、周囲の空間が引き歪みながら収束する。その瞬しゆん間かん、二体の悪魔により引き歪められた空間が暴発し、破は壊かいの奔ほん流りゆうが辺りに吹き荒あれた。

　大理石を紙のごとく切り裂く衝しよう撃げき波はが展望台で暴れ狂くるう。

「【ガドナチェーン】！」

「【羅ら生しよう門もん】！」

　二人のデビルトレーナーが同時に叫さけび、二体の悪魔が主達を守らんと同時に動く。西の悪魔がその両りよう肩かたを覆おおう鎖を解放して漆黒の鎖くさり壁かべを生み出せば、東の悪魔が足下より悪あつ鬼き羅ら刹せつが描かれた血のように赤い門を召しよう喚かんする。展望台の床を、柱を、天井を蹂じゆう躙りんした破壊の奔流は、漆黒の壁かべと赤い門にその侵しん攻こうを阻はばまれた。

　両者の力はほぼ互ご角かく……とはいかなかった。

　崩くずれる鎖の壁と、搔かき消える赤い門。門の向こうに現れたガリアと赤あか鬼おには未いまだ健在だが、鎖の向こうに隠かくれていた、ジナ、ミストリア、ジャンブルウ、ルルの身体には、破壊の奔流の余波が刻まれていた。次元が修復される時に生まれた衝撃が服を切り裂き、ジャンブルウやルルの身体に裂れつ傷しようを生んでいる。

　荒あらい息を吐はくジナとミストリアに、息一つ切らさないガリアが素っ気なく声を送る。

「その辺で止めときな、あんたら。堅かた気ぎの連中にしたらよくやった方だけどね」

　荒あら々あらしい雰囲気を幾いく分ぶん弱め、ガリアがジナとミストリアを諭さとす。その、ダークブラウンの双そう眸ぼうには、どこか物もの寂さびしさが燻くすぶっていた。ガリアがどんな理由を持って傭兵の職に就ついているのか。きっと、ジナやミストリアには想像も付かない過去があるのだろう。

　その揺ゆれる瞳に、ミストリアは訝いぶかしげに眉まゆを寄せ、思わず尋たずねた。

「そう言うあなたは、なんでこの組織に荷か担たんしているんですか。しかも、私たちの心配までして」

「別に──ただ借りを返したいだけさ」

　一瞬、答えるべきか悩なやんだように口を閉じたガリアが、どこか温かさを感じさせる口調で答える。だが、すぐにその口元は引き結ばれた。身体から滲にじみ出し漂ただよう怒いかりは、ミストリア達ではなくガリア自身を糾きゆう弾だんするようだった。力なき自分に対するわだかまり。握にぎり締しめる拳が小刻みに震ふるえ、ガリアの胸の内を雄ゆう弁べんに物語る。

　ジャンブルウを食い止め、自らもジナの絶技を完かん封ぷうして見せたガリアが零こぼす悔しげな怒りに、ミストリアがそれ以上の言葉を見失った。

　それまでの激戦が噓うそのような静せい寂じやく。ガリアは小さく息を吐くと、これ以上戦っても無む駄だとばかりにその身を翻ひるがえした。

「そこで待ってな。他の連中もまとめて引きずってきてやるよ。あの女の子は、諦あきらめてもらうけどね。あんたらは、堅かた気ぎの世界で生きな」

　暗い過去を引きずるように、ガリアが神しん殿でんの内部へと続く階段に足を掛かける。

　だが、ガリアにどんな過去があろうとも、ジナにとっては関係のないことだった。

「──行かせな、い」

　展望台に熱を持った声が木霊こだました。

「ジナさ──」

「行かせ、ないっ！」

　呆あつ気けにとられるミストリアには目もくれず、言葉に意志を乗せ、栗くり色いろの双眸を決意で固めたジナがガリアを睨み付ける。

　そして、ジナは宣言した。

「婿むこ様の邪じや魔ま、させない！　朱あか髪がみも連れて、帰るっ！」

　その全身に裂傷を刻まれ、積み重ねた体技を破られてなお、ジナの闘とう志しはいささかも衰おとろえる事はなかった。いや、むしろ。追い込まれた今の方が、その気き迫はくは増大していた。

　その気迫に脚をとめられたガリアが、振ふり返りながら小さく舌を打つ。双眸に剣けん吞のんな光を灯し、ガリアがジナを睨み付ける。

「まだやるってんなら、今度は立てないぐらいに痛めつけるよ。がきんちょ」

　苛いら立だちを込めたその言葉は、嵐あらしのような荒々しさを伴ともなっていた。歴戦の中で研とぎ澄すまされた迫はく力りよくに、ミストリアの頰ほおを冷たい汗あせが伝う。

「諦めな」

　最後の忠告とばかりにガリアが目を細める。

　だが、ジナは頑がんとして首を横に振った。

「嫌いや、だっ！」

　ジナの喉のどが震える。

　絶望的な戦力差を嚙かみ締めてなお、その栗色の双眸に意志を刻み、ジナは叫んだ。

「婿様なら絶対に諦め、ないっ！」

　そう。ジナは諦めるわけにはいかなかった。諦めるはずがなかった。

　レインならきっと諦めない。その一点の曇くもりもない信しん頼らいが、手も足も出ないガリアを前にしてなお、ジナを奮い立たせた。

「きゅぴっ！」

　ジナの決意に、ルルがまるで誰だれかと張り合うように力強い声を上げる。

　心強い相棒の声せい援えんを受け、ジナがさらに己おのれを奮い立たせる。ジナは、レインに宣言した。ガリアへの借りを返すと。学園祭の時に受けた雪せつ辱じよくを晴らすと。その借りを、悔しさを、まだ一つも返せていない。このままでは、レインに合わせる顔がない。

　ジナが唇くちびるを引き結ぶ。その思考が、故郷のことで悩んでいた自分を絶望の淵ふちからすくい上げてくれたレインを中心に回り出す。どんな逆境でも諦めないレインの気迫が、どんな相手でも諦めないレイン横顔が、どんな敵にも真正面から勝負を挑いどむレインの不敵な笑みが、次々とジナの脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……あ」

　その声は、唐とう突とつに漏もれた。レインが繰くり広げた戦いの光景を思い出したジナが、同じくその光景の中にいたミストリアとジャンブルウにその双眸を傾かたむける。

　つながり合う戦術と戦術。ジナがガリアに悟さとられないように小声で囁ささやく。

「むっつん、わがはい。ちょっと」

「何、ミストリアさん」

「待て待て待て待て。わがはいと吾わが輩はいのことか？」

　ミストリアとこそばゆそうに鼻に皺しわを寄せたジャンブルウが、ガリアと鬼の動きに注意を払いながら耳を傾ける。

　ジナは同じく鬼の動きを見つめながら、あることを確かく認にんした。

「わがはい。あの鬼、鎖で縛しばれる？」

「鎖を巻き付けることさえ出来れば動きを封ふうじ込めることは造作もない。以前、対たい峙じしたときに、ヤツの腕うでを封じてやったからな」

　ニヤリと口端を吊つり上げるジャンブルウに、ジナが小さく頷うなずく。一学期最後の行事である学園祭でエデンと交こう戦せんしたジナが窮きゆう地ちに立たされたとき、確かにジャンブルウは不意を突いて鬼の左腕を封じ込こめていた。

「だが、奴やつはそれを許してくれんだろう。空間の狭はざ間まを飛ばそうにも、先ほどの二にの舞まいになるのがオチだ。悔しいが、吾輩が空間を操あやつるより、奴が爪つめを振るう方が遥はるかに速い」

　ジャンブルウが苛立ちに目を細め、鬼を睨み付ける。

　その答えに、ジナは無表情のまま頷くと、さらに質問を重ねた。

「じゃあ────は出来、る」

「それは可能だが……まさか」

　目を見開くジャンブルウに、ジナが小さく頷く。

　その迷いのない瞳ひとみを気に入ったとばかりに豪ごう快かいな笑えみを浮うかべるジャンブルウに代わり、ミストリアが慌あわてて声を上げた。

「ちょ、ちょっと待って。ジナさん。そんないきな──」

「ルル。【集結】。の、【分ぶん裂れつ】」

「「「きゅぴぴ」」」

　ミストリアの制止を聞かず、ジナが展望台に散らばった小さな分裂体をルルに統合させ、再び三体に分裂させる。

　すでにやる気満々のスライムコンビに、ジャンブルウは楽しげにその口元を吊り上げ、鋭するどい牙きばを覗のぞかせた。

「ロードよ。ものは試ためしだ。やってみようぞ」

「はぁ……大だい丈じよう夫ぶかしら」

　額に指先を当てながら、ミストリアが心配そうにうつむく。

　その様子に、ガリアはピクリと眉を跳はね上げると鬼おに共々身構えた。

「何をする気だい？」

「こうする、の。ルル、【体当たり】！」

　ジナの号令に、三体のルルがその小さな身体からだを跳ね上げる。

　鬼、ではなく、傍かたわらで大きく腕を振りかぶったジャンブルウに向かって。

「わがはい、お願い」

「任せろっ！」

　凶きよう悪あくな牙を顕あらわに剛ごう毅きな笑みを浮かべたジャンブルウが、固かたく握った拳こぶしでルルを打ち抜ぬく。悪あく魔まの拳をまともに受けたルルは大きく拉ひしやげると、凄すさまじい速度でガリアと鬼に向かって吹き飛んだ。

「な、なな！」

　展望台を貫つらぬく桃もも色の砲ほう弾だんの一発は、ガリアに向かって放たれた。今までの体当たりとは一線を画す速度で迫せまるルルに、さすがのガリアも度ど肝ぎもを抜かれる。その反応の遅おくれが、反はん撃げきの選せん択たく肢しを奪うばった。直撃を覚かく悟ごし、ガリアが腕を交差させる。スライムの軟なん体たいと豪腕がぶつかり合う破は裂れつ音に似た衝しよう突とつ音。桃色の砲弾は、ガリアには届かなかった。桃色のルルを受け止める褐かつ色しよくの腕。鬼だ。虚きよを突かれても動じることのなかった鬼が、自分に直撃する桃色の砲弾を無視し、主に向かって放たれたルルの分裂体を野太い腕で受け止めていた。

「い、いきなりなんてことすんだい！　あのがきんちょは？」

　ガリアが信じがたいものを見るかのように目を見開き、ジナを睨にらみ付ける。悪魔に殴なぐらせてスライムの体当たりの速度を跳ね上げるなど、見たことも聞いたこともない方法だ。

　だが、ガリアの驚おどろきはまだ終わらなかった。

　鬼に体当たりを叩たたき付けたルルと分裂体がその反動を利用して大きく飛び退き、ジャンブルウのもとに舞まい戻もどる。楽しげに口端を吊り上げた悪魔は、すでにその豪ごう腕わんを振りかぶっていた。大気を押し潰つぶして放たれた拳が、再び三体のスライムを打ち据すえる。しかも、今度は何らかの力を付ふ与よしたのか、悪魔の拳を受け止めた桃色の砲弾が微かすかな闇やみ色を帯びて打ち出された。

　再び迫る三つの砲弾に、ガリアは荒々しく舌を打つ。

「めんどくさいね！　赤鬼【鎌かま風かぜ】！」

「……斬ざん風ぷう」

　風が唸うなり、風かざ刃はの結界が鬼の周囲を支配する。

　だが、それより一瞬早く、拳大ほどのスライムがどこからともなく飛び出し、三体のスライムをあらぬ方向へと弾はじき飛ばした。三方向に分かれた桃色の砲弾が、展望台の床ゆかや柱、天てん井じように衝突する。

　そして、桃色の砲弾は大きく身を捻ひねると、その速度を一いつ切さい緩ゆるめることなく展望台を転がり始めた。

　三度腕を振りかぶった悪魔に向かって。

　平手で頰を打ったような、しかし、その何倍も激しい音が断続的に木霊し、悪魔の拳がスライムの砲弾を撃うち出す。勢いを弱めた風刃の隙すき間まを持ち前の危機察知能力で見つけ出した桃色の砲弾が、鬼の身体を次々に打ち据える。

「……無駄！」

　岩を砕くだいたかのような重々しい声は、確かな苛立ちを孕はらんでいた。鬼が逃にげ遅れた分裂体に向かってその爪を振り下ろす。桃色の柔やわ肌はだが弾け、分裂体が消しよう滅めつする。

　微かに鬼の口こう端たんが持ち上がる。

　その顔面を再び桃色の砲弾が打ち据えた。

「きゅぴん！」

　得意げな声を漏らし、ルルの本体が素す早ばやく鬼の顔面から飛び退く。離はなれるスライムを睨む炯けい眼がん。鬼がその剛ごう爪そうを掬すくい上げる。大理石を易やす々やすと削けずり取り、石礫つぶてが飛び退くルルに襲おそいかかる。だが、その岩の弾だん丸がんは尽ことごとく空間の歪ひずみに埋まい没ぼつした。ジャンブルウが挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべ、再びその腕を振りかぶる。

「銀のスライム使い。こちらの準備は出来たぞ」

「わがはい。こっちはあと、すこし」

　ルルと、直前で分かれた分裂体をはじき飛ばしたジャンブルウに、スライムの紋もん章しように灯ともる桃色の光をさらに昂たかぶらせるジナが答える。

　そんな異様な気配を放つ二人に、飛び交かう桃色の弾丸に対応し始めたガリアは拳を握にぎり直しながら叫さけんだ。

「何をしようとしてんのかしんないけど、付き合うつもりはないよ！　赤あか鬼おに【病びよう魔まの爪】。ちょっとキツい目に遭あわせてやりな！」

「……終しゆう焉えん」

　鬼が重々しく頷き、その両りよう腕うでの爪を赤黒く変色させる。その瞬しゆん間かん、スライムの危機察知能力を還かん元げんしたジナの背中に悪お寒かんが駆かけ抜けた。

「むっつん、わがはい、ルル。あれ、ヤバい」

「見れば分かります！」

　ジナでなくとも肌はだで鬼の爪の脅きよう威いを感じ取ったミストリアが身構える。次の瞬間、鬼が立つ大理石の床に亀き裂れつが走った。驚きよう異い的な踏ふみ込みを持って加速した鬼が、病魔の宿った爪を携たずさえて肉にく薄はくする。

　その僅わずかな時の中で、ジナが細めていた双そう眸ぼうを見開いた。

「準備完かん、了りよう！　ルル！」

「「「きゅぴぴん！」」」

　ジナの声に、ジャンブルウの拳により加速した勢いのまま展望台を高速で転がり、機を窺うかがっていたルルがここぞとばかりに鬼に向かって跳ね上がる。分裂体の一体は鬼の右みぎ膝ひざを、もう一体は左脇わきを、本体は真正面から胸を、これ以上ないというタイミングで打ち据える。

　だが、関節を狙ねらわれ、摩ま擦さつで胸を焦こがすほどの砲弾を受け止めてなお、鬼の侵しん攻こうは止まらなかった。

「未練也なり！」

　張り付いたルルとその分裂体を厭いとわず、鬼がその腕を大きく振ふりかぶる。狙いはミストリアだ。完かん璧ぺきな間合いとタイミング。いかにジャンブルウが庇かばおうと間に合うはずがない。

「……馬ば鹿かな」

　驚きよう愕がくのうめきは、腕を振りかぶったまま停止する鬼の喉のどから絞しぼり出された。その筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした身体には、幾いく重えもの漆しつ黒こくの鎖くさりが巻き付き、闇色の輝かがやきを放っている。それはジャンブルウの持つ束そく縛ばくの鎖に他ならなかった。

「赤鬼！」

　動きを止められた鬼を見て、ガリアが思わず叫ぶ。そのダークブラウンの双眸は、目の前の光景に見開かれていた。鬼の身体を縛る鎖は、今なお鬼の身体に張り付いていた、スライムの柔肌から飛び出していた。

「くっそ。何で味方を殴り飛ばしているのかと思えば、そういうことかい！」

「本当、成功できるなんて思わなかったわ」

　悪態を吐つき唇くちびるを歪めるガリアに、ミストリアが同意するように顎あごを引く。ルルを殴り飛ばしながらマーキングを施ほどこし、鬼を縛る契けい機きとするなんて荒あら技わざ。正直、見守っているミストリアは気が気ではなかった。

　安あん堵どの息を零こぼしながら、ミストリアが掌てのひらに刻まれた悪魔の紋章に意識を集中する。鬼は、その全身の筋肉を撓たわめてジャンブルウの縛いましめを力ちから尽ずくで解こうとしていた。一瞬でも気を抜けば、ジャンブルウの鎖は引き千切られるだろう。ミストリアと同じく、ジャンブルウもまた鬼が鎖から抜けないように、その膂りよ力りよくの全すべてを使って鬼を縛り付けている。

　お互たがいに最大の攻こう撃げき力を誇ほこるモンスターが封じ込まれ、戦せん況きようは一変する。

　だが、それでもガリアの口元に浮かぶ自信は揺ゆるがなかった。

「待ってな、赤鬼。すぐに、その邪じや魔まな鎖を解かしてやるから」

　ガリアが荒あら々あらしく両拳を打ち付ける。そう、鬼が封ふうじ込まれようとも、ガリアは【契約の絆】により白兵戦においては無類の力を誇っていた。実際、鬼が封じ込まれるような窮きゆう地ちは幾いく度どもあったが、その度にガリアはその剛ごう力りきで敵の魔獣錬磨師モンスタートレーナーを打ち砕いてきた。

　大駒こまが落とされたのは同じ事。ならば、鬼と同等に戦える自分が圧あつ倒とう的に有利。

　そう、ガリアは疑わなかった。

「きゅぅうううううううううううぴいいいいいいいいいい！」

　全身から湯気のような闘とう志しを迸ほとばしらせる、桃色のスライムを見るまでは。

「な、え!?　しょ、【昇しよう華か】だって!?」

　ガリアが驚きを顕わに後退る。いや、驚くのも無理はないだろう。

　【昇華】。それは、技わざではない。モンスターが経験値を積み、ある一定の限界、能力の壁かべを越こえた時に発動する大地と空の恩おん恵けいだ。

　壁を越えたモンスターを大地は祝福し、全ての傷を癒いやし、体力を完全に回復させる。

　壁を越えたモンスターを空は祝福し、数刻の間、その全能力を数十倍に引き上げる。

　たとえどんなか弱いモンスターだとしても、【昇華】が発動したとき、そのモンスターの力は数十倍に跳ね上がる。

　だが、そもそも【昇華】の発動する確率はかなり希まれだ。事実、今までガリアが戦せん闘とうの際に相手の【昇華】に出くわしたことはほとんどない。

「相手が強ければ強いほど【昇華】は起こり易やす、い」

「なっ！」

　その声は、唐とう突とつにガリアの耳を撫なでた。咄とつ嗟さに振り向きざまに放った豪腕の拳が、揺れる銀ぎん髪ぱつの先せん端たんを靡なびかせる。

「悪魔と、鬼。そんな強い敵が相手ならスライムは一気に経験値を積つめ、る」

　ガリアの脚あしが跳ね上がる。空気を押し潰すような上段蹴げり。その一いち撃げきを、ジナはルルの体当たりを受けて加速した手の甲こうで迎げい撃げきする。反動を殺さず身を捻ったガリアは反転する勢いのまま回し蹴りを放ったが、その意表を突ついた踵かかとは突とつ然ぜん跳はね上がってきたルルの体当たりによりあらぬ方向へと吹ふき飛ばされた。

「借りはキッチリ返、す」

　ジナが拳を握る。天地逆さに刻まれた【血けつ命めい紋もん】と呼ばれるスライムの紋章を刻まれた拳が、桃色の砲弾を肘ひじで受け止め加速する。蹴りを外したガリアは体勢が悪い。腕うでを交差して受け止めようとしたが、【昇華】を果たしたルルの体当たりにより加速したジナの拳は、そのガードごとガリアの身体を打ち抜いた。

　ガリアの身体からだが凄すさまじい勢いで大理石の床に叩き付けられる。だが、その衝しよう撃げきそのものは【契約の絆】により還元された打たれ強さに相そう殺さいされた。だから、ジナは極きめに入った。迷いなくガリアの腕を取る。ガリアは奥歯を嚙かみ締しめ抵てい抗こうしようとしたが、その脇わき腹ばらを桃もも色の砲ほう弾だんが打ち抜ぬいた。ダメージは相殺できても衝撃は殺しきれない。反動でガリアの身体がうつ伏ぶせに転がり、ジナが完全にその関節を固定する。

「婿むこ様の邪魔は絶対にさせ、ない！」

　ガリアの背中に体重を掛かけながら、ジナがいつもは眠ねむたげな双眸に力強い意志の光を灯ともしながら宣言する。その傍かたわらには、未いまだに【昇華】の熱が冷めないルルが控ひかえていた。鬼おには完全にジャンブルウに動きを封じられている。

　ガリアの完敗。それは、誰だれの目から見ても明らかだった。

　だが、それでもガリアのダークブラウンの双眸は闘志を失わなかった。

　大理石の床に叩き付けられた声は、絶対的に有利なはずのジナを震しん撼かんさせた。

「退どきな、がきんちょ」

「お、おばさん」

　ジナの双眸が動どう揺ように揺れる。ガリアは関節に走る激痛をものともせず、力尽くでジナを引き剝はがそうとしていた。ガリアの上半身が僅かに浮うき上がる。が、その背中では、完璧に極められた肘ひじ関節がメキメキと悲鳴を上げ始めていた。

「おばさん。無茶良く、ない。もう止めるっ！」
















　焦あせった声を漏もらしながら、ジナがガリアを説得する。ルルの体当たりで無理矢理押さえることも出来るが、それでは異常な力が込こめられた肘関節が破は壊かいされてしまう可能性が高い。

　自分の身体も厭わず力を込めるガリアに、ジナがこれ以上の力を込めるべきか迷った、その時。

　ガリアの腕が、ジナとは別の力によりピタリと拘こう束そくされた。

「勝負はついたんです。無茶をしないでください。これは、あなたのパートナーからのお願いです」

　強い疲ひ労ろうを感じさせる声で、いつの間にかガリアの傍らに歩み寄っていたミストリアが諭さとすように呟つぶやく。その双眸は、透すき通るような紫し紺こんの輝きを放っていた。ミストリアはジャンブルウとの【契約の絆】により、相手の動きを縛しばる魔眼を還元できる。鬼が抵抗を止めたことで、その能力を発動する余よ裕ゆうが生まれたのだ。

　それでも、ガリアは抗あらがった。

「こんのっ！　放せ、放せっ、放せよおぉおおお！」

　もはや全身の動きを束縛されているにもかかわらず、ガリアが激しくミストリアの魔眼と腕を極めるジナに抵抗する。

「おばさ、ん。なんでそこ、まで？」

　その恥はじも外聞もない抵抗に、ただならぬものを感じたジナがガリアに尋たずねる。

　ガリアは悔くやしげに唇を引き歪ゆがめると、その額を大理石の床ゆかに擦こすりつけながら、嗚お咽えつを漏らすように呟いた。

「フェルの、フェルの最さい期ごの願いなんだぞ！　このままじゃあいつ、報われないまま消えちまうだろうが！」

「「……え？」」

　展望台に響ひびき渡わたったガリアの慟どう哭こくに、ジナとミストリアは自分の耳を疑った。
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　薄うす闇やみが広がり始めた空に二番星が輝き始めた頃ころ。

　神しん殿でんの中層階に作られた居住空間を繫つなぐ石いし壁かべの廊ろう下かは、凍こごえるような冷気と、冷れい酷こくな刃やいばに埋うめ尽つくされていた。

「あはははは。待ってよ～、アリカ。そんなに逃にげないでおくれよ」

　病的な笑えみを浮かべながら、ドルフが哄こう笑しようする。霜しもが降りた瓦が礫れきの上を進む歩みに迷いはない。その狂くるった双眸は、細い廊下の先で悔しげに顔を歪めるアリカだけを見つめていた。

　廊下に殷いん々いんと木霊こだまするその声に、ガゼットが呆あきれた笑みを浮かべながら呟く。

「いや～、人間あそこまで落ちるといっそ清すが々すがしいね」

「ガッちゃん。今はそういうのいいか──レオンッ！」

　複雑な面おも持もちでガゼットを咎とがめたアリカが声を張り上げる。冷気を纏まとったレオンは凍こおり付いた床を駆かけ抜けると、ガゼット目がけて放たれたダガーをその氷の兜かぶとで一つ残らずたたき落とした。鈍にび色いろのダガーが硬い音を立てて床に突き刺ささる。その音を切り裂さくように、銀の燦きらめきがレオンに向けて放たれた。三みつ叉またに分かれた剣けん角かくの切っ先がレオンの脇腹を掠かすめて廊下の壁に突き刺さる。だが、剣けん狼ろうの強きよう靭じんな首は深々と刺さった剣角を直すぐさま引き抜くと、脚きやく力りよくを合わせた強力な突きを氷狼に向けて放った。蒼あおい毛並みを赤く染め上げる鮮せん血けつを無視し、レオンがその氷の兜を強力な冷気で包み強化する。結けつ露ろの珠たまを切り裂き、剣角が氷の兜の上を滑すべる。真っ正面からぶつかるのではなく力をいなしたレオンは、がら空きになったイーブルの腹部に強きよう烈れつな冷気を吹き付けた。

　鋼の装そう甲こうが凍らされる直前、イーブルが大きく飛び退のきレオンから距きよ離りを取る。

　ドルフは軽く口笛を鳴らすと、その双眸をレオン──ではなく、アリカの隣となりに立つガゼットへと滑らせた。アリカに向けていた熱の籠こもった眼差しとは完璧に真逆、レオンの冷気よりも冷たい冷れい笑しようを浮かべたドルフがガゼットを睨にらみ付ける。

「邪魔しないでおくれよ、アリカ。僕はまず、そのウジ虫みたいな眼鏡を叩たたき潰つぶしたいんだからさ」

　取り繕つくろうことなく叩き付けられた殺気に、ガゼットは辟へき易えきとしながら肩かたを竦すくめた。

「随ずい分ぶんと嫌きらわれたものですね」

「君を好く理由がどこにあるっていうんだい？　中学の時から僕の邪魔ばかりして。あんなスライムトレーナーなんかより、もっと早く君を消しておくべきだったよ。まぁ、今からでも遅おそくはな──ひっ！」

　狂きよう気きの笑みを浮かべていたドルフの顔が、恐きよう怖ふに引き歪む。冷気に包まれた廊下を駆け抜ける紫し電でん。遥はるか手前でイーブルによって弾はじかれた電撃に、ドルフは必要以上の動揺を見せていた。

「どうやら、だいぶトラウマになってるみたいですね。先せん輩ぱい」

　指先にピックを乗せたガゼットが、にこやかに微笑ほほえむ。

　その笑みに、ドルフは羞しゆう恥ちに顔を歪めると、半はん狂きよう乱らんになりながらその手に刻まれた狼おおかみの紋もん章しようを鈍にぶい鋼はがね色に輝かせた。

「イーブル。あの眼鏡を切り刻め！　【クレイモア】！」

「ガアアアァア！」

　主あるじの怒いかりを受けて、剣角を全てを切り裂く大剣に変化させたイーブルが床に貼はった氷をものともせず駆け抜ける。空気を押し潰すような突とつ進しんに、アリカは息を吞のみながら叫さけんだ。

「ガッちゃん、なんで挑ちよう発はつするの！　レオン、【アイスウォール】！」

　ガゼットに避ひ難なんを浴びせながら、アリカが透き通った水色に包まれた狼の紋章を強く輝かがやかせる。狭せまい廊下にレオンの雄お叫たけびが響き渡り、アリカたちの目の前に廊下を埋め尽くすほどの氷の壁が形成された。重視すべきは壁の厚さ。屋外と違ちがい廊下という限定されたスペースなら、普ふ段だん以上の氷ひよう壁へきを生み出す事が可能となる。事実、レオンの倍ほどの体たい軀くを誇ほこるイーブルが生み出した斬ざん撃げきは、氷の壁の半ばほどに突き刺さって停止した。狭い廊下では、その大剣を振ふるうのに十分な間合いを確保できないのだ。

　剣角を引き抜くイーブルに、アリカが狼の紋章を輝かせながら叫ぶ。

「【アイシクル】」

「ガァアアァゥ！」

　廊下を突き抜ける咆ほう哮こうに、冷気が共鳴する。急激に低下する温度に空気が悲鳴を上げる中、飛び退くイーブルを追って、壁や天てん井じようから幾いくつもの氷柱つららが出現した。四方八方から襲おそいかかる氷柱に、イーブルが大きく旋せん回かいする。全身を覆おおう鋼剣の装甲が襲いかかる氷柱を砕くだき、氷の欠片かけらが美しく舞まい散る。その次の瞬しゆん間かん、宙を舞まう欠片かけらを核かくとした巨きよ大だいな氷の結けつ晶しようが剣狼の身体を包み込んだ。

「【アイスプリズム】。これで、イーちゃんの動きは止めさせてもらいました。先輩」

　怒ど濤とうの攻こう撃げきを仕し掛かけるアリカが、強い口調で宣言する。そこに立っているのは、自分自身に自信のなかった少女ではない。仲間のために立ち向かうことを選んだ気高き魔獣食育師フードプランナーが、自らの愛欲のためなら人を蔑さげすむことも厭いとわない魔ま獣じゆう食育師フードプランナーを睨み付ける。

　そんなアリカの成長を心から喜びながら、ガゼットはドルフに見せつけるよう立てた指先をゆっくりと揺ゆらした。

「戦うフィールドを間違えたんじゃないですか。こんな狭いところじゃ、自じ慢まんの剣角の威い力りよくも半減ですよ。一方、アリカとレオンの攻撃はご覧の通りだ。潔く、謝った方がいいんじゃないですか？」

「余計な心配だな。イーブル！」

「ガァウ！」

　ドルフの短い叫びに応こたえ、イーブルが力強く廊下を蹴る。その膂りよ力りよくに物を言わせて氷の牢ろうを砕いた剣狼は、そのまま廊下の壁かべをぶち抜いた。真横にあった扉とびらが蝶ちよう番つがいもろとも吹き飛び、部屋と廊下を隔へだてる壁がただの瓦礫と成り代わる。

「や──っ！」

　顔色を変えたガゼットの耳を、連続する轟ごう音おんが貫つらぬく。氷の壁のない二つの部屋をぶち抜いたイーブルは、ガゼットたちの後方から出現した。目の前の氷壁を溶とかしてレオンが咄とつ嗟さに新たな氷壁を張ろうとしたが、間に合わない。肉厚の剣角がガゼットの肩目がけて袈け裟さ切りに振ふり下ろされる。

　ドルフが、血しぶきを上げて倒たおれるガゼットの姿を予見して会心の笑みを浮かべる。

「っぱり僕を狙ねらいに来ましたね、先輩」

　だが、その予見はガゼットの予想を上回ることはなかった。

　ガゼット目がけて飛び込んできたイーブルの周りに雷かみなりの花が咲さき誇る。それは、イーブルの攻撃を見てからではとても叶わないタイミングだ。

「駄だ犬けんがマスターに近づくな！」

　ガゼットの肩に乗るピックがその小さな指を鳴らす。瞬間、イーブルを包み込む雷の花が次々に弾はじけた。雷らい撃げきが雷撃を呼び、一帯を目を焼くような稲いな光びかりが包み込む。

　その稲光を、大剣が切り裂いた。廊下にその鋼鉄の尾おを突つき刺したイーブルが、身体に迸ほとばしる雷撃を無視して剣角を振り抜いたのだ。雷を纏った剣戟が、横一線にガゼットへと叩き付けられる。ほとんど尻しり餅もちをつくのに近い形で避よけたガゼットの胸に真一文字の筋が走った。続けて、ガゼットの身体からだを電撃が貫く。

「ガッちゃん！」

「マスター！」

　アリカとピックの悲鳴が響く中、うめき声すら漏らす余裕のないガゼットが切り裂かれた胸を押さえる。ピックとの【契約の絆】により電撃によるダメージを被こうむることはないが、斬撃は別だ。幸い深くはないが、パックリと割れた傷口から真っ赤な鮮血が零こぼれ出す。

「あっはっはははは。いいざまだな！　さぁ、イーブル。トドメだ！」

　狂ったように哄笑しながら、ドルフが禍まが々まがしい鋼色に包まれた右みぎ腕うでを振り下ろす。

　だが、大きく振り下ろされた腕は、肩の高さに到達したところで唐突にその動きを止めてしまった。意に反して止まった腕に、ドルフがぎょっと目を見開く。

　ドルフの右腕は小刻みに痙けい攣れんしていた。まるで、強力な電撃でも浴びたかのように。

「あ、ああ、ああああああ！」

　いや、腕だけではない。ドルフの喉のどから絶ぜつ叫きようが迸る。全身を貫く電撃に、ドルフが辛かろうじて動く眼球を、ガゼットに向けて大剣を振り上げたまま動きを止めたイーブルに傾かたむける。

　巨大な剣狼は全身を駆け抜ぬける電撃にその自由を奪うばわれていた。

「ど、どうしたんだ。イーブル。なんで電撃を受け流さない？」

　ドルフが困こん惑わくを露あらわに情けない悲鳴を上げる。

　そんな元先輩に、アリカから受け取ったタオルで胸を押さえるガゼットは不敵にその頰ほおを吊つり上げた。

「先輩、超ちよう伝でん導どうって知っていますか？　金属っていうのは、低温だと急激に電気抵てい抗こうがゼロになるんですよ。その上、ご自慢の装甲は低温により結露ぎみだ。そんな状態で電気の通りにくい石にアースを打ち込んだって、流れる道理がないでしょ」

　ガゼットが倒れた拍ひよう子しにズレた眼鏡を押し上げる。そして、ドルフに対して半身になりながら、ピックを乗せた指先を電撃にもがくイーブルへと向けた。

「言いましたよね、戦うフィールドを間違えたって。外で戦えば、ここまで気温を下げるのも難しかった。まぁ、これで終わりですけどね。ピック、【ライ──」

「待って、ガッちゃん」

「アリカ？」

　イーブルにトドメの雷撃を打ち込もうとしたガゼットを、アリカが首を横に振って止める。その力強くも優やさしい相そう貌ぼうは、傷を負わされたガゼットの溜りゆう飲いんを引き下げた。

「私に任せて」

　アリカが再びポーチの中に手を差し込み、取り出した数粒つぶのモンスターフードを手にガゼットを説得する。そして、ガゼットが頷うなずくのを確かく認にんしたアリカは、電撃に苦しみもがくイーブルの口に、手にしていたモンスターフードを投げ入れた。吐はき出す余よ裕ゆうのないイーブルは、反射的に口に入ったものを嚥えん下かする。

　次の瞬間、剣狼の身体を覆っていた鋼剣の装甲が次々に剝はがれおち、禍々しさが抜け落ち、もとの体軀に戻もどったイーブルがゆっくりとその膝ひざを折って倒れ込んだ。

「ガッちゃん。ピッちゃん。もう大だい丈じよう夫ぶだから電撃を止めてあげて」

「あ、ああ。ピック」

「了りよう解かいだ」

　アリカの声に、ピックが軽く指を振るいイーブルに纏まとう電撃をはじき飛ばす。

　イーブルと同様に電撃から逃のがれたドルフは、呆あつ気けに取られながら声を絞しぼり出した。

「アリカ君、なにをしたんだ？」

「【狂狼丸】や【勇狼丸】の力を抑おさえるモンスターフードです。これを食べれば、強制的に力を引き出す成分は分解されて排はい出しゆつされます」

　説明しながら、アリカはさらにポーチからモンスターフードを取り出すと、鼻先を寄せたレオンに食べさせた。ゴクリとレオンが喉を鳴らし、限界値を引き上げていた身体を元の姿に戻す。

　そして、アリカは改めてドルフに向かい合った。

　これまで以上に真まっ直すぐに。

「ドルフ先輩。もうこれ以上、私に関わらないでください。私たちの邪じや魔まはしないでください。もし、また私たちの邪魔をするなら──」

　アリカが苦しげに胸を摑つかみながら、反対の手の指先をレオンの額、氷の兜かぶとに乗せる。

　その指先から伝わる意志に、レオンは細い冷気をドルフに向けて吐き出した。その冷気に触ふれたドルフの四し肢しが氷ひよう膜まくに覆われ凍こおり付く。

「あ、あ、ああああああああああああああ！」

　這はい上がってくる氷に、ドルフが絶叫する。その瞬間、手足を包み込んでいた氷は細かな粒りゆう子しとなって砕け散った。

　胸を押さえるアリカが、詰つまった息を吐き出すように声を絞り出す。

「次は、容よう赦しやしません！」

　凍いてつく廊ろう下かを、アリカの声が響ひびき渡わたる。

　その声は、果たしてドルフに届いていただろうか。

　口から泡あわを吹ふき、白目を剝むくドルフにその是ぜ非ひを確かめることなく、震ふるえる肩かたをガゼットに優しく叩たたかれたアリカはレインの後を追ってその場を駆かけ出した。




　　　　＊




　遅おくれて瞬またたく三番星がその光を地上に届け始めた頃ころ、厳かな礼拝堂はおびたただしい程ほどの魔虫の残ざん骸がいと、その断面から零れる体液に埋うめ尽つくされようとしていた。

　凄せい惨さんという他に言葉のない礼拝堂の空気を清めるかの如ごとく、金色の剣けんが新たに現れた魔虫に食らいつく。顎あごから食い込んだ切っ先は蜻蛉とんぼのような複眼を持つ魔虫の頭部を縦に両断し、翻ひるがえる勢いのままに真下から伸のび上がってきた百足むかでのような魔虫のこめかみに食らいつく。身体を操あやつる頭部を飛ばされた魔虫は伸び上がった身体をゆっくりと倒し、残り僅わずかとなった長なが椅い子すを押し潰つぶした。

　エルデミオールが厳かに聖剣を振るい、刀身に付いた魔虫の体液を払はらう。もはや百に上るであろう魔虫を切り捨てたその身体には、返り血一つ付いてはいない。

　純白の羽を静かに羽ばたかせてエルデミオールは仮面に隠かくれた双そう眸ぼうで足あし下もとに立つ敵、グレイスを睨にらみ付けると、滑すべるように空中を後退した。ゆっくりと高度を下げたエルデミールが降り立ったのは、天騎き士しが主、ファルドの隣となりだ。

　パンパンパンと、革の手て袋ぶくろが打ち合う硬い拍はく手しゆの音が礼拝堂に満ちる。ファルドと対たい峙じするグレイスの双眸は、己おのれが前に立つ天才への並々ならない賛辞に満ちていた。

「いや～、すばらしい。君、キメラの時は手を抜いていたのかい？」

「いやいや、もちろん本気だったよン。すこ～し、相手の力を見誤っちゃったけどね」

　おちゃらけた笑えみを浮うかべながら、ファルドが親指と人差し指を近づける。とは言っても、触れるか触れないかまで狭せばめられた指の間に、隙すき間まと呼べるほどの空間はなかった。

　圧あつ倒とう的てきな太た刀ち筋すじで現れた全すべての魔虫を切り伏ふせたエルデミオールが微かすかに俯うつむく。キメラとの戦いで不覚を取ったのは、エルデミオールが不用意に剣を引いてしまったからだ。主あるじに恥はじをかかせてしまったこと、その原因が自分の失態であることに、エルデミオールがその唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　その純白の翼つばさを携たずさえた背中が、不意に叩かれた。

「悪かったよ、エルデミオール。ほらほら、しょげないしょげない。こうやって挽ばん回かいのチャンスが出来たンだからさ。──というわけで、お前こそそろそろ本気出せよ」

　エルデミオールを慰なぐさめていたファルドの口調が唐突に変わる。それは、聖剣以上の鋭するどさを持ってグレイスへと叩き付けられた。

　目ま深ぶかに帽ぼう子しを被ったグレイスが、その双眸を細める。

「これはこれは。怒いかりは収まったわけではない、ということですかな」

「当たり前だろ。ミーアを苛いじめて良いのは俺だけだ」

「その苛めがあの少女にしたらもどかしかったようですよ」

　グレイスが揶や揄ゆするように言葉を返すと、ファルドはその前まえ髪がみを搔かき上げながら答えた。

「その点について、異論はない。正直、俺だって俺自身に困ってるんだよ。これでも、多感な思春期なんでね。でも、それは俺たちの問題だ。外野が引っかき回すんじゃねぇ！」

「ごもっとも」

　ファルドの糾きゆう弾だんに、グレイスは深々と顎を引く。

　そして、グレイスは手て袋ぶくろ越ごしにでもその輝かがやきが分かるほど【契約の絆】を昂たかぶらせた。

「全力で応える。それがあなたへの礼節のようですね」

　その声が契けい機きとなり、グレイスの袖そでが大きく膨ふくれ上がった。袖奥に潜ひそむ繭まゆから奇き声せいが迸り、礼拝堂の中で不気味に木霊こだまする。生物という存在の根幹に響く虫の鳴動に、エルデミオールがいかなる魔虫の出現にも耐たえられるよう天輪でファルドを護衛し、その聖剣を構え直す。

　奇声がさらに大きくなり、グレイスの肘ひじから先の袖が大きく蠕ぜん動どうする。

　だが、その恐きよう怖ふそのもののような奇声に反して、袖そで口ぐちから飛び出して来たのは、赤あか紫むらさ色の体表をもつ、芋いも虫むしのような小さな小さな虫たちだった。

　現れた敵の小ささに、エルデミオールに迷いが生じる。

　その僅かな隙すきを、虫たちは見み逃のがさなかった。瞬く間に四散した赤紫色の芋虫たちが次々に獲え物ものに嚙みつき、硬い外がい殻かくを食い破ってその身体の中へと潜もぐり込む。

　静かにその光景を見つめるファルドが、「へぇ」と感心するように整った眉まゆを持ち上げる。

「おやおや、これはおぞましいな」

　ファルドの軽い口調とは裏腹に、礼拝堂の中は異界と化していた。エルデミオールが切り伏せた百を超こえる魔虫達が、再びその身体を持ち上げ蠢うごめき始める。それは、常人が見たならば吐き気けを催もよおすような光景だった。脚あしを、胴どうを、頭を撫なで斬きられたまま、間ま違ちがいなく絶命した魔虫達が、その怨おん念ねんのはけ口を求めるかの如くファルドとエルデミオールへ向けてその光なき目を滑らせる。

「【骸むくろ蟲むし】。お察しの通り、死し骸がいを操る魔虫です。些いささか、あなたは強すぎたようですね。この半分ほどなら捌さばくことも出来たかも知れませんが。これだけの不死の魔虫を相手に、どう立ち回ります？」

　口元に笑みを浮かべながらグレイスがファルドに尋たずねる。その穏おだやかな口調は、ひしめき合う魔虫さえいなければ孫に語りかけるような温かさを持っていた。

　だが、グレイスに迷いはない。ゆっくりと開かれる掌てのひらに合わせて、魔虫達がファルドとエルデミオールへの包ほう囲い網もうを狭める。

　天騎士の頰に微かな動どう揺ようが浮かぶ。敵は既すでに骸むくろだ。今からいくらその身体からだを薙なぎ払おうが、侵しん攻こうを食い止めるには至らないだろう。突とつ破ぱする手段はただ一つ。肉片一いつ片ぺんたりとも残さず消しよう滅めつさせるしかない。

　意を決したエルデミオールが、掌を聖剣の刀身に滑らせる。金色の刀身が今までで一番強い極光を宿した。それでも足りないとばかりに、エルデミオールがその八枚の翼を大きく羽ばたかせる。舞まい落ちる純白の羽根が聖域の代わりとなり、エルデミオールの力を跳はね上げる。

　魔虫の軍勢が、天騎士が生み出した聖域の僅か手前でその侵攻を止める。息も吐かせぬ睨み合い。魔虫達は確実にエルデミオールの息の根を止められるタイミングを計り、天騎士が確実に敵を消滅させられる一いつ瞬しゆんを計る。

　微かな空気の揺ゆらぎさえ衝しよう突とつの合図となり得る中、どこか笑いさえ含ふくむその声は唐とう突とつに響いた。

「おいおい、エルデミオール。そうじゃないだろう」

　天輪に守られたファルドが、一本だけ突つき出した指をゆっくりと天に翳かざす。その何気ない動きは、その場にいた全ての者の目を奪った。

　そして、ファルドは掌に刻まれた天使の紋もん章しように微かな燐りん光こうを纏まといながら、宣言した。

「こういう時は、これだろ。【ホーリーフォート】」

　ファルドの告げた技の名に、エルデミオールが仮面から覗のぞく口元をハッとさせながら、直すぐさま天輪を操作する。ファルドを囲んでいた天輪の内の九枚が頭上へと走り、球体状に展開された光り輝く砦とりでとなった天輪は、次の瞬間、周囲に満ちる殺気に向けて光のダガーを一いつ斉せいに掃そう射しやした。だが、繰くり出された光の刃やいばは、巨きよ大だいな魔虫に比べて何とも心こころ許もとない。抵てい抗こうなくその身体に埋まい没ぼつするも、その光景は切り裂さくというより吞のみ込まれるといった方が正しかった。

　一見して無む駄だなあがき。不死の魔虫に対する意味なき攻こう撃げき。

　だが、その攻撃を浴びせられた魔虫は、尽ことごとく崩くずれ落ちた。

「なんと！」

　喝かつ采さいに似た声を張り上げたグレイスが、続けて大きく咳せき込む。くぐもった咳せきが漏もれた口の端はしから鮮せん血けつが滴したたり、彼の口ひげを赤く染め上げる。

　だが、身体を襲おそったダメージよりも甚じん大だいな被ひ害がいをグレイスは被こうむっていた。崩れ落ちた仲間を見て、恐おそれを知らぬ不死の魔虫達が戦慄おののき始めたのだ。嘆なげきのような鳴動が礼拝堂に木霊し、その中でただ一人泰たい然ぜんとしたファルドがその藍あい色の双眸でグレイスを射い貫ぬく。

「骸は確かに不死だが、それを操る魔虫の方は刺さされれば死ぬだろ。こんな虚こ仮け威おどしが通用すると思われるとは、心外で言葉もないな」

「それにしては、よくしゃべりますね」

　何とか上体を起こしたグレイスが、皮肉を込めて微笑ほほえむ。しかし、その胸に去来する畏い怖ふは、戦慄に震える指先では抑おさえることが出来なかった。

【骸蟲】を倒たおせば傀かい儡らいである魔虫の動きは止められる。言ってしまえば簡単だが、【骸蟲】の殺気は本体の魔虫の中に紛まぎれていたはずだ。それを見つけるなど、一いつ匹ぴきの雌めすを百万の雄おすの群れで保護する【ミリオンマグロ】の中から、そのたった一匹の雌を見つけ出すような者だ。とても人間業わざとは思えない。

　グレイスはその長い人生の中で様々な魔獣錬磨師モンスタートレーナー達と拳こぶしを交えてきたが、潜せん在ざい能力だけでいえば、ファルドは間違いなく三指に入る天才だ。全てのモンスターの力を吸収するキメラでなければ、この天騎士を従えたファルドを退けることも出来なかっただろう。

　だからこそ、世界屈くつ指しの実力を携えたファルドという存在がこの島に現れたことを、グレイスは心の底から喜んだ。

「よかった、これならばフェル博士もご満足して逝ゆけるでしょう」

　グレイスがその口元に満足げな笑みを零こぼす。一瞬遅おくれてエルデミオールの放った聖剣がその肩を貫くが、もう遅おそい。

　眼まな差ざしを厳しくするファルドの目の前で、グレイスの身体が無数の虫と成って崩れ落ちる。

「はは～ん、身代わりか。まぁ、そんなところだろうと思ったよン」

　足あし下もとに迫せまってきた虫を無造作に蹴けり飛ばしながら、ファルドは力なく肩を竦すくめた。

「最初から殺気の欠片かけらもなかったからねぇン。まあぁ、今日のところはこれでよしとしよう。さ～てと、そろそろミーアが追いついてくるころかな～。早くこないかな～、は～や～く～」

　もはや興味をなくしたように、首の後ろで手を組んだファルドが鼻歌交じりに身を翻す。

　敗者なき礼拝堂の遥はるか上空には、満天の星が輝き始めていた。




　　　　＊




　四番目の星がその存在を地上に知らせる中、地下聖堂に降り立ったレインは叩き付けられた言葉に我が耳を疑った。

「お、おい。エルニア。こんな時に笑えない冗じよう談だんなんかいらねぇよ。それより、どうやって逃にげてきた──」

「聞こえなかったのならもう一度言ってやろう。この場から即そつ刻こく立ち去れ。レイン・エルハルト！」

　レインの言葉を遮さえぎり、エルニアが俯きながら聞く者の胸を締め付つけるような悲しみに濡ぬれた声を張り上げる。

　その震ふるえる声に、レインは感情を顕あらわに激しく脚を踏ふみ鳴らした。

「お前こそ何言ってやがんだ！　冗談も大たい概がいにしやがれ！　この場から立ち去れだって？　ふざけんな！　また洗脳されてんじゃねぇだろうな！」

「そんなわけがあるか！　私は私の意志でここにいる！」

「はぁ？　だったら尚なお更さらわけ分かんねぇよ！　いいから帰るぞ。ガゼットも、アリカも、ジナも。レオンに、ピックに、ルルだって、皆みんな、お前のこと心配してんだぞ！」

　拳を握にぎるレインの声が地下聖堂の壁かべを殴なぐりつける。

　思いをそのまま乗せた叫さけびに、エルニアは感極きわまったように目元を滲にじませると、必死に唇を嚙み締めた。

「だったら、尚なお更さら私は帰るわけにはいかない！」

　エルニアが、震える唇から声を絞しぼり出す。声には、明らかな恐怖が含まれていた。

　その恐怖の核かく心しんに、レインは心当たりがあった。

「キメラってヤツか？」

「っ！」

　反射的に飛び出しそうになった声を堪こらえるように、エルニアの肩かたが大きく震える。だが、気き丈じような態度を取っていたエルニアの相そう貌ぼうは、レインの一言で瞬またたく間に崩ほう壊かいした。

「ああ、そうだ！　そうだとも！　あんな化物を世界に野放しにしてなるものか！　私がヤツと契けい約やくし、使し役えきする。それしか、世界を救う方法はない！」

　いつもの凜りん然ぜんとした気高さをかなぐり捨て、レイン同様、エルニアが感情のままに叫ぶ。

　そんなエルニアに、レインはどこか苛いら立だちすら含む声を張り上げた。

「おまえ、本当に何言ってんだよ。どうしたんだよ！　なに、ビビっちまってんだよ！」

　レインがエルニアを挑ちよう発はつする。エルニアの性格なら絶対にノってくるという確信がレインにはあった。

　そして、その確信は裏切られた。

「ああ、そうさ。ビビりもするさ。姉上が、シャルネラが敵かなわぬ相手だぞ。怖おじ気けづいて何が悪い！」

　声を震わせながら自らを抱だき締しめたエルニアは、今にも泣き出しそうな表情を浮うかべながら叫んだ。レインが思わず口を噤つぐむ。アリエルはエルニアにとって絶対的な存在だ。そんな憧あこがれの手も足も出ない姿を目の前で見せつけられれば、いくらエルニアといえど心の一つや二つ折れるのも仕方な──

「それに──」

　エルニアの声がレインの思考を遮る。

　ゆっくりと顔を持ち上げたエルニアは、どこか悲しみながらも満足したように微笑んだ。

「それに、この世界が潰ついえたら、お前の夢が終わってしまうではないか。レイン・エルハルト」

　その煉れん瓦が色の双そう眸ぼうに、決意を込こめた真っ直ぐな瞳ひとみに、レインは耐たえきれなかった。

　逃げるようにエルニアから視線を切り、最後の抵抗とばかりにレインが声を絞り出す。

「今まで、散々お前のわがままに付き合わされてきたんだぞ。たまには、俺のわがままにも付き合えよ。ほら、よ。お前の恋こい人びとが、初めてお前に甘えてんだぞ」

「ならば、恋人という賭かけは破は棄きでいい。よかったな、これでお前は私に煩わずらわされることもなくなったぞ。喜べ、レイン・エルハルト」

　既に心を決めているのか、エルニアが紡つむぐ言葉に迷いはない。

　恋人という関係の破棄。そもそも、誤解から始まった関係だ。そして、レインを大いに悩なやませていた関係でもある。エルニアが一方的に押しつけてきただけで、レインとしては常々解消したいと思っていた。

　だが、何な故ぜだろうか。

　今この場で撤てつ回かいされることだけは、レインは我が慢まんすることが出来なかった。

　胸を貫かれるような痛みを感じながら、レインがその双眸を持ち上げる。

　エルニアは、視線を逸そらさなかった。真っ向から、レインの双眸を受け止めた。

「賭け、まさか忘れたとは言わねぇよな」

「ああ、もちろんだ」

　エルニアが首しゆ肯こうする。全すべての未練を断たち切るように。

「俺が勝ったら、今度はちゃんと言ってやるよ。俺の恋人になれ、エルニア。そんで、皆の所に戻もどってこい！　約束だ！」

「ならば、貴様も約束しろ。私が勝ったら、遺い恨こんを残さず皆と共に帰ると」

　レインが首肯する。全ての迷いを断ち切るために。

　そして、二人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーは、この問答をただひたすら黙だまって聞いていた相棒達に語りかけた。

「ペムペム、頼たのむ。お前の持ってる力、全部俺に貸してくれ！」

「ぴぎぃっ！」

　ペムペムが力強く頷うなずく。そのつぶらな瞳に溢あふれんばかりの闘とう志しを宿しながら。

「キール。分かっていると思うが、手心はなしだ。それが──奴やつらのためだ」

（避さけられぬのか）

　キールは頷かなかった。【契約の絆】から伝わる主あるじの本当の想おもいを知ってしまっていたから。

　しかし、レインとペムペムを改めて見定めたキールは、その全身から闘気を迸ほとばしらせた。ここで迷いを持てば、それはレインたちへの不義理になろうと知っていたから。

　そして──

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

「ドラゴントレーナー、エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。そのパートナー、キール」

「「己おのれが紋章と、パートナーの名に懸かけて。勝負！」」

　互たがいが互いを想い合う悲しき戦いの火ぶたが切って落とされた。

　一度戦いが始まれば、レインの双眸にもはや迷いはない。身体からだを闘志で覆おおい、滾たぎる覇は気きをスライムの紋章に叩たたき付ける。水色の燐光を弾はじけさせ、レインは喉のどが裂けるほどの勢いで叫んだ。

「ペムペム。一気に片を付けるぞ！　【崩ほう身しん】！」

「ぴぎぃいいいいいい！」

　甲かん高だかい咆ほう哮こうが地下聖堂に響ひびき渡わたり、レインの肩から飛び降りたペムペムが渾こん身しんの力で床ゆかを弾はじく。そして、跳はね返る衝しよう撃げきを、ペムペムはそのゼリー状の身体で余すことなく受け止めた。強きよう烈れつな振しん動どうがペムペムの身体を揺ゆさぶり、中心部分の細さい胞ぼうを崩壊させる。刹せつ那な、ペムペムの身体の中に太陽のようなエネルギーが出現した。

　固体の身体を衝撃によりプラズマ化させ身体能力を跳ね上げるという荒あら技わざを発動したペムペムに、決意を双眸に刻んだエルニアがどこか嬉うれしげに微笑む。

「そうか。その技、会え得とくすることが出来たのだな」

「感心している余よ裕ゆうがあんのかよ！　行くぜ、ペムペム。【体当たり】」

「ぴぎぃ！」

　声を張り上げたペムペムの姿が青く霞かすむ。青色の砲ほう弾だんとなったペムペムの初速は、今までの比ではなかった。【昇華】とまではいかなくとも、その動きを捉とらえることは困難だ。

　その困難な相手に対する対処法を、エルニアは嫌いやというほど身につけてきた。

「キール、【メガフレア】！」

（無益な戦いとは言え、手加減はせぬぞ）

　念話の言葉とは裏腹に、どこかやり切れないような表情を浮かべながら、キールがその顎あごを大きく開き、聖堂を埋うめ尽つくすほどの炎ほのおを放出する。紅ぐ蓮れんの大火は津つ波なみとなり、聖堂の中の空気を貪むさぼり食った。危機を察知したレインは一いつ瞬しゆん早く駆かけ下りてきた階段へと飛び込んだが、真正面から向かってきたペムペムは逃げる暇ひますらなかっただろう。

　だが、エルニアとキールの顔に、ペムペムを焼き払はらったという手応えはなかった。

　彼らにはあった。これくらいの攻こう撃げきなど易やす々やすと打ち砕くだくという、レインとペムペムに対する並々ならない信しん頼らいが。

　そして、その信頼に応こたえるように、紅蓮の大津波の中から煤すす焦こげたペムペムが飛び出して来た。焼けた床に着地したペムペムが、即そく座ざにその身体を跳ね上げる。その瞬間に、ペムペムの身体に張り付いていた焦げた粘ねん液えきが剝はがれ落ちた。おそらくは、分ぶん裂れつ体を盾に炎の中を貫つらぬいたのだろう。加えてあの体当たりの速度だ。押し潰つぶされた空気の層が、炎の侵しん攻こうを退けたに違ちがいない。

「行っけぇー、ペムペム。その分からず屋を、ぶっ飛ばしてやれ！」

「ぴっぎぃーっ！」

　再び階段を駆け下りてきたレインの号令に応え、ペムペムがその身を一つの砲弾に変え、炎の残ざん滓しを吞のみ込んだキールに向かって跳ね上がる。後方に青色の残像を残した体当たりは、避ける間もなくキールの脇わき腹ばらへと食い込んだ。

「ぴ、ぴ、ぴぎぃいいいいい!?」

「ペムペム!?」

　だが、そのクリーンヒットとは裏腹に、悲鳴を上げたのはペムペムの方だった。ペムペムの身体がボコボコと沸ふつ騰とうし、小さな身体が悲鳴を上げる。慌あわてて飛び退のくが、身体を襲おそった高熱によるダメージは大きい。そして、それは【契約の絆】により繫つながったレインも同じだった。身体の奥が焼かれる感覚に、レインが奥歯を嚙かみ締める。

　苦悶を漏もらすレインに、エルニアは自分自身が痛みを感じるように表情を歪ゆがめながら、厳しい声を響かせた。

「【ヒートスケイル】。今、キールの鱗うろこの温度は摂せ氏し千度を超こえている。【体当たり】しか攻撃手段のない貴様達に、もはや勝ち目はないぞ。レイン・エルハルト」

　喜びを一いつ切さい感じさせない声で、エルニアがレインに降こう伏ふくを呼びかける。確かに、エルニアの言うことはもっともだった。レインとペムペムに体当たり以外の攻撃手段は存在しない。分裂体を破は裂れつさせて粘液により多少動うごきを封ふうじることは出来るが、あの熱では直すぐさま蒸発するのがオチだろう。

　もはや、それは完全なスライム潰しだった。

　だからだろうか。どこか陰があったレインの相貌に、微かすかな笑えみが浮かんだのは。

　エルニアが、不敵に歪んだレインの唇くちびるを見て身構える。逆境になればなるほど、レインの唇は力強い弧こを描えがく。

　レインは笑っていた。本気で自分を叩き潰そうとするエルニアとの戦いを、楽しむかのように。

「摂氏千度か。確かに、熱いな。でもよ──」

　レインが拳こぶしを握にぎる。その闘志に共鳴するように、スライムの紋もん章しようが目も眩くらむような輝かがやきに包まれる。

「触ふれるのが一瞬だったら、どうだろうな？　ペムペム、【海うみ跳とび】！」

「ぴぎぃいいいっ！」

　たった今高温により焼かれたばかりのペムペムが、臆おくすることなくキールに向かって体当たりを仕し掛かける。まさか、即座に追つい撃げきを仕掛けるとは思わなかったのだろう。鋭するどい爪つめを携たずさえた前足を振ふるキールの反撃は繊せん細さいさを欠いていた。斜ななめに振り下ろされる竜りゆう爪そうを泥どろ臭くさく躱かわし、ペムペムが再び渾身の体当たりを左前まえ脚あしの関節へと叩き付ける。

　キールの脚もまた、高温の鱗により覆われていた。

　だが、体当たりを叩き付けると同時に、海面ですら飛とび跳ねる跳ちよう力りよくを発揮したペムペムは、高熱が伝わり身体を焼かれる前にキールの脚から飛び退いた。

　衝撃にバランスを崩くずしたキールが蹈鞴たたらを踏ふみ、その隙すきにペムペムが更さらなる追撃を仕掛ける。体重の掛かかった脚に狙ねらいを定め、三連続の体当たり。ほとんど間断なく叩き込まれた衝撃に、キールの身体が床へと音を立てて倒たおれ込む。

　その瞬間をレインは好機と悟さとった。今のうちにありったけの体当たりを叩き込めば、ペムペムの【昇華】が発動する。昼間、マリンスネイクとの戦せん闘とうを経たペムペムの身体は、もはや限界寸前にまで昂たかぶっていた。

「決めるぞ、ペムペム。【体当たり】！」

「そのままでいい、狙いを定めろキール。【ブレススパイラル】！」

　ペムペムの姿が霞み、キールの口こう腔こうで紅蓮の炎が湧わき上がる。しかし、攻撃のためか、キールの鱗に宿っていた高熱が消失した。その瞬間、レインとペムペムの思考が完全にシンクロする。今このタイミングでキールの口を閉じれば、逃にげ場を失った炎がキールの口を蹂じゆう躙りんする。そして、その後はダメージの低い【海跳び】ではなく、全力の体当たりをたたき込める。

　キールの横腹目がけて飛び込んだペムペムが身体を捻ねじり、一歩手前でブレーキを掛けつつ、その推進力をキールの顎目がけて補正する。

　その一瞬が、明暗を分けた。

「捉えろ、キール。【ドラゴンテイル】！」

（焦あせったな、レイン。そして、ペムペムよ！）

「なっ──」

　エルニアの声とキールの念話が、レインの身体を打ち据すえる。同時に、凄すさまじい悪お寒かんがレインの首筋を撫なでた。ペムペムが咄とつ嗟さに飛び退こうとするが、もう遅おそい。

　キールの顎に狙いを定めるために刹那の停てい滞たいを見せたペムペムに、キールは素す早ばやくその尾おを絡からめて捕ほ縛ばくした。

「ペムペムっ！」

「ぴ、ぴぎ。ぴぎぎぎ！」

　レインが声を張り上げ、ペムペムが激しく身を捩よじる。だが、いくら【崩身】を果たして身体能力を跳ね上げたとはいえ、根本的な膂りよ力りよくは圧あつ倒とう的にドラゴンであるキールが上だった。どれだけペムペムが抵てい抗こうしようと、その尾の縛いましめが解かれることはない。

　そして、ペムペムを捕つかまえたキールは確かめるようにその双そう眸ぼうを、指先が白くなるほど手を握り締しめたエルニアへと傾かたむけた。

（主よ、良いのだな）

「無論だ」

　肩かたを震ふるわせたエルニアが消え入りそうな声を絞しぼり出す。

「お前ら、まさかっ──」

「ぴ、ぴぎぎ！」

　エルニア達の狙いに気付いたレインとペムペムが頰ほおを引き攣つらせる。

　王者ドラゴンにその身体を捉えられたスライムに、もはや抗あらがう術すべは存在しなかった。

「キール。【ヒートスケイル】」

「ぴぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

「があああああああああああああああああああああああああああああ！」

　高温に身体を焼かれたペムペムとレインが同時に絶ぜつ叫きようする。【崩身】により強化したペムペムもさることながら、生身でその熱を受け止めるレインの痛みはもはや気がふれてもおかしくない。

　それを知りながら、エルニアは容よう赦しやしなかった。

　ここで容赦しては、間違いなくレインは再び立ち上がると知っていたから。

　エルニアが、その手に刻まれたドラゴンの紋章を一層強く輝かせる。

　決意に紋章を輝かせながら、エルニアはその眼を瞑つぶり、耳を塞ふさいだ。これ以上、自分が痛めつけているレインの姿を直視することが出来なかった。その悲鳴を聞くことが耐たえられなかっ──

「え……」

　エルニアが怪け訝げんに眉まゆを寄せ、眉を持ち上げ、耳を塞いでいた手の力を緩ゆるめる。

　レインの悲鳴も、ペムペムの悲鳴も聞こえなかった。

　エルニアが驚おどろきに目を見開く。

　レインは、【契約の絆】を解くこともせず、還かん元げんされるダメージを甘んじて受け止めながら、必死にその脚を踏み出していた。

「舐なめ、んな、よ」

　レインが声を絞り出す。

「このくらいの……こと、で。俺たちが、諦あきらめると思ってるのかっ！　なぁ、ペムペム」

「ぴ、ぴぎ。ぴぎぎ……」

　レイン同様、悲鳴を収めたペムペムが声を絞り出す。その身体からだは沸騰し、白い蒸気が噴ふき上げていた。これ以上、無理に我が慢まんすれば、ペムペム自体が消しよう滅めつする可能性があるというのに、レインも、そしてペムペムも一歩も引こうとはしなかった。

「信じろよ。エルニア。キメラなんて、んなもん。俺と、ペムペムが、ぶっ飛ばしてやっから！」

　全身を駆け抜ぬける痛みを気合いでねじ伏ふせ、レインがエルニアに微笑ほほえむ。

「戻もどって、こいよ。エルニ──」

　終わりは、唐とう突とつだった。レインの全身から力が抜け落ち、顔面から床ゆかに倒れ込む。その掌てのひらに刻まれたスライムの紋章はもはや【契約の絆】の残光すら残していない。微かに身体が上下することから生きてはいるのだろうが、指一本すら動く気配はなかった。

　伸のばした指先はエルニアに届くまで後一歩というところで、レインは力ちから尽つきてしまった。

「ぴ……ぴぎぃ～……」

（すまぬな。辛つらい思いをさせた）

　ペムペムの痛々しい鳴き声と、キールの心痛い念話がエルニアの耳じ朶だを叩たたく。ゆっくりと首を回すと、ペムペムの身体に、もはや先ほど見せた太陽のようなエネルギーの奔ほん流りゆうは見られなかった。エルニアが、レインとジナの義父との戦いを思い出す。レインとペムペムが新たに会え得とくした【崩身】という技わざは、恐おそろしく体力を消しよう耗もうするのだろう。キールによってそっと床に下ろされたペムペムもまた、レインと同じく一ミリたりとも動けそうにはなかった。

　今までの戦いが幻まぼろしだったかのような静せい寂じやくが聖堂を包み込む。

　息をすることすら忘れていたエルニアは、ようやく喉のどに詰つまった空気を吐はき出した。

「っかは！　っっはぁ、はぁ、はぁ……。勝った、のか？」

　どこか信じられないような面おも持もちで、エルニアが言葉を零こぼす。そして、自らが零した言葉に、エルニアはハッとした。

　エルニアは心の何ど処こかで望んでいたのだ。レインが、自分を倒してくれることを。

　ただ、それ以上にエルニアは望んでしまったのだ。自分が、レインの未来を守るという事を。

　我ながらわがままだとエルニアは思った。レインはボロボロになりながら自分を助けに来てくれたというのに、エルニアは負かされることを望んでいながら、レインを打ち倒してしまった。自分の──勝手な自己満足のために。

　知らず知らずのうちに、エルニアの指がポーチに伸びる。その指先が触れたのは、学園祭でレインがくれたドラゴンのブローチだった。

　ふっと、エルニアが微笑む。そして、ゆっくりと、これ以上傷つけないように細心の注意を払はらってレインの身体を仰あお向むけに寝ねかし変える。

　目の前の相そう貌ぼうをいつまでも眺ながめていたかった。だが、それは許されないことだ。

　だから、エルニアはその両手でそっとレインの頰を挟はさんだ。

「礼が、まだだったな。受け取れ。私の生しよう涯がい最初で、最後の接せつ吻ぷんだ」

　ゆっくりとエルニアが身体を傾ける。あと数センチと迫せまったレインの唇くちびるに、エルニアはその息を止めた。

　呼吸よりも大事な瞬しゆん間かんにエルニアの胸が高鳴る。

　そして──







　エルニアは自分の唇をレインの唇へと重ね合わせた。







　たった一瞬、たった一度の僅わずかな触れ合い。

　だが、エルニアには十分過ぎた。

　立ち上がるエルニアの相貌に、もはや迷いはなかった。

「やってやるさ。行くぞ、キール」

　エルニアの声が聖堂の中で静かに反はん響きようする。

　いつの間にかレインの傍かたわらに近づき首を擡もたげていたキールは、ただただ無言のまま固く口を閉じ、歩み始めた主あるじの背中に従った。







　　　第五章




　全すべての力を使い果たしたレインの意識は、深い混こん濁だくの淵ふちに沈しずんでいた。【契けい約やくの絆きずな】により絞り尽つくされた精神力。【崩ほう身しん】により使い果たされた体力。その上、ペムペムが受けた炎えん熱ねつによるダメージの還元。さらに、レインは昼間に一度、スライム島で猛もう威いを振ふるったマリンスネイクとの戦闘により全体力を使い果たしていた。

　途と切ぎれた意識。昏こん睡すい状態に陥おちいる身体。現実の縛しばりを解かれたレインの魂たましいに去来したのは、いくつかの戦いの記き憶おくだった。

　一つ目の戦いは、中等部三年生の春。攻こう撃げきする暇ひますらなく、レインとペムペムが一瞬のうちに惨ざん敗ぱいした屈くつ辱じよくの記憶。

　二つ目の戦いは、高等部に進学した日の始業式。学校の裏で非公式に行われ、レインとペムペムが勝利を嚙かみ締めた辛しん勝しようの記憶。

　三つ目の戦いは、春先に行われた模も擬ぎ戦の記憶。訳の分らない賭かけまで始まった公式戦で、レインとペムペムの歩んだ道のりが正しかったと改めて嚙み締めた完勝の記憶。

　そして、最後の戦いは、今。覚かく悟ごの差を見せつけられたかのような完敗の記憶。

　一瞬にして駆かけ抜けた過去。鮮せん烈れつに蘇よみがえる記憶の欠片かけら。

　記憶を追いかけるように、新たな記憶が弾はじけた。

　一つ目の記憶は、無関心な横顔。その辺の石ころでも相手にしたかのように、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえす少女の記憶。

　二つ目の記憶は、屈辱の怒ど号ごう。人ひと気けのない学校の裏に響ひびき渡わたる、レインという存在を認めた少女の記憶。

　三つ目の記憶は、慌あわてふためき真っ赤に染まった頰。羞しゆう恥ち心しんを堪こらえるようにレインへと唇を寄せてきた少女の記憶。

　そして、最後に訪れた、全てを決意し受け止め、悲しくも満足げな微笑みを浮うかべる少女の記憶。

　ギリッと、レインの奥歯が割れんばかりに擦すれた。

「……──……──…」

　ふざけんな、と絞りだそうとした声は音にすらならなかった。

　眼も開けられず、声どころか呼吸すら危うい状じよう況きようになるまでに、レインの身体は衰すい弱じやくしていた。

　当然だ、レインは持てる全てを吐き出して、記憶の中の少女を──




　エルニア・Ｆ・ミレーネブルクを取り戻そうとしたのだから。




「──っ！　……──……────！」

　声もなくレインが叫さけび、少しでも気を抜けば再び闇やみに堕おちそうになる意識を奮い立たせる。今まで数え切れないほどの敗北を刻まれ、挫ざ折せつにまみれ、屈辱に吞のまれ、それでも立ち上がってきた自分の身体を信じ、レインが既すでに枯こ渇かつしたはずの力を振り絞しぼる。

　だが、それでもなお、レインの身体はピクリとも動かなかった。

　だが、それでもなお、レインの魂は諦めなかった。

　勝利への執しゆう念ねんだけは誰だれにも負けない。

「ぴ…………ぎ……」

　その時だった、小さな声がレインの鼓こ膜まくを揺ゆらしたのは。

　レインですら声を上げられない状態の中、その声は確かに聖堂に響いた。

　そして、その声には確かな意志が籠こもっていた。

　まだ──やれる！

　ドクンと、全ての力を使い果たし弱々しい鼓こ動どうを打っていたレインの心臓が跳はね上がった。身体に流れる血潮が猛もう烈れつな勢いで加速する。全身の神経が運命への逆ぎやく襲しゆうに息を吹き返し、これ以上ないほど酷こく使しされた筋肉に命令を飛ばす。

　ただ一言、『動け！』と。

　そのがむしゃらな意地に、全ての力を使い果たしても諦めず立ち上がろうとする身体に、突とつ如じよ不思議な力が流れ込んできた。細さい胞ぼう一つ一つに染しみ渡るような温かな力が全身を包み、痛みを、疲ひ労ろうをぬぐい去っていく。全身を苛さいなんでいた痛みが薄うすれ、その代わりに活力が溢あふれてくる。

　戸と惑まどうほどの充じゆう足そく感に満たされながら、まるで十分な睡すい眠みんを取った後のように、レインの双そう眸ぼうがゆっくりと瞼まぶたの縛いましめを解かれて開かれる。

　吸い込まれそうな瑠る璃り色の瞳ひとみが、レインのことを見下ろしていた。目ま深ぶかに被かぶったフードから垂れ下がる犬耳が、レインの頰ほおに擦れる。

「フェティか？」

　吐き出した声はさっきとは打って変わってしっかりと聖堂に響いた。

　その声に、フェティは微かすかに身を引いたが、すぐに再びレインのことを覗のぞき込むと、強ばった唇を懸けん命めいに動かして訴うつたえた。

「お兄ちゃん──フェルを助けて！」

　悲鳴に似た幼い声が、聖堂の壁かべを叩いた。

「フェルを助けてって、アイツがどうかしたのか？」

　聞き返しながら、レインが腕うでに力を込こめる。指先一つ動かなかった腕は、何の抵てい抗こうもなく動いた。自分の身体からだに起きた奇き跡せきに疑問を感じながら、レインが詳くわしく話を聞こうと上半身を持ち上げる。

　その時、レインの胸に乗っていた何かが、小さな悲鳴を上げてころころと転げ落ちた。

「キャゥ～ン」

「あっとと？」

　身体を転がったぬいぐるみのようなモンスターを、レインが慌てて受け止める。落ちたことにビックリしたのか、お腹なかをレインに見せたまま小さな脚あしをピンと伸ばして固まっているのは、一見して犬にも見えるとてつもなく可愛らしい幼よう神しん、フェティのパートナーであるパラパだった。

　レインを見上げたパラパが、受け止めてくれた指先を一舐なめして身を捩よじる。ゴロンともう半回転してレインの手から降りたパラパは、一瞬フェティのことを見上げると、トコトコトコッと何かに向かって慌ただしく駆け出した。

　子犬さながらに走るパラパが向かった先には、苦しげに身体を潰つぶすペムペムがいた。

「ペムペム！」

「お兄ちゃん、待って」

　ペムペムを見て慌てて立ち上がるレインに、フェティがその袖そでを摑つかんで押し止とどめる。

「だいじょうぶ、見てて」

　控ひかえめながらしっかりとした口調のフェティに、レインが開きかけた口を閉じて視線だけを走らせる。

　ペムペムに走り寄ったパラパは──正直、悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　初めは背中に乗せようとしたみたいだが、意外とペムペムが重かったのか乗せた瞬間に潰れて断念。今度はペムペムの突とつ起きに嚙みついて引き摺ずろうとしたが、すでにボロボロになったペムペムが悲鳴を上げたのでコレも断念。その他もろもろ試ためしてはみたがどれも上手くいかず、助けを求めるようにフェティを見つめる目はどこか哀あい愁しゆうさえ漂ただよっている。

「パラパ、そこでもいいよ。フェティは、大だい丈じよう夫ぶだから」

　見かねたフェティが、パラパに向けて長い袖に隠かくれた両手を小さく上下させる。

　一瞬、パラパは心配そうな表情を浮かべたが、すぐに一鳴きすると、七色の宝玉が収められた額をペムペムへとすり寄せた。

　宝玉から七色の光が溢れ、ペムペムの身体が包まれる。その光は、眺めているだけでレインの心の奥底を癒いやし、活力を漲みなぎらせる不思議な輝かがやきに満ちていた。光に包まれているペムペムの身体はたちどころに癒いえ、キールの熱により赤く焼けた表ひよう膜まくが、もとの瑞みず々みずしい柔やわ肌はだを取り戻もどす。
















　パラパが光を収めると、傷一つないペムペムが復活の第一声を張り上げた。

「ぴぎっ！」

　声にもハリを取り戻したペムペムがその回復を喜ぶように飛び跳ね、感謝を込めてパラパにその身体をすり寄せる。モンスター界の中でも屈くつ指しのさわり心ごこ地ちの良い肌に擦り寄られるパラパも満まん更ざらではなさそうだ。親愛の情に応こたえるように、パラパがペムペムの肌を舐め返す。

　元気を取り戻したペムペムと、友好を深めるパラパ。

　そんな二体の和なごやかな姿に思わず頰を緩ゆるめるレインの腕に、突とつ然ぜん小さな身体が寄りかかってきた。

　それは、熱っぽく頰を紅潮させながら荒あらい息を吐はくフェティだった。

「お、おい！　どうしたんだよ！」

　レインが慌てて声を掛かけるが、返事はない。それどころか、レインの腕にしがみついて辛かろうじて立っているフェティの小さな身体は、膝ひざの力が抜ぬけたのか、次の瞬間、一気に沈み込んだ。

　崩くずれ堕おちる小さな身体を、レインが慌てて受け止める。その場にしゃがんでフェティの身体を抱かかえ直したレインは、その額に手を乗せた瞬しゆん間かん、あまりの熱さに目を見開いた。

「ばっ！　なんて熱してやがんだよ！」

「だい、じょう──」

「大丈夫なわけねぇだろ！　とにかく冷やさねぇと。ペムペム、【分ぶん裂れつ】！」

「ぴぎぎぎぎ！」

　パラパと共に駆け寄ってきたペムペムが、掌てのひらサイズの小さな分裂体を生み出し、レインに向けて跳ね上げる。レインはその分裂体を摑むと、そっと小さな額に乗せ、ゆっくりと自分の手を重ねた。さらに、レインはペムペムにフェティの首の裏に回り込むように指示を出す。ペムペムは直すぐさま頷うなずくと、もう一体自分と同じサイズの分裂体を生み出し、その柔やわらかな身体で包み込むようにフェティの首を受け止めた。

　ヒンヤリとしたペムペムの身体に冷やされ、フェティの息が微かに落ち着きを取り戻す。

「とりあえずは安静にしないとな」

「ぴぎぃ～」

「くぅ～ん」

　レインの言葉に、ペムペムとパラパが心配そうにフェティの顔を覗き込む。

　その時だった。

　ペムペムの身体がざわめいたのは。

「ぴ、ぴ、ぴぎぎ？」

　自分の身を襲おそう異変に、ペムペムが慌てる。だが、それが何のざわめきか感じ取ったペムペムは、レインたちから大きく飛び退のいて身構えた。

　ペムペムの寸すん前ぜんにある空間が突とつ如じよ揺ゆらめき、歪わい曲きよくした次元から野太い腕が飛び出す。

空間の歪ひずみをさらに巨きよ大だい化させてジャンブルウが飛び出し、その後をミストリアが静かな足取りで追いかける。

　悪あく魔まの侵しん入にゆうを許した聖堂に、続けて見知った人ひと影かげが次々と流れ込んできた。

「ふぅ、何度やっても慣れないね。これ」

「あ、婿むこ様。発見」

「レイン君！　良かった、無事で」

「お前らこそ。無事みたいだな」

　次元を超こえて現れた仲間の姿に、レインが戸惑いながらも安あん堵どの息を吐く。

　その時、鎖くさりが擦すれ合う甲かん高だかい音と共に響ひびいた怒ど声せいが、再会の喜びを引き裂さいた。

「フェティ！」

　聖堂に響いた怒声に、レインがギョッと目を見開き、レインへ駆かけ寄っていたアリカとジナがその足を止める。

　声を上げたのは、ガゼットたちの後から次元を超え、鬼おにと共にジャンブルウの鎖により拘こう束そくされたガリアだった。鬼き気き迫せまる形相を浮うかべ、ガリアが自分の身体に鎖が食い込むことも厭いとわず身を乗り出す。ガキンと耳の痛い音を響かせ、漆しつ黒こくの鎖がその足を食い止める。

　ガリアは小さく舌を打つと、フェティに向けていた双眸をレインへと叩たたき付けた。

「あんた、確かレインとか言ったね。もしかして、フェティにパラパの力を使わせたんじゃないだろうね！」

「パラパの力？」

「とぼけんな！　パラパの持つ癒やしの力だ！」

　身を乗り出しながらガリアが叫ぶ。その形相に圧あつ倒とうされながら、レインはパラパがペムペムの身体を癒した光景を思い出した。いや、冷静に考えれば、体力がスッカラカンになったはずのレインがこうして起き上がる事が出来たのも、おそらくはフェティがパラパに頼たのんでレインの体力を回復させたからなのだろう。

　射い貫ぬくようなガリアの眼光に、レインが重々しく顎あごを引く。途と端たん、それを予期していたはずのガリアの顔が青ざめた。

「フェティ。あんた、何をバカなことを！　くっそ！　放はなせ、放せこのバカ悪魔！」

　ガシャガシャと激しく身を捩るガリアに、ジャンブルウが鋭するどい爪つめを持ち上げ、困ったように頰を搔かく。ガリアは既すでに【契約の絆】を止めている。正しよう真しん正しよう銘めい生身のガリアの肌は身を揺ゆする度たびに鎖と擦れ、幾いくつもの赤い筋を作っていた。

　鬼が静かに身を捩り、その炯けい眼がんをジャンブルウに向ける。残ざん虐ぎやく非道と恐おそれられる極東の悪魔は、戦意がないことを示すかのように、静かに、そして確かにその頭を下げた。

　拳こぶしを交えた好敵手の意志を汲くみ、ジャンブルウがその双眸を主あるじへと傾かたむける。

「ロードよ。どうする」

「──いいわ。ただし、解放するのは彼女だけよ。いいわね」

　確かく認にんするミストリアに、鬼が静かに頷く。その瞬間、ガリアを縛しばっていた鎖が一気にその力を失った。地面に落ちた鎖が甲高い音を立て、縛めを解かれたガリアが先に走り出したアリカとジナを追い越こし、まだかなり頰の赤いフェティの脇わきに手を差し込む。

　抱だき起こすようにレインからフェティの身体を預かったガリアは、悔くやしげに肩かたを震ふるわせながら、細心の注意を払はらってフェティの身体を抱き締しめた。

「また、あんたは無茶して」

「ガリアお姉ちゃん。ごめんなさい」

　ガリアの胸に顔を埋うずめたフェティが弱々しく謝る。だが、続けてその小さな唇くちびるが紡つむいだ言葉は、絶対に譲ゆずれないという強い意志を抱えていた。

「でも、でも。フェティはフェルを助けたい！」

　小さな身体から漏もれた強い思いが、その場にいた全員の耳に滑すべり込む。だが、その言葉を一番近くで受け止めたガリアの表情は硬かたい。

「少し、状じよう況きようを整理しようか」

　静せい寂じやくを割り、声を上げたのはガゼットだった。その言葉に全員が頷き、フェティとガリアを中心とした小さな円を作って座り込む。

　口火を切ったのはミストリアだった。ジナと共にガリアと鬼を退けた経けい緯いを簡単に説明する。ガリア達を同行させたのは、鬼クラスになるとジャンブルウの鎖でも遠えん隔かくで拘束するのが難しいかららしい。続けて口を開いたガゼットは、返り討うちにしたドルフを簀す巻まきにして監かん禁きんしたことを簡単に説明した。ただ、その後の道が分からなくなったため、一度戻ってミストリア達と合流したらしい。

　次はレインの番だ。ガゼットから話の順番を預かったレインは、まずはグレイスとの戦いをファルドに任せたことを説明した。まだ追いかけてこないところは気になるが、あのファルドに限って万が一ということはないだろう。ミストリアもその点については言げん及きゆうせず、軽く頷くだけだった。

　そして、いよいよエルニアの話だ。口がいやに重かったが、それでもレインは話さないわけにはいかなかった。覚えている限りのことを、レインが感じたエルニアの覚かく悟ごを、率そつ直ちよくに舌に乗せ、レインが言葉を絞しぼり出す。

　話を聞いた皆みんなの顔は、当然の如ごとく暗かった。

「そんな……エルちゃん」

「朱あか髪がみ……」

　アリカとジナが沈ちん痛つうな面おも持もちで顔を伏ふせる。その表情が、レインの心を再び苛さいなんだ。

　自分とペムペムにもっと力があれば、今となっては意味のない後こう悔かいばかりが胸に深く突つき刺ささる。

　そんなレインの思考を動かしたのは、またしてもガゼットの放った一言だった。

「よし。皆の状況はだいたい共有できたとして、次は敵さんの状況を教えてもらおうか。と、いうわけで。お願いしますね、鬼使いさん」

「あ、あたしがするのかい？」

　まさか話を振ふられると思っていなかったガリアが、フェティの頭を撫なでる手を止めて狼狽うろたえる。だがすぐにその双そう眸ぼうは、ガゼットの真意を探さぐるように鋭く細められた。

「あたしが敵のあんたらに情報を渡わたすような安い傭よう兵へいに見えるのかい？」

「いいえ、見えません。でも、その女の子の事を本当に心配しているっていうのは、見れば分かります」

　微笑ほほえむガゼットに、ガリアが思い悩なやむように視線をフェティへ落とす。もうだいぶ顔から赤みが薄うすれたフェティは眠ねむりに就いていた。

　フェティを見守るガリアの複雑な面持ちに、ガゼットは冷静だが熱の籠こもった口調で訴うつたえた。

「教えてください。なんで、その娘こはそんなに苦しんでいるんですか？　そして、あなた達の目的は何なんですか？」

　聖堂に木霊こだましたガゼットの声が、ガリアの耳へと吸い込まれるように消えていく。

　何度かフェティの頰ほおを撫でたガリアは、意を決したようにその顔を持ち上げた。

「あんた達も、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの端はしくれなら知ってるだろ。強すぎるモンスターとの契約が、魔獣錬磨師モンスタートレーナーに負担になることがあるってことくらい。フェティとパラパの契約は、まさにそれなんだよ。フェティの精神力じゃ、幼神とはいえ、パラパの、神さまの力を引き出すには幼すぎるのさ。だから、簡単な治ち癒ゆの力を使うだけで、こうなる。まぁ、昔に比べれば、だいぶマシになったみたいだけどね」

　心配するように眉まゆを寄せたガリアが、フェティの長い横髪に自分の指先を滑すべり込ませる。

　その様子を見守りながら、レインは「あれ？」と思わず声を零こぼした。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。でも、フェルはパラパの力を操あやつってたじゃねぇか。ほら、エルニアの姉ちゃんのワルキューレの攻こう撃げきだって無効化してたじゃねぇかよ」

「ああ、フェルなら操れるさ。そのために、フェルは生まれたんだからね」

「え、な？」

　ガリアの説明に思考が追いつかず、レインが言葉を詰つまらせる。

　だが、すぐにレインはガリアが言わんとしていることを理解した。

「じゃ、じゃあフェルは」

「そう。お察しの通り、フェルは強すぎる神の重圧からフェティを護まもるために生まれたのさ。フェティの代わりに神を操れる器うつわを持ってね」

　どこか誇ほこらしげに答えるガリアの説明を聞きながら、レインはフェルとの会話を思い出した。学園祭の時、フェティはフェルの方が姉だとレインに説明した。だが、双ふた子ごかという質問には言葉を濁にごした。あれは、こういう意味だったのだろう。

　今さら気付かされた真実にレインが顔を顰しかめる。

　だが、そんなレイン以上に顔を顰めたガリアは、やり切れない表情を浮かべたかと思うと、握にぎった拳で床ゆかを殴なぐりつけた。

「でも、それがいけなかった──」

　拳が床に叩き付けられる痛々しい音が響く中、ガリアは腫はれた手で頭を搔き乱しながら言葉を吐はき出した。

「神を操れる器っていうのは、そんな簡単なもんじゃないんだよ。少しでも弱さを見せれば、あっと言う間に押し潰つぶされる。だから、フェルは強くあり続けようとした。強くなるためにあらゆる知識を貪むさぼった。あらゆる真理を求めようとした。でも、それだけじゃダメだったんだとさ。いくら神を操れる器で生まれても、その器にたくさんの知識をため込んでも、その器を支える肝かん心じんの精神が弱くちゃ意味がない。神を操れるだけって存在意義じゃ、フェルの心を満足させることは出来なかった。だから、フェルは自分にもう一つのアイデンティティを見いだしたんだ。それが──」

「最強の魔ま獣じゆうを作り出すこと、ってことか」

　言葉を引き継つぐ形でレインが問いかける。

　ガリアは、迷いなく首を縦に振った。

「そうさ。神よりも強い世界最強の魔獣を生み出す事。その目的が、フェルに神にも負けない精神力を与あたえたんだ。そんで、この【楽園エデン】はフェルの夢を叶かなえるために作られた組織なのさ。まぁ、あたしは途と中ちゆう参加だったけどね」

「途中参加？」

「前の仕事でヘマやらかして、危ないところをフェティに助けられたんだよ。だから、【楽園エデン】の成り立ちの詳くわしいことはよくわかんないのさ。今説明した話も、ほとんどフェルの口から聞いたことだったからね。あんときゃ凄すごかったよ。自分の思い描えがく最強魔獣の話を夜通し聞かせるんだもんね。しかも、こっちはパラパの治癒をしてもらっても半死半生でえらい状態だったてのにさ」

　話の最中ずっと険しかったガリアが、その時のことを思い出してか穏おだやかな笑みを浮かべてフェティの頰を優やさしく撫でる。

「んで、その時決めたのさ。なんとしても、フェルの夢を叶えてやるってね。たとえ、世界の誰だれを敵に回しても。──でも、まさかこんなことになるなんて」

「こんなことって、実際に世界が敵に回ったことですか？　それは、予測してなかったと」

　尋たずねるガゼットに、ガリアは一切の迷いなく首を横に振った。

「いんや。アレは予定通りだったんだよ。あんだけのエネルギーがないと、フェルが生み出したキメラは動き出さなかったからね」

「じゃあ、ガリアさんが言うこんなことって何なんですか？」

　再び尋ねるガゼットに、ガリアは戦いの最中に見せた豪ごう快かいさが噓うそのように、繊せん細さいに肩を震わせながら声を絞り出した。

「フェルが、消えかかってんだよ」

　こぼれ落ちたその言葉に、今度こそレインは耳を疑った。

「なっ!?　どういうことだよ！」

「そのままの意味だよ。最強の魔獣を生み出す事がフェルの願いだった。フェルの存在意義だった。それが叶っちまったせいで、フェルの存在が薄れてきちまったんだよ」

「そ、そんなバカな話があるかよ！」

「そんなバカな話が現実なんだよっ！」

「現実って……。だったら、だったらなんで止めなかったんだよ。途中で止めればいいだろうが！　仲間なんだろ、お前ら。大切なんだろ、フェルが！」

　思わず叫さけんだレインに、ガリアは傭兵のプライドも何もかもかなぐり捨てて叫び返した。

「仲間で大切だからだよ！」

　ガリアの慟どう哭こくが聖堂を駆かけ巡めぐる。だが、溢あふれ出した想おもいは、その一言では留とどまらなかった。フェティを抱だく腕うでに力を込こめたガリアが、胸に溜ため込んでいた思いをレインに向けて叩たたき付ける。

「仲間で大切だから、止められなかったんだよ。フェルは分かってたんだよ。自分の存在が消えるかもって。それでも楽しそうに自分が考える最強の魔獣の話をするアイツを、止められるわけがないだろ！」

　慟哭を追いかけ響ひびき渡ったその声は、悔くやしさにまみれていた。

　その肩かたは、自分の無力さに対する怒いかりで震ふるえていた。

　レインが尋ねるまでもない。ガリアはずっと止めたかったのだろう。その思いを持ちながら、止められない自分をガリアが責めなかったはずがない。

　その悲痛な叫びに誰もが圧あつ倒とうされた。

　その中で、肩にペムペムを乗せたレインはその双眸を静かに燃え上がらせながら立ち上がった。

「だったら、俺が、俺とペムペムが止めてやる」

　その言葉に、迷いはなかった。

　一いつ瞬しゆん意味が分からず啞あ然ぜんとしたガリアが、次の瞬間、相そう貌ぼうを憤ふん怒ぬに染め上げる。

「あんた、何言ってんだい？　あたしの話、聞いてなかったのかいっ！　最強の魔獣の誕生はフェルの最後の夢なんだ。邪じや魔まするってんなら、あたしが絶対にゆるさない」

　ガリアが憤怒を全身に纏まといながら、微かすかにその腰こしを浮うかび上がらせる。たとえ鬼おにの力がなくとも、ガリアは全力でレインを阻そ止しするつもりなのだろう。

　そんなガリアに、レインは強い眼まな差ざしで頷うなずいた。

「ああ、それは邪魔しねぇよ。俺が止めるのは、フェルの作った最強の魔獣が生まれたその後だ」

「はぁ、あんた何言って……」

「おい、フェルっ！」

　怪け訝げんな顔を浮かべるガリアを遮さえぎり、レインは真まっ直すぐにフェティを、いや、その奥底に眠るフェルに向かって叫んだ。

「何寝ねてんだよ。起きろ、フェル。おしゃべり、大好きだっただろ、またいくらでも聞いてやるからよ。とりあえず、起きろ！」

「レイン君、どうしたの？」

「婿むこ、様？」

　アリカとジナが不思議そうな表情を浮かべるも、レインは身動ぎもせずガリアに身体からだを預けるフェティに向かって声をかけ続けた。

「おい。寝たふりならそのままでもいいからよく聞けよ。俺、今からお前の作った最強の魔獣ってヤツをペムペムと一いつ緒しよにぶっ飛ばしてやるよ」

「ちょ、ちょっと。正気で言ってるの？」

　大だい胆たんな宣戦布告をするレインに、今度はミストリアが慌あわてて声を上げる。当然だ。ミストリアはキメラの力を、その肌はだで感じているのだから。

　だが、レインはそんなミストリアの忠告に全く耳を貸さず、ただただ不敵にその頰を吊つり上げた。

　レインは、その双眸を悪戯いたずらっぽく細めながらスッと身を屈かがめると、その指先で柔やわらかなフェティの頰を突つっついた。

「そしたら、お前はまた一から最強の魔獣を作んなきゃいけねぇぞ。大変だなぁ。ほら、いいのかよ寝てて。なんか言い返してみろよ」

　分かりやすい挑ちよう発はつをしながら、レインがぐりぐりと指先をフェティの頰に押しつける。その態度に、ガリアが怒りに双眸を吊り上げ、レインの手を振り払はらおうとした、その時。

　パサッと、フェティが被かぶっていたフードが外れた。

　緩かん慢まんな動作で持ち上げられた、その小さな手によって。

「……ぅる、さいの」

　小さな唇くちびるが不満げに歪ゆがみ、幼いフェティとは明らかに違ちがう、聡そう明めいな光を放つ双そう眸ぼうが開かれる。

　明らかに身に纏まとう雰ふん囲い気きを変えた少女に、ガリアは大きく目を見開きながら叫んだ。

「フェル！」

　歓かん喜きと驚きよう愕がくが、聖堂の中を駆け巡る。今、ガリアが抱き締しめているのは、フェティの裏の人格、フェルに相そう違いなかった。だが、その顔色は明らかに悪い。フェティと同じ身体でありながら、フェルの頰ほおに血の気はなく、目元にはくぼみが出来ている。

「フェル。あんた、出てきて大だい丈じよう夫ぶなの？　グレイスが、あんたはもう限界だって。次に出てくるのは、キメラの最強が証明された時だって」

「落ち着け、ガリア。く、苦しいぞ。グレイスの戯たわ言ごとはいつものことじゃろ。確かに、ギリギリじゃが。出ないわけにもいかんじゃろ」

　寝ね起おき、というにはかなり気け怠だるげな少女は、それでも口調だけはハッキリと整えながら、目の前にしゃがむレインを睨にらみ付けた。

「おお、いつぞやのスライムトレーナーではないか。しかし、コレは夢じゃな。でなければ、我が最強の魔獣を破るなどと寝言を言う馬ば鹿か者ものがおるはずがないからのぉ」

　不敵に微笑ほほえんで見せるフェルに、レインはさらに不敵に微笑んだ。

「相変わらずの憎にくまれ口だな。やっぱり寝かしときゃよかった。寝てるときは天使みたいに可愛かわいいのによ」

「大きなお世話じゃ！　して、先のは寝言か？　それとも、世よ迷まよい言ごとか？」

「本気の本気の本気だよ。ペムペムがそのキメラってヤツをぶっ飛ばす。んで、俺がお前の最強を否定してやる。そしたら、お前はどうする？」

「そんなことは万が一────いや、この天と地がひっくり返ろうともあり得ぬ。……じゃが、そうじゃの。その時は確かに消えておる場合ではないのぉ」

「だろ。今度作るのはペムペムを超こえる最強の魔獣だ。大変だぞ」

「朝飯前に作り終えそうじゃな」

「ぬかせ！」

　強い口調で言い返すフェルの頭を、レインが優しく撫なでる。

　だが、レインは突とつ然ぜんその撫でる手を止めると、その双眸を厳しく細め再びフェルに問いかけた。

「フェル。最後に一つこれだけは教えろ。お前にとって、フェティと最強の魔ま獣じゆう、どっちが大切なんだ？」

　レインが真しん摯しにフェルに問いかける。

　答えるフェルは、挑いどむような眼差しで答えた。

「そんなもの、確かく認にんするまでもないことじゃ。フェティに比べれば、最強の魔獣など塵ちり芥あくたも同然。百体失っても悲しくないわ！」

　真っ直ぐな瞳ひとみでフェルがレインを睨み返す。

「生きるのに十分な理由、ちゃんと持ってんじゃねぇーかよ」

　その噓うそ偽いつわりのない口調に、レインは不敵に笑いながらゆっくりと立ち上がり宣言した。

「よっしゃ。じゃあ、まずはその一体目をぶっ飛ばしてやるか！」

　レインがスライムの紋もん章しようが刻まれた掌てのひらに、固かたく握にぎった拳こぶしを打ち付ける。

　その揺ゆるぎない双眸に、その場にいた全員が理解した。

　レインは本気なのだ。本気でキメラを倒たおし、フェルの夢を打ち砕くだくつもりなのだ。

　フェルを助けるために。

　確かに、レインの考えは理に適かなっていた。最強の魔獣を生み出す事によって満足するのなら、その最強の魔獣を超えればいい。それで、フェルの存在意義は再び力を取り戻もどす。

　しかし、自信たっぷりに立ち上がるレインに、ガゼットも、アリカも、ジナも、そしてミストリアまでもが苦く笑しようを禁じ得なかった。

　神も、ドラゴンも、天使も、悪魔も歯が立たないような化物を、最弱のスライムがぶっ飛ばそうとしているのだ。これが、笑わずにいられるだろうか。

　無茶を平気で口にするレインに、零こぼれた笑いが次し第だいに大きくなる。やる気に満ちあふれたペムペムがレインの肩から頭によじ登る頃ころには、ガゼットたちの笑い声が聖堂全体を包み込んでいた。

　その様子に戸と惑まどいを隠かくせないガリアが、改めてレインに目を向け、尋ねる。

「なんで、あんたはそんな無茶をするんだい」

　耳に届いたその質問に、レインは不敵に笑って答えた。

「俺とペムペムを助けてくれたフェティに頼たのまれたんだよ。『フェルを助けて』ってな。あと、単純に戦ってみたいっていうのもあるな。その最強の魔獣ってヤツに、俺とペムペムで。それに──」

　そこまで自信満々に答えていたレインが唐とう突とつに言葉を切る。

　全員が不思議そうに顔を持ち上げる中、レインは早口に続けた。

「それに、そいつをぶっ倒せば、エルニアのバカも帰ってくるんだろ」

　どこか恥はずかしそうなレインの声に、その声を聞いていた全員が思い思いの感情に、その表情を改める。

　だが、全員の表情は突とつ如じよとして一つの感情にまとめ上げられた。

　その感情とは驚愕。

　レインたちの脚あしを支えていた床ゆかが、轟ごう音おんと共に崩ほう落らくした。




　　　　＊




　天上を覆おおい尽つくすほどの満天の空。その星々の光を食らう満月が頂点に差し掛かかった日ひ替がわり間近。

　キマイラ島に建てられた、今はその謂いわれを知る者もいない神しん殿でんの最深部へと続く螺ら旋せん階段を下り終えたエルニアは、今し方戦いの舞ぶ台たいとなった聖堂よりも一回り広いその空間に、改めて感かん嘆たんの息を漏もらした。

　エルニアの降り立ったそこは、大きな六角の広間だった。いったいいかなるモンスターを使し役えきして造られたのか、床は鏡のごとく滑なめらかに磨がれ、部屋を支える六本の支柱には、まるで生命の螺旋を描えがくかのように数々のモンスターの彫ちよう刻こくが施されている。

　だが、中でも目を瞠みはるのは、広間を囲む六枚の壁かべに描かれた巨きよ大だいな壁へき画がだ。その六枚のうち四枚の壁画に描かれる魔獣に、エルニアは見覚えがあった。どれもこれも、神やドラゴン、天使や悪魔といった中でも特に別格とされる、伝説や神話に登場するモンスターたちだ。

　自分の矮わい小しようさを突きつけられるような部屋に、エルニアが改めて息を吞のむ。地下のため広間の気温は低いはずだが、胸に流れた空気はほのかな熱を持っていた。

　その熱源は、まず間違いなく広間を埋うめ尽くすパイプによってもたらされたものだろう。

　厳かな神域を侵す文明の利器。真新しく足あし下もとに伸ばされたそのパイプは、部屋を大きく囲むように張はり巡めぐらされていた。

　エルニアの双眸が、そのパイプの一いつ端たんに流れる。そこには、巨大な炉ろがあった。キールすらもすっぽりと吞み込むほどに巨大な炉。だが、今やその中身は空なのか、炉は広間に流れ込むわずかな空気に空くう虚きよな音色を響ひびかせて鎮ちん座ざしていた。

　炉から視線を切ったエルニアが、今度は広間の中央、おそらくはこの神殿が祀まつっていた神の偶ぐう像ぞうがあったであろう台座へと視線を走らせる。炉から長い道のりを辿たどったパイプの到とう達たつ地点。そこには、半ばほどで折れた、ガラス柱がその残ざん骸がいを晒さらしていた。

　その中身が何だったのか。エルニアは疑問に思うことはなかった。

　崩壊したガラス柱を発ほつ端たんに天上へと伸のびる純白の糸。その先には、静かに脈動する巨大な繭まゆがつり下げられていた。純白の繭の中で、真っ黒な影かげが微かに動く。その僅わずかな動きにさえ、エルニアの緊きん張ちようは否いや応おうなしに跳はね上がった。

　繭の中では、仮の主あるじであるグレイスにより封ふうじ込められたキメラが、不気味に再誕の時を待っていた。

「奴やつらはいないのか？」

　ぐるりと辺りを見み渡わたしたエルニアが静かに呟つぶやく。エルニアより先に侵しん入にゆう者を迎げい撃げきすると飛び出していったグレイス達の姿は、一人もなかった。

　巨大な繭を静かに見つめるエルニア。

　その頰を、鱗うろこに覆われた硬い鼻先が擽くすぐった。

（主よ。これで本当に良いのか？　奴らの話を、よもや忘れた訳ではあるまい？　奴らは、全世界に戦を仕し掛かけるつもりなのだぞ！）

　顎あごをエルニアの肩かたに乗せたキールが呼びかける。

　その念話に、エルニアは頷うなずくことも首を横に振ふることもせず、静かに彼らの計画に思いを馳はせた。

　グレイスとパラパは語った。世界全すべてを巻き込んだ戦争を引き起こすと。

　数も、力も、知力も、戦力も、戦術も、戦せん陣じんも、果てには知略謀ぼう略りやくに至るまで、全てキメラの力でねじ伏ふせ、その全すべての国をこのキメラの力で屈くつ服ぷくさせると。

　世界最強の魔獣という命題を、彼らは世界全ての国を、全ての魔獣錬磨師モンスタートレーナーを敵に回し、その全てを倒して世界を統一するという形で証明する気なのだ。

　過去、どんなモンスターも成し遂とげたことのない天下統一。

　確かに、もしそんなことが出来れば、そのモンスターは世界最強を名乗るに相応ふさわしい。

　幾いく千せん幾万の戦場を乗り越こえ、キメラは世界最強の頂に立つ。

　そして、その主であるエルニアもまた、世界最強の魔獣錬磨師モンスタートレーナーの称しよう号ごうを得ることになるだろう。

　世界全てを力で制圧した、暴君の名と共に。

　だが、それは長い道のりだ。

　返事のない主に、キールはさらに言葉を紡つむいだ。

（奴らはキメラを手て懐なずけるまで少なくとも三年は掛かると言っていた。本来ならば、友と学び、喜び、慈いつくしみ合い、人としての根幹を育む掛け替がえのない人生の春を、主は本気で差し出す気か？）

　キールの念話に熱が籠こもる。キールにとって、世界の進退などよりもエルニアの人生の方が何倍も何十倍も大切だった。

　その熱を和やわらげるように、エルニアは優やさしくキールの鼻を撫でると、微かすかに頰を赤らめながら、上と下、二つの唇を強く合わせて微笑んだ。

（それに見合うだけのものを貰もらってきた）

　ゆっくりと、エルニアが唇くちびるを開く。持ち上げた指先が、名残なごり惜おしそうに離はなれる唇を撫でる。その感かん触しよくを確かめたエルニアは、満足そうに吐と息いきを吐はき出した。

　指先が伝える熱。それだけで、エルニアの心は満たされた。

　この熱さえあれば、どこへでも行ける。何があろうと耐たえられる。

　それに、エルニアにはもう一つの希望があった。

　世界最強の座。その座で待てば、きっとヤツが現れるはずだから。

　きっと、レインがエルニアを倒しに現れてくれるはずだか──

「お別れの挨あい拶さつはすみましたか？」

「なっ！」

（ぬっ！）

　突如耳を打った声に、エルニアとキールが警けい戒かい心を露あらわに振り返る。

　広間へと続く階段の出口。その最後の一段を、漆しつ黒こくのコートに身を包んだインセクトトレーナー、老紳しん士しグレイスはツバの端はしが焦こげ付いた帽ぼう子しを押さえながら、微笑みを浮うかべて降り終えた。

「いやはや、君の学友は本当にお強い。あの、エンジェルトレーナー、ファルド君といいましたね。君が適合しなければ、キメラの主は彼に任せていたかもしれませ──」

「ご託たくはいい。始めるならば、さっさとしろ」

　グレイスのにこやかな笑みを、エルニアが冷たい言葉で切り裂さく。広間に響いたその声には、反論を許さない響きがあった。

「それもそうですね」

　そんなエルニアに対し、話を途と中ちゆうで断たち切られたグレイスの態度は柔やわらかい。気を悪くした様子もなく小さく肩をすくめ、グレイスは静かに広間の奥へと歩を進める。

　近づいてくるグレイスを冷ややかな視線で見守りながら、エルニアはふとグレイス以外の人ひと影かげがないことに眉まゆを寄せた。

「あの幼女はどうした？　このキメラは、あの幼女の宿願だろう」

　それは、ただの疑問だった。

　だからこそ、足を止めて振り返ったグレイスの表情に、エルニアは少なからず動どう揺ようした。

　帽子の端から覗のぞく老成した顔には、深い憂ゆう慮りよと無念、そして不安が渦うず巻まいていた。

　顔に表れた心の片へん鱗りんに驚おどろいたのはグレイスも同じだったのだろう。微かに、その双そう眸ぼうが己おのれの失態を反省するように細められる。

　そして、老紳士はゆっくりと微笑ほほえんだ。

　その頰ほおに、感情の残ざん滓しの一いつ片ぺんすらも残さぬまま。

「お気き遣づかい痛み入りますが、フェル博士は容よう態だいが優すぐれないので寝ねています。仕上げは我々のみでいいと許可も取っていますので」

　穏おだやかな声で告げられた回答に、エルニアはそれ以上の口を噤つぐんだ。直感が、これ以上の質問は無意味だと判断し、喉のどにせり上がってきた言葉を身体からだの奥へ押し戻もどす。

　そんなエルニアに、グレイスは微笑みを深くして呟いた。

「やれやれ、年は取りたくないものですな。君といい、あのエンジェルトレーナー君といい。老兵はそろそろ身の振り方を考えなければならない時期かもしれませんね。まぁ、この仕事を終えた後で、ですが」

　どこかわざとらしく首を振りながら、グレイスが右手を手て袋ぶくろから解放する。薄うす闇やみに晒されたその手を見て、エルニアの背筋にぞっと悪お寒かんが走った。

　グレイスの右手は、掌てのひらから溢あふれ出るように伸びる、ありとあらゆる魔ま獣じゆうの紋もん章しように覆われていた。一体、どれほどの数があるのだろうか。手の甲こうをも覆い尽くす紋章は袖そでの奥にも及およんでいる。重なり合い歪いびつに混在する紋章は、さながら強い紋章に憧あこがれる子供の落書きのようにも見えた。

　痛みがあるのか、グレイスが微かに指先を痙けい攣れんさせながら、掌を表に返す。本来、虫の紋章が刻印されているはずの中央部、そこには見たこともない魔獣の顔があった。口を大きく開いた魔獣が、掌から溢れる紋章に嚙かみついている。

　いや、違ちがう。魔獣が紋章を喰くらっているのではなく、紋章の方から魔獣にその身を捧ささげているように、その模様は描かれていた。

「驚きましたか？　これがキメラの紋章です。強さを求めるのは魔獣錬磨師モンスタートレーナーの性さが。だから、私は集めさせていただきました。強さに飢うえた魔獣錬磨師モンスタートレーナー達の血を。この世界に満ちる、ほぼ全ての紋章の血を。この万ばん人にんの夢の結けつ晶しよう。あなたに託させていただきますよ、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクさん」

　エルニアに向けて、グレイスがキメラの紋章が刻まれた掌を持ち上げる。

　そして、グレイスは大きく喉を震ふるわせた。

「暗き夜に安らぎを。翳かげる月に輝かがやきを。引き去る波に静せい寂じやくを。巡る季節に再会を。この世の全ての理ことわりに敬意を込め、我がグレイス・リアゴートンの名において、汝なんじと契けい約やくを撤てつ回かいする」

　重厚な声が広間を駆かけ巡り、グレイスの右みぎ腕うでを覆う紋章が脈動する。手を覆い尽くす全ての紋章が魔獣の口へと吞み込まれ、掌が赤黒い光に覆われる。光はそのまま収束し、グレイスの掌で血の如ごとき紅あかき玉へと姿を変えた。

　再び虫の紋章が浮かび上がった掌で紅玉を転がすグレイスが、頰から流れる汗あせをひげに滲にじませながらエルニアに微笑む。

「この紅玉を掌に載のせて、契約の祝詞のりとを。それで、キメラの紋章が発現し、自動的にキメラとの契約も果たされます」

　説明をしながら、グレイスが改めてエルニアへと歩み寄る。

　その動きに、エルニアは僅かな違い和わ感を覚えた。グレイスの右足の動きが、僅かに鈍にぶいのだ。おそらく、キメラとの契けい約やく破は棄きにかなりの体力を消しよう耗もうしたのだろう。

　その異変に、もちろんキールも気がついた。台座の上へ登ってくるグレイスを睨にらみながら、キールがその鼻頭に激しい皺しわを寄せてエルニアに語りかける。

（主よ。ヤツはかなり弱っているぞ。今ならば、我が炎ほのおで──）

（キール）

　感情を押し殺したキールの念話を、エルニアは静かに遮さえぎった。エルニアがスッと手を持ち上げ、キールの口を押さえる。返す念話は、その手の柔らかさとは裏腹に厳しかった。

（下手な手は打つな。ヤツは何か奥の手を隠かくし持っている。それが分からないお前ではないだろう）

　エルニアが発した念話に、キールがグレイスを睨む眼まな差ざし鋭するどくして渋じゆう面めんを作る。確かに、キールは感じ取っていた。いや、グレイスがわざとその気配を発していると言った方が正しいかもしれない。

　グレイスにはエルニアとキールに無防備な姿を晒さらすだけの余よ裕ゆうがあった。おそらく、何らかの迎撃手段が用意されているのだろう。

　キールが歯がゆさに奥歯を嚙み締しめる。理性がキールの本能を押し止とどめる。

　だから、キールは理性をかみ砕くだき、本能をさらけ出した。

（やはり、我は認められん！）

　ドラゴンの本質である憤ふん怒ぬに身を任せたキールは、グレイスの行く手を阻はばむようにエルニアの前へと飛び出した。

「キール！」

（来るな！）

　身を乗り出すエルニアを、キールがその竜りゆう尾びで押し返す。雄お々おしく広げられた四枚の翼つばさから飛び散る緋ひ色いろの鱗が、薄うす暗ぐらい広間を赤々と色付ける。

　決意で固められた双眸に忠誠の炎を宿し、キールが魂たましいを震わせた。

（エルニアよ。我が牙きばと翼は、お前のためにある。お前が戦うと望むなら、我はたとえ敵が最強の名を冠かんするものであろうとも戦おう。お前が逃にげたいと望むなら、我が翼でどこまでもお前を運ぼう。声の限り叫さけべ。魂の赴おもむくままに望め。我はお前のために──）

　微かに顎あごを開きながら翼から落ちた紅ぐ蓮れんの鱗うろこを炎の矢に変えるキールが、唐とう突とつにその炎を収束させる。

「いい、キール。その気持ちだけで十分だ」

　エルニアの手に刻まれたドラゴンの紋章が、【契約の絆】の発動を示す朱しゆ色いろに輝いていた。それは、この場全すべてを包み込むような、温かく、穏やかな燐りん光こうだった。

「それに、勘かん違ちがいするな。キメラと契約を交かわしても、私の真のパートナーはお前だけだ」

　慈しむようにキールの背を撫なでながら歩を進めたエルニアが、その双眸に燃え上がるような意志の炎を宿し、頭一つ分高いグレイスを睨み付ける。

「さぁ、さっさとその紅玉とやらを寄よ越こせ。後数分で、この繭まゆは破られるのだろう」

　ドラゴンの紋章が刻まれた手を差し出すエルニアに、グレイスが強がる孫を見るように優しく目を細めながら頷うなずく。グレイスがキメラを眠ねむらせるために作り出した繭のゆりかごは、すでにその至る所が焼け焦げ、あるいは千切れ始めていた。

　グレイスが静かに紅玉を差し出す。エルニアの双眸は決意に固められ、キールは【契約の絆】により動きを止められている。その手を阻む者は何もない。

　熟練の魔獣錬磨師モンスタートレーナー、グレイスですら計画の達成を予感した、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　キールの口から、水色の砲ほう弾だんが飛び出した。

「「なっ！」」

　エルニアはおろか、グレイスですら直前までその存在に気が付かなかった。気が付かないほど、その存在は小さかった。

　キールの口に潜ひそみ、老練のグレイスの警けい戒かい網もうすらも欺あざむいたのは、レインが本体に合体させずに胸に忍しのばせておいたペムペムの分ぶん裂れつ体だった。

「ぴぎぃーっ！」

「しまった！」

　甲かん高だかい声を上げた分裂体が、グレイスの手をはじき飛ばす。一度キールの鼻先に舞まい戻った小さな救世主は間を置かずに飛び出すと、グレイスが伸のばした指先から紅玉を掠かすめ取った。

「ぴぎぎぎぎ！」

　身体の中に紅玉を取り込んだ分裂体が地上へ続く階段に向けて、一目散に床ゆかを蹴ける。そのあまりの素す早ばやさに、グレイスは慌あわてて繭の巣くう腕うでを持ち上げた。

「ベルドバル、あのスライムを！」

（させるか！）

「くっ！」

　分裂体に驚いてエルニアの拘こう束そく力が弱まった隙すきを突つき、キールが残り火となった炎の矢を再度燃え上がらせてグレイスに強きよう襲しゆうを仕し掛かける。次々に放たれる炎の矢は、グレイスの袖そで口ぐちから飛び出した魔虫を貫つらぬき、一瞬にして焼き尽つくした。

「キール、止めろ！」

　ようやく我に返ったエルニアが再び【契約の絆】を発動するがもう遅おそい。分裂体は既すでに階段の目の前だ。

（行け！　我が友よ！）

　エルニアに攻こう撃げきを止められたキールが、階段へ向けて最後の跳ちよう躍やくを見せた分裂体に念話を飛ばす。

　だが、その念話が分裂体に届くことはなかった。

　広間を駆け抜ぬけた真空の刃やいばが、分裂体を紅玉諸共断ち切った。

「ぴ──」

　小さな悲鳴を残して分裂体が弾はじけ、滑なめらかな断面を晒して二つに分かれた紅玉が床に落ちる。ガラス玉を落としたかのような涼すずやかな音が、どこか不気味に木霊こだまする。

「馬ば鹿かな。自力でベルドバルの揺ゆり籠かごを破ったのですか？」

　焦しよう燥そうを隠しきれず絞しぼり出したグレイスの声が、静かにエルニアの耳に滑すべり込んだ。

　エルニアは息をすることも忘れゆっくりと振ふり返った。

　縦に裂さけた繭。

　その奥から闇やみよりも昏くらい黒こく眸ぼうが、エルニアのことを睨んでいた。

　迸ほとばしる圧あつ倒とう的なプレッシャーに、エルニアは考えるよりも早く駆かけ出した。今度ばかりは、キールが止めに入る余地はない。

　二つに割れた紅玉をドラゴンの紋章が刻まれた手で摑つかみ取り、エルニアは躊躇ためらうことなく叫んだ。

「新しい朝に感謝を。灯ともる太陽に喜びを。香かおりを運ぶ風に祝福を。芽め吹ぶく大地に幸いを。この世の全ての生に敬意を込こめ、我がエルニア・Ｆ・ミレーネブルクの名の下、今汝なんじと契約を結ばん」

　エルニアの呼びかけに、割れた紅玉が弱々しく脈動する。一瞬絶望がエルニアの脳のう裏りを横切ったが、すぐに様々な紋章がエルニアの掌から溢れ出した。

　同時に、今まで感じたことのないような闘とう争そう心が、エルニアの身体に雪な崩だれ込んできた。

「っく！」

　身体からだの中を暴れ狂くるう闘争本能のうねりに、エルニアが呻うめく。それでも、エルニアは屈くつすることなく【契約の絆】を発動した。

「さぁ、我に従え。キメ──!?」

　ガクンと、エルニアの膝ひざが力を失った。いや、膝だけではない。咄とつ嗟さに身体を支えようと突き出した腕が、エルニアの体重を支えきれずに床を滑る。

　エルニアの全身の力が、まるで何かに吸い取られるかのように抜け落ちた。

　慌てて駆け寄ったキールが、エルニアの首を摑んで背中へと引き上げる。

　一方、力を失ったエルニアとは対照的に、繭から躍おどり出たキメラは、嬉き々きとしてその背中に宿した天使と悪あく魔まの翼を羽ばたかせた。光と闇の波動が同時に迸り、相反する力がぶつかり合った衝しよう撃げきが広間全体を打ち据すえる。その衝撃に、壁かべに描えがかれた壁へき画がは粉々に砕け散り、壁に幾いくつもの亀き裂れつが走った。

　破は壊かいを貪むさぼるように、キメラが咆ほう哮こうを上げる。その瞬間、キメラの身体が爆ばく発はつ的に膨ぼう張ちようし始めた。肉を押し退のけるように肉が盛り上がり、身体の至る所から様々なモンスターの腕や足、角が顔を出す。今までの神がかり的な美しさは見る影かげもなく一つの肉の塊かたまりとなりはてたキメラは、頭部分の肉から巨きよ大だいな腕を出現させると、辺りの壁を手当たり次し第だいに殴なぐり始めた。

　その光景に、グレイスがその双そう眸ぼうを限界まで見開く。だが、叫んだ声は、唯ゆい一いつ残ったキメラの顎から迸る異い形ぎようの咆哮に吞のみ込まれた。

　そして、その咆哮が天てん井じようまで走った亀裂の最後の一押しとなった。

　広間の天井が音を立てて崩ほう落らくした。




　　　　＊




　聖堂の床を凶きよう悪あくな亀裂が侵しん食しよくし、レインの身体が崩落した床に向かって傾かたむく。咄嗟に身を屈かがめるが、そんなささやかな抵てい抗こうは轟ごう音おんと瓦が礫れきに瞬またたく間に吞み込まれた。重力の腕に摑つかまれたレインに、いやな浮ふ遊ゆう感が纏まとわり付く。

「っつ！　ペムペム！　みんな！」

　大小様々な瓦礫に視界を遮られたレインが、頭に登ったペムペムを押さえながらガゼットたちの姿を捜す。床としての機能が失われたそれは、人を吞み込む奈な落らくの穴だ。その穴に共に吞み込まれたはずの仲間の姿がないことに、レインの顔が青ざめる。

　その最中、太い腕がレインの首根っこを強引に摑んだ。

「主らは吾わが輩はいと契けい約やくしたロードに心から感謝せねばならぬな」

　どこか楽しげな声がレインの耳を打ち、太い腕が子こ猫ねこでも持ち上げるかのようにレインの身体を引っ張り上げる。その腕は、瓦礫の雨を切り裂くように出現した空間の裂け目から伸びていた。轟音が途と切ぎれ、不思議な浮遊感が身体を包み込む。ジャンブルウの生み出した亜あ空間に引き込まれたのだとレインが理解したとき、既にその身体は聖堂の下層にあった部屋の床に吐はき出されていた。

　だが、その床にはひどい違い和わ感があった。ごつごつとした固かたさもなければ磨き上げられたつややかな感かん触しよくもない。

　足あし下もとを見たレインが、ギョッと目を見開く。

　レインの身体を受け止めたのは、漆しつ黒こくの肉の塊だった。

「なんなんだよ、こ──」

「レオン！」

　レインの疑問を、アリカの悲鳴が遮さえぎる。驚おどろいてレインが振り向くと、レオンが床を埋うめ尽くす肉にその足を搦からめ捕られていた。必死に身をよじるレオンに、アリカが慌ててしがみつく。

　いや、レオンだけじゃなかった。レオンと同じく直じかに床に着地したジャンブルウと鬼おにも、床からせり上がってきた肉の塊にその足を捕とられていた。

「ぴぎぎぎぎ！」

　肉の床が放つおぞましい気配に、ペムペムが悲鳴を上げて震ふるえ上がる。

　その悲鳴に、あまりの事態に呆あつ気けに取られていたミストリアが我に返り叫んだ。

「ジャンブルウ！」

「焦あせるな、ロードよ。こんなもの、ものの数ではないっ！」

　忌いま々いましげに肉の床を睨にらみ付けたジャンブルウが、気合いと共にその足を引き抜く。それは鬼も同様だ。ジャンブルウはすでに、鬼の鎖くさりを解いていた。その屈くつ強きような腕にフェルとガリアを抱だきかかえた鬼が、圧倒的な膂りよ力りよくにものをいわせて肉の縛いましめから離り脱だつする。

　だが、レオンはそうはいかなかった。狼おおかみ属の脚きやく力りよくは確かに強力だが、悪魔に勝まさる者ではない。しかも、ドルフとの戦いで体力をだいぶ消しよう耗もうしているのだろう。脚あしに込められた力に、いつもほどの力強さがない。

　力ちから尽ずくで引き抜くのが不可能だと判断したレオンは、躊躇うことなく自分の足下に向けて冷気を吐き出した。肉の床が、レオンの冷気を受けて凍こおり付く。

「ガ、ガゥ!?」

　再び足に力を込めたレオンが狼ろう狽ばいする。足に絡みつく肉は凍り付いてなおその力を弱めなかった。いや、それどころか。一瞬にしてレオンの氷を吸収した肉の床は、その勢力を強めると、レオンの身体へと飛びかかってきた。アリカごと吞み込もうとした肉の波に、レオンが咄嗟に主あるじの身体を突き飛ばす。

　そして、氷狼は肉の床へと吞み込まれた。

「レオン！　レオン!?　いやあああああああ！」

　残されたアリカが、慌ててレオンを吞み込んだ床へと駆かけ寄る。氷狼を吞み込んだ部分がぼこっと盛り上がり、見る見るうちに凍り付き始めた。それはレオンのような高潔な氷ではなく、ほの暗さを孕はらんだ闇の氷だ。

　レオンがもがいているのか、氷に包まれた肉がいびつに膨ふくれあがる。だが、巨大な肉の塊はその抵抗をものともせず、吞み込んだ氷狼をゆっくりと動かし始めた。

「待って！　レオンを返して！」

　アリカがキメラに捕らわれたレオンを追いかける。その腕を、隣となりにいたジナとガゼットが慌てて摑み、レインが肩かたを押し留めた。

「アリカ、待つんだ！」

「そうだ。落ち着け！」

「ぴぎ、ぴぎぎ！　ぴぎぎぎぎ！」

「アリカ！　危な、い」

「放はなして、放してよ！　レオンが！」

　手を振り払はらおうと必死に身を捩よじるアリカを、同じくレインたちが必死に押し留とどめる。

　その時、フェルの震える声がレインの耳に滑り込んだ。

「なんじゃ、あれは」

　フェルの声に反射的に振り返ったレインが、目の当たりにした光景に息を吞む。そこには巨大な肉の塊が鎮ちん座ざしていた。身体の至る所からモンスターの爪つめや牙きばがはみ出し、次から次へと膨張を繰くり返す肉が不気味に脈を打っている。まるで、悪あく趣しゆ味みなオブジェのようなそれには、横に裂けた大きな口と、闇よりも深い黒眸があった。

　そして、床ゆかを埋め尽くす肉の中をゆっくりと移動したレオンは、その巨大な肉の中へと飲み込まれ、肉の肌はだを彩いろどっていた爪や牙の一つとなって顔を出した。死んでいるようには見えないが、あれではとても脱だつ出しゆつは不可能だろう。

「まさか、これがキメラだっていうんじゃないだろうね」

　フェルを抱かかえるガリアが、化け物を見上げて頰ほおを引き攣つらせる。

「そのまさかですよ、ガリアさん」

　その声はレインたちの背後から響ひびいた。

　レインが慌あわてて振り返る。肉の床に突き刺ささった巨大な天井の瓦礫。その上には、全身を覆おおうコートをずたぼろに引き裂かれたグレイスと、そして──

（皆みんな、よくぞ来てくれた！　主を頼たのむ！）

　腕うでを押さえて苦く悶もんの表情を浮うかべるエルニアを背負ったキールが立っていた。

「エルニア！」

　アリカをガゼットとジナに任せたレインが、キールのもとへと走り寄る。

　そして、キールからエルニアの身体を預けられたレインは、その右手を目まの当たりにして思わず顔を顰しかめた。

「おい、なんだよ。この手は？」

　エルニアの細い腕には様々な紋もん章しようが絡みつくように走っていた。いや、それはただ腕に浮かび上がっているだけではない。腕を侵しん食しよくする紋章は、まるで木の養分を吸い取る《パラサイトツリー》のようにその肌に食い込み、所々から鮮せん血けつを滲にじませていた。その痛々しい有様に、アリカが口を押さえ、ジナが顔を顰める。

「おい、エルニア。おい！」

　意識のないエルニアに、レインが声を張り上げる。

　その声に、エルニアの瞼まぶたが僅わずかに開き──

　紋章が食い込み、小刻みに痙けい攣れんする手が跳はね上がった。

　細い指先がレインの胸ぐらを摑つかむ。突とつ然ぜんのことに驚くレインを無視し、双眸に力を取り戻したエルニアは腕を引く力でその身体を持ち上げると、怒いかりに喉のどを震わせた。

「馬ば鹿か者もの。なぜ、まだ貴様がここにいる。賭かけは私の勝ちだっただろう。『遺い恨こんを残さず皆と共に帰る』と、約束したではないか！」

　約束を反ほ故ごにされ怒りのまま、エルニアが声を荒あららげ、レインを睨み付ける。

　そんなエルニアに負けないくらい、レインは感情をさらけ出した。

「馬鹿野や郎ろう。だから約束を果たしに来たんだよ。みんなで帰る、だろ。お前がいなきゃ、意味ねぇだろうが！」

「なぁっ──」

　飾かざりっ気けのない言葉を叩たたき付けられ、エルニアが言葉を詰つまらせる。

　その最中、今度はガリアに抱えられたフェルが、厳しい眼まな差ざしでグレイスに向かって叫さけんだ。

「こりゃ、グレイス。これはどういうことなのじゃ。なぜ、キメラが暴走しておる？」

　ちいさな博士が老紳しん士しを糾きゆう弾だんする。

　グレイスは苦々しい表情を浮かべると、不気味に蠕ぜん動どうするキメラを警けい戒かいしつつ応こたえた。

「すみません、フェル博士。このお嬢じようさんとキメラとの契約が不完全に成立してしまいました。しかもまずいことに、お嬢さんが発動した【契約の絆】を逆に乗っ取り、力を吸い取って暴走しています。制せい御ぎよはおろか、契約の解除もできません」

「なんじゃと！」

　グレイスの告白に、フェルが顔を強ばらせる。

「くそ、なんということじゃ」

　フェルが、その小さな手を顔に押し当てて唇くちびるを歪ゆがめる。

　そんなフェルに、グレイスが表情を曇くもらせた、その時。

「ぴぎぃーっ！」

　ペムペムの鋭するどい警告が、全員の鼓こ膜まくを震わせた。

　ミストリアの鬼き気き迫せまる声が、ペムペムの声を追いかける。

「みんな、気をつけて。来るわ！」

　誰だれ一人の例外もなく、その場にいた全員が顔を強こわばらせる。

　台座に鎮座する肉の塊かたまりから、いびつな肉の腕が降ってきた。

「くっそ。とにかく逃にげるぞ！　キール。お前はエルニアを頼む！」

　悪態を吐つきながら、レインがエルニアの身体からだを再びキールに預ける。そしてキールの背中を叩いて送り出したレインは、逆方向に飛び退きながら、グレイスの生み出した魔ま虫ちゆうに飛び乗ったフェルに向かって叫んだ。

「おい、フェル。これがお前のいう最強ってヤツなのか!?」

「たわけ！　こやつは私の理論を凌りよう駕がする最強で、最悪のしろものじゃ！　あらゆるモンスターのエネルギーに適応し、いかなるモンスターの肉体をも取り込み吐き出すことのできる万ばん能のうの身体。その上、蓄たくわえたエネルギーはすでに神を凌駕しておる。こんなものが制限なく暴れれば、世界はあっという間に崩ほう壊かいするぞ」

　ガリアの腕から身を乗り出して叫ぶフェルに、肉の床を避さけて瓦が礫れきに飛び乗ったレインが顔を歪める。どうやら、レインたちが今相手にしている敵は、【契約の絆】の暴走により生まれた最強を超こえる化け物らしい。

　その化け物の肉は増ぞう殖しよくを繰り返し、広間に蔓延はびこったパイプを押し潰つぶしながらその勢力を広げていた。モンスター以外を吞のみ込めなくても、その肉の圧力はあらゆるものを圧殺する。金属のパイプが耳の痛い断だん末まつ魔まを上げながらへしゃげ、肉の下した敷じきになっていく。

　魔虫に乗り堆うずたかく積もった瓦礫の山の頂上に避ひ難なんしたフェルは、広間を埋め尽つくす肉の海を見下ろしながら叫んだ。

「とにかく瓦礫の上に逃げるのじゃ！　床の近くは格好の的ぞ！」

「くっそ、マジかよ！」

　キメラを打ち倒たおすつもりでここまできたレインが、あまりの事態に撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされる。どんどん悪化する状じよう況きように奥歯を嚙かみしめながら、レインはハッとしてガゼットたちへと視線を走らせた。

「ガゼット！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「これが大丈夫に見えるかい!?」

　再び降り注ぐ肉の雨に晒さらされたガゼットが、ジナと共にアリカを抱きかかえながら飛び退く。十本の獣けものの腕は、ガゼットたちが一いつ瞬しゆん前までいた場所に容よう赦しやなく凄すさまじい勢いで降り注いだ。だが、それで終わりではない。降り注いだ肉の大部分はそのまま床の肉と同化したが、衝しよう撃げきではじけ飛んだ肉にく片へんがガゼットたちを追いかける。

「ピック。【スパークアロー】」

「ッシ！」

　レインと逆方向へ飛んだガゼットが、襲おそいかかる肉の飛ひ沫まつに対してピックの電撃で応戦する。だが、ピックの放った電撃の矢は肉の礫つぶてを焼くことは出来なかった。肉の礫に突つき刺さった雷かみなりの矢が、盛り上がった肉に吞み込まれる。

　ピックの雷を吞み込んだ肉の礫が、耳の痛い雷らい鳴めいを響かせる雷の肉に変へん貌ぼうした。

「アリカ、悪眼鏡。退どいて！」

　電撃を纏まとった肉の礫にジナが頰を引き攣らせ、ガゼットとアリカの身体を押し倒す。

　難を逃のがれたガゼットたちに僅かに安あん堵どしたジナは栗くり色の双そう眸ぼうを細めると、肉の礫の後から迫せまってきた肉の腕の攻こう撃げきを引き付けるため、わざとギリギリで逆手へと飛び退のいた。

「ジナさん！」

「ジナちゃん！」

　ガゼットとアリカが同時に叫ぶ。自らを囮おとりにしたジナは、迫り上がる肉の猛もう攻こうを身体一つで躱かわしていた。下手にルルを下ろせば取り込まれる可能性がある。ルルをぎゅっと胸に抱だき締しめ【契約の絆】によりスライムの危機察知能力を限界まで還かん元げんしたジナが、肉の踊おどり手を相手に神経を尖とがらせる。地面から突き上げた肉の腕を上体を反らして躱かわし、体勢が崩くずれたところを狙ねらった一撃を腕を強ごう引いんに振り上げた反動でやり過ごす。ジナは、そのまま片かた腕うでで肩から転げるように着地し、肉の腕が伸のびる前にその身体を跳ね上げた。

　次々に押し寄せる肉の腕の中で、ジナが華か麗れいに舞まい踊る。

　その鮮あざやかな舞まいを無ぶ粋すいな炎ほのおがかき乱した。

「っ！」

　突とつ然ぜん盛り上がった肉の裂さけ目から炎が噴き出しジナが堪たまらず体勢を崩す。

　その細い身体に無数の腕が伸びてきた。

「きゅぴ！」

「ルル！」

　身を捩って腕から離れたルルに、ジナが悲鳴を上げる。主を蹂じゆう躙りんさせるまいと桃もも色の弾だん丸がんが自らその身を供物にした。ルルの身体が肉の腕に包まれる。

　そして、ルルの身体では物足りないといわんばかりに、その腕は止まることなくピックへと襲いかかってきた。無む駄だと知りつつ、ピックが電撃で応戦する。それが却かえってピックの視界を狭せばめた。地面から忍しのび寄っていた肉の腕が、ガゼットの肩かたにしがみついていたピックの小さな身体を搦め捕とる。

「マス……」

「ピック！」

　ピックの悲鳴が半ばで肉に埋まい没ぼつする。ガゼットが伸ばした手は空を摑み、ピックを吞み込んで電撃を帯びた肉の腕に弾はじかれた。アリカを支えながら、ガゼットが血が出るほど唇を嚙み締め、震ふるえる拳こぶしを肉の床に叩き付ける。

　肉の中を移動したピックとルルが、レオンと同じくキメラ本体の肌から顔を覗のぞかせる。

　だが、悲劇はそれだけに留とどまらなかった。

　ピックたちだけでは足りないと言わんばかりに、キメラの肉がガゼットたちにも襲いかかってきたのだ。際限なく肉を膨ふくらませるキメラは、新たな血肉となる栄養を求め人間にまでその肉の手を伸ばしてきた。大きく盛り上がった肉の壁かべが、ガゼットたちに向かって倒れ込む。

「やべぇっ！　ペムペム、【海跳び】だ！　ガゼットたちを助けろ！」

「ぴぎぎぎ！」

　レインの指示を受け、ペムペムが肉の床ゆかに飛び込む。そして、肉の腕に摑まれる前に、ペムペムはその身体を跳ね上げた。スライムの逃げ足の速さを十二分に活かしたペムペムが、ガゼットたちに向かって疾しつ走そうする。だが、一歩遅おそい。ガゼットたちの身体が肉の壁に包み込まれる。

　その時、崩れた天てん井じようのさらに上、天体図が描えがかれた聖堂の天井を突き破り光の柱がガゼットたちのすぐ脇わきに降り注いだ。滝たきのごとく降り注ぐ光の奔ほん流りゆう。その並外れたエネルギーに、ガゼットたちに殺さつ到とうしていた肉の壁が光の柱へと吸い寄せられる。その肉の壁に、金色の筋が走った。肉に吞み込まれるよりも早く振ふるわれた刹せつ那なの太た刀ちが、醜しゆう悪あくな肉の壁を細切れに裂く。

「やっほやっほ～。お待たせお待たせ！　みんな、元気か～い！　大丈夫か～い!?」

「「「ファルド！」」」

　レインたちが極光の中から響ひびいた声に思わず叫ぶ。

　残された光の柱を割り、天輪に乗ったファルドが天騎き士しエルデミオールを引き連れて現れた。

「ファルド。あなたどこで油を売っていたの!?」

「ごめんよ～、ミーア。ちょっと、神しん殿でんの周りが騒さわがしくてねン。これ以上うるさくならないように油を差してきたんだよン」

　瓦礫の山の頂点に降り立ったファルドが、同じく床に蔓延る肉から逃れるため瓦礫の山の上に避難していたミストリアにポケットから引き抜ぬいた大小様々な虹にじ色いろの欠片かけらを見せる。ファルドの手から溢あふれんばかりに積まれた虹色の欠片に、ミストリアは息を吞んだ。確かに、これだけの数の強化されたキメラが雪な崩だれ込んできたら、それこそキメラと対たい峙じする前に力ちから尽つきていただろう。

　しかし、それほどの敵を屠ほふってきたファルドですら、キメラを見る目は緊きん張ちようを孕はらんでいた。

「はっは～。勘かん弁べんしてくれよン。切った端はしから再生するのかい」

　ファルドがその蒼あおい双眸をキメラに落とす。エルデミオールに切り裂かれた傷口が激しく蠕ぜん動どうし、黒い蒸気を放ちながら肉が内側から盛り上がる。いや、その肉は僅わずかながらにエルデミオールの極光を纏まとっていた。降り注いだ光の残ざん滓しを吞み込み、光り輝かがやく肉が一条の鞭むちとなり唸うなりを上げる。飛来する肉の光鞭をエルデミオールが金色の剣けんで迎げい撃げきする。光り輝く刀身は鮮やかな流線を描えがき、光の速度に到とう達たつしながら肉の鞭に食らいついた。光り輝く肉の鞭が半ばまで切り裂かれる。

　そう、切り裂かれたのは半ばまでだった。肉の鞭が遠心力のまま回転し、エルデミオールの光剣にとぐろを巻く。その先せん端たんが手首に伸びる直前、エルデミオールは咄とつ嗟さに光剣を手放した。

　天騎士から剣を奪うばい取った肉の鞭がギュッと締まる。すると肉の鞭の内側から、歪いびつな波動を纏った金色の剣が伸びてきた。肉の鞭が今度は剣けん鞭べんとなり、凄まじい勢いのまま唐から竹たけ割わりにファルドへと振り落とされる。ファルドは動かない。その微笑ほほえみを護まもるため、絶対防ぼう御ぎよの天輪が敵に奪われた光剣と対峙する。天使が奏でる琴ことのような澄すんだ刃は走りの音を響かせ、天輪により受け流された光剣は瓦礫の山の三分の一を切り取った。

「う～ん。これは、ちょっとピンチかな～ン」

　ファルドの頰ほおに冷れい笑しようが浮うかぶ。その蒼い双眸が、いくつもの肉鞭を生み出すキメラから広間の床へと滑すべる。

　広間を埋うめ尽くす肉の海。その中に浮かぶ瓦礫の孤こ島とうには、パートナーを奪われたガゼットとアリカが、別の所ではジナが取り残されていた。唯ゆい一いつペムペムを死守するレインは、なんとかファルド達の立つ瓦礫の山を這はい上がっているが、その足あし下もとには肉の腕うでが伸びている。

「まずは人命救助だ。エルデミオール！」

　主あるじの指示に天騎士が深々と頷うなずき、天輪の何枚かをレインたちへと飛ばす。

　その天輪に向け、無数の肉の手が跳はね上がった。天使の輪も、剣も、キメラにとっては全すべて等しく取り込むべき餌えさだ。行く手を阻はばむ肉の腕を天輪は華麗に躱すが、三カ所に散らばるレインたち全てに届かせるのは、いくらファルドの援えん護ごがあるといえ至難の業わざだ。

　レインは、足下に伸び上がってきた肉の指を蹴け飛とばしながら、天を仰あおぎ叫さけんだ。

「ファルド！　俺はいいから、ガゼットたちを！」

「レディーファーストとは心得ているじゃないか！」

　その願いをファルドは迷うことなく聞き入れた。一人離はなれたレインを無視すれば、比ひ較かく的てき場所の近いガゼット、アリカ、ジナの三人を助けられる確率は大おお幅はばに増大する。それでも、増殖し続ける肉の腕をかい潜くぐり、その上、唸りを上げる無数の肉鞭を弾くのは容た易やすいことではなかった。なんとかガゼットたちのもとへとたどり着いた天輪が、眩まばゆい光で包み込んだその身体からだを持ち上げるが、瓦礫の山の頂に運ぶまではまだまだ長い道がある。エルデミオールの隣となりでは巨きよ大だいな瓦礫を持ち上げたジャンブルウが襲いかかる肉の腕を薙なぎ払はらっているが、それはその場しのぎですらなかった。それは、魔ま虫ちゆうを召しよう喚かんするグレイスも、鬼おにの剛ごう力りきを還元し鬼と共に肉を殴なぐりつけるガリアも、パラパの持つ神の加護で肉の攻撃意志を退けるフェルも同じだった。

　その光景を、炎の翼つばさで舵かじを取り、強靭な脚きやく力りよくで壁へき画がを駆かけ抜けて腕の追つい尾びを逃れるキールの背で見せられていたエルニアは、湧わき上がる絶望に押し潰つぶされかけていた。

「なんということだ……」

　あらゆる攻撃が、キメラの前では通じない。

　その現実を突き付けられたエルニアは、激痛が走る右みぎ腕うでを、歪なキメラの紋もん章しようが蔓延はびこる拳を握にぎり締めた。

「我が命に従え！　キメラ！　暴走を止めろ！　【契約の絆】を解除するのだ！」

　残り少なくなった僅かな気力を、【契約の絆】により衰すい弱じやくした身体を酷こく使しして、エルニアがキメラに命令を飛ばす。キメラといえど、モンスターには違ちがいない。エルニアが心を強く持てば、制せい御ぎよすることも可能なはずだ。

　だが、その声は虚むなしく反はん響きようするだけで、一向にキメラに届く気配を見せなかった。

　エルニアが唇くちびるを嚙み締める。自分の無力さが許せなかった。確かに、契約は不完全に終わったかも知れない。だが、エルニアがもっと強ければ、キメラを制御できる可能性はあったはずだ。

　自分の未熟さが、かけがえのない仲間を殺そうとしている。それどころか、キメラはエルニアの気力を吸って、さらにその力を増大させている。

　その時、エルニアはハッとあることに気がついた。

　エルニアがキールの背から身を乗り出し、キメラの母、フェルに向かって叫ぶ。

「おい。幼女博士よ！」

「こりゃ、他に呼び方はないのか！」

「キメラは、このキメラの紋章に呼応して暴走している。そうだな！」

　憤ふん慨がいするフェルを無視して、エルニアが尋たずねる。そして、口をへの字に曲げながらもフェルが頷くのを確認したエルニアは、その煉れん瓦が色の双眸に死を刻みながら叫んだ。

「では、もし今私が死んだら。少なからず、この馬ば鹿かげた暴走は止まるのだな！」

「「「「なっ！」」」」

　フェルはもとより、その場にいた誰だれもがエルニアの放った言葉に耳を疑った。

　そしてそれは、エルニアの考えた可能性が、少なからず存在するであろうことを示していた。

（主よ、馬鹿なことを考えるな！）

「エルちゃん！　止めて！」

「エルニアさん落ち着くんだ！」

「朱あか髪がみ、ダメ！」

　エルニアを背負うキールが、視界から肉の腕が外れることも厭いとわずその首を背中に向けて捻ひねる。アリカが、ガゼットが、ジナが、自分たちを包み込む天輪の光球を叩たたきながらエルニアを説得する。

　しかし、そんな大切な仲間達の声が、エルニアの最後の背中を押してしまった。

　エルニアが仲間に向けて微笑む。その笑みは、死相を刻みながらも満ち足りていた。

　エルニアがレインの姿を捜す。今、キールが駆け抜けている壁はレインから最も遠い場所だ。一いつ瞬しゆんだけ見えたその姿に、エルニアが唇を引き結び、絶対に忘れまいと刻みつけた感かん触しよくを思い出す。

　レインの肩からペムペムが飛び降りる。だが、とてもじゃないが間に合う距きよ離りではない。

　エルニアは安心してキールの背中からその身を滑らせた。

　重力という強大な力が、エルニアの身体を握り締しめる。

　そんなエルニアの決意を──

　キメラという怪かい物ぶつは認めなかった。

「──っ！」

　死へのダイブにも躊躇ためらいのなかったエルニアが、空中で息を吞のむ。キメラの本体から何かが飛び出てきた。それは目のない巨大な肉の蛇へびだ。こんなところで都合のよい宿主を死なせてなるものかと、肉の蛇がその口を限界まで開き、数十メートルはあろうエルニアとの距離を一瞬にして吞み込んだ。

　キールが壁画を抉えぐりながら旋せん回かいするが間に合わない。

　エルデミオールの天輪が駆け抜けるが肉の腕に阻まれる。

　ジャンブルウが空間を引き裂さくが一いつ斉せいに振るわれた肉鞭がそれを許さない。

　エルニアの視界が、真っ黒な口こう腔こうに覆おおい尽つくされる。

　その身体が、唐とう突とつに突つき飛ばされた。

「ぴぎゃぃぃぃぃぃ！」

　エルニアの耳を痛々しい悲鳴が叩く。再び重力の腕に摑つかまれ落下するエルニアは、目の当たりにした光景に全身を強こわばらせた。

　固く閉じられた肉蛇の口。その口に、【崩身】により強力なエネルギーを内包したペムペムの身体が、三分の二近くも挟はさみ込まれていた。

「ペムペム。【分ぶん裂れつ】しろ！」

「ぴっぎゃう！」

　無理矢理身体を揺ゆすったペムペムが、分裂体を肉蛇の口の中に取り残し離り脱だつする。そのまま閉じられた顎あごを踏ふみ台にしたペムペムは、直ぐさま地面へとその身体を撥ね飛ばし、膨ぼう張ちようした身体でエルニアを受け止めた。

　ポヨンと弾はずんだエルニアの腕が、力強い手に摑まれ引き寄せられる。

　エルニアの身体は、余よ裕ゆうの欠片かけらもない表情を浮かべるレインの腕の中に抱だき締められた。

　レインの熱い体温が、今さらながら死の恐きよう怖ふに冷やされたエルニアの身体に染しみ渡わたる。

　だが、エルニアは喜ぶわけにはいかなかった。

　胸を、決意を冒おかそうとする歓かん喜きをねじ伏ふせ、エルニアがレインを睨にらみ付ける。

「なぜ、何な故ぜ助けた。レイン・エルハル──」

　エルニアの口が塞ふさがれる。

　自分の胸でエルニアの口を塞いだレインは、激情に震ふるえる声を絞しぼり出した。

「うるせぇ……！　ちょっと……黙だまってろ」

　エルニアの後頭部に添そえられたレインの手が小刻みに震える。エルニアの朱髪の隙すき間まから零こぼれる水色の燐りん光こうは、今にも消えそうなほど頼たよりなかった。

　安あん堵どと怒いかりに翻ほん弄ろうされるまま、レインは泣きそうなほどにその声を震わせた。

「死ぬかと思っただろうが。本当に、死ぬかと思っただろうがっ！」

「っぅ!!」

　鼓こ膜まくを揺らしたその声に、エルニアの目から涙なみだが溢あふれ出した。死の恐怖を、仲間との別れの恐怖を押し止とどめていた心の壁かべが一気に決けつ壊かいし、後から後から涙が押し寄せる。息を吸えばしゃっくりが出て、息を吐はけば嗚お咽えつが漏もれる。

　傍かたわらに舞まい降りたキールにも気がつかず、エルニアがレインの背中に回した手を強く強く握り締める。

「助けて……くれ。レイン……」

　額をこれでもかとレインの胸に押しつけたエルニアは、嗚咽と共に言葉を零した。

　そして、その嗚咽を吞み込み、エルニアは一番言いたかった言葉を吐き出した。

「私を、私を助けてくれっ。レインっ！」

　本心をさらけ出し、エルニアが叫ぶ。

　その後頭部に添えられたスライムの紋章から、広間に一片の影かげさえ残さないほどの光が迸ほとばしった。光の洪こう水ずいに、エルニアが思わずレインの胸から額を離す。

「その言葉、待ってたぞ」

　微笑ほほえみながら、レインはエルニアの目元に静かに指先を近づけた。

　大おお粒つぶの涙を、そっと指先で掬すくい取る。

　零れまいと指先できらめく滴しずくを、レインはそっと足あし下もとでこちらを見上げるペムペムへと落とした。あ～ん、と【崩身】を維い持じしているペムペムが口を大きく開けて、きらめく雫しずくを受け止める。

　こきゅんとペムペムの喉のどが鳴る。

　つぶらな双そう眸ぼうが、身体に溶とけ込んだ乙女おとめの涙に燃え上がった。

　レインがゆっくりと振ふり返る。その双眸はまっすぐに巨大なキメラを睨み付けていた。

　肺が破れるまで、限界まで息を吸い込んだ。

　レインの闘とう争そう心が限界を超こえて弾はじけた。

「俺が相手だぁぁぁぁぁあぁああっ！　キメラあああぁぁぁあああアあぁっ！」

「ぴぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　最弱の咆ほう哮こうが、広間の大気を震わせる。

　策は、ない。

　敵は、遥はるか格上。

　残された体力は、限界に近い。

　刻まれた紋章は、世界最弱のスライム。

　だからどうした！
















　それがどうした！

　レインと共に叫さけぶスライムは、世界最高の相棒だ！

「見てろよ、エルニア！　俺が、ペムペムが、絶対に助けてやるからな」

　熱を持つほどに光り輝かがやくスライムの紋章を握り締め、レインが優やさしくエルニアに振り返る。そして再びキメラに向かい合った時、レインが身に纏まとう覇は気きは、今この場にいる全すべての者を凌りよう駕がしていた。

　その覇気を、闘争本能の塊かたまりであるキメラが見み逃のがすはずがない。

　エルニアを吞み込もうとした肉の蛇が首を擡もたげ、レインを打ち倒たおす敵として認にん識しきする。

　そして、肉の蛇が、その圧あつ倒とう的な質量でレインとペムペムを押し潰そうと身体からだを持ち上げた、まさにその時。

　肉の蛇の頭部が巨きよ大だいな水風船のように膨ふくれ上がり、内側から木こっ端ぱ微み塵じんに破は裂れつした。

　肉片となった細さい胞ぼうが床ゆかや壁画に飛び散る。だが、エルデミオールの光こう剣けんによる斬ざん撃げきからも蘇そ生せい回復したその肉は、二度と脈動することはなかった。

「何が、起きたんだ？」

「ぴ、ぴぎぎ？」

　今にも飛び出しそうだったレインが、いや、その場にいた誰もが突とつ然ぜんの事態に啞あ然ぜんとする。キメラですら、自分の身に起こった異変に戸と惑まどうように、先せん端たんを失いゆっくりと倒れる肉の蛇を黙って見送ることしかできなかった。

「なんだ～い。これは、もしかして。肉体に限界がきたってやつなのかい？　それなら、こっちのもんだよね。エルデミオール、【カウス・アウストラリス】。ついでに、【アルデバラン】」

　いち早くこれが好機と判断したファルドが、躊躇いなくエルデミオールに攻こう撃げきを指揮する、口調こそ軽いが、その相そう貌ぼうは真しん剣けんそのものだ。そんな主あるじに応こたえ、エルデミオールが天輪に腕うでを差し込み、巨大な金色の弓を引き抜ぬく。その弓に金の矢を番つがえたエルデミオールは、八枚の翼つばさをゆっくりと羽ばたかせながら力の限り白金の弦つるを引き絞った。ファルドが仕し掛かけた攻撃はそれだけではない。天輪が眩まばゆい光を放ち、光を勇ゆう猛もうな雄お牛うしへと変へん貌ぼうさせる。

　光の雄牛が駆かけ抜け、金色の矢が大気を穿うがつ。

　だが、広間を昼間のような光で埋うめ尽くした光撃は、キメラを貫つらぬくことは出来なかった。雄牛はエネルギーとして吸収されキメラの身体を輝かせ、光の矢は吞み込まれるや否やエルデミオールに向けて解き放たれる。

　撥はね返された光の矢をジッと見み据すえたファルドは、エルデミオールに矢を弾はじかせながら首を傾かしげた。

「身体に限界が来たわけじゃないんだねン。──じゃあ、なんであの肉の蛇は弾けたんだ？」

　声を鋭するどくしたファルドに、レインとエルニアを残し、今や瓦が礫れきの屋上に集まった全員が首を捻る。

　だが、キメラにその答えを追求するという思考は備わっていなかった。

　ファルド達へ向けて肉の鞭むちがしなり、レインたちへ肉の腕が襲おそいかかる。

「くっそ。数が多いな！　ペムペム。【分裂】で【海跳び】だ。捕まんなよ！」

「ぴぎぃー！」

　レインの指示に、【崩身】をしたまま三体に分裂したペムペムが、伸のびてくる肉の腕を迎むかえ撃うつ。凄すさまじい速度で襲いかかる肉の腕に、ペムペムは真っ向からぶつからず、角度を付けて体当たりを繰くり出した。斜ななめ下から弾かれた肉の腕が、別の肉の腕にぶつかりもつれ合う。停てい滞たいする二本の腕を飛び越こえた三本目は、二体分の体当たりを受け止めた分裂体により遥か後方へとはじき飛ばされた。

　しかし、キメラの腕もただでは吹ふき飛ばされなかった。腕の途と中ちゆうからさらに腕を生やし、落下する分裂体を捕つかまえる。【崩身】が発動したペムペムはエネルギーの塊だ。それは、分ぶん裂れつ体も同じこと。分裂体を握にぎり締しめた腕にさらに別の腕が覆い被かぶさり、ペムペムの分裂体を包み込む。

　再び、キメラの肉の腕が弾けた。

「なんじゃと！」

　今度はフェルが呻うめいた。そして同時に、その光景を見ていたもの皆みんなが、同じ回答へと行き着いた。

　ペムペムを取り込んだキメラの肉が崩ほう壊かいするという、信じられない答えに。

「おいおいおい。どういうことだよ!?」

　これには、もちろんレインも狼狽うろたえた。キメラの身体を破は壊かいできるのは願ってもないことだが、その原理が分からなければ逆に気持ち悪いことこの上ない。

　その間に、残るもう一体の分裂体が肉の腕に取り込まれた。今度はその変化を見逃すまいと、フェルを始め、ガゼットが、グレイスが、ファルドがその眼を瞠みはる。

　分裂体を取り込んだキメラの肉の腕が変化する。透すき通った腕は、ペムペムと同じスライムの身体に相そう違いなかった。

「なるほど、そういうことか！」

　肉が弾ける異音の中、いち早く声を上げたのはレインとペムペムという単たん細さい胞ぼうコンビを見守り続けていたガゼットだった。

「レイン、ペムペムをどんどん分裂させてキメラに吸収させるんだ。それで、キメラは自分のエネルギーに耐たえられなくなって自じ滅めつする」

「はぁ!?　どういうことだよ。だったら、なんでルルの時は大だい丈じよう夫ぶだったんだ？」

　レインが、キメラの身体に捕とらわれたルルに目を走らせて叫ぶ。

　その問いに答えたのはファルドだった。

「なるほどねぇ～ン。僕も分かったよ～っ」

「どういうことなの、ファルド？」

「あ、ミーア。教えて欲しい!?　じゃあ、僕の綺き麗れいなほっぺにキッスを──」

「ガゼット君。お願い」

「ちょっ、ちょっとちょっと。冗じよう談だんだってば、ミーア。真ま面じ目めにするから」

　どこまで本気か分からないファルドが、コホンと咳せき払ばらいをしながら自分の相棒を指さす。

「さっきのエルデミオールの攻撃を覚えているかい？　実体を持つ金の矢はそのまま撥ね返されたけど、光のエネルギーそのものであるアルデバランは肉体の性質を変化させることで吞のみ込んだだろン。つまり、あのキメラはエネルギーを吞み込むときにその身体を変化させているのさ。そうだろん、小さな博士さん」

「そうじゃ、そのとおりじゃ」

　ファルドの分ぶん析せきに、フェルが頷うなずく。

　それを確かめたガゼットは、その眼鏡を好こう奇き心しんに光らせながら叫んだ。

「レイン。決め手は【崩身】だ。エネルギーの塊になったペムペムを吸収するキメラは、その身体をスライムに変質させる。でも、スライムの身体じゃ、神を超えるエネルギーには耐えられないんだ！　しこたまぶち込んでやれ！　そして、お願いだ。ピックを助けてやってくれ！」

　ガゼットの願いに、アリカとジナが同じく身を乗り出して叫ぶ。

「レイン君。ペムちゃん。お願い、レオンを助けてあげて！」

「婿むこ、様。ルルを助けて！」

　アリカとジナがレインに懇こん願がんする。

　もちろんレインは頷いた。その作戦には、一つ大きな問題があった。

　ペムペムが小さく首を横に振り、レインが渋じゆう面めんを作る。

「ダメだっ！　今、ペムペムが貯えている水分だけじゃ、キメラを倒すのにとても足りねぇんだよ！　なんとか、水を作り出さねぇと」

　全員の顔に焦しよう燥そうが浮うかぶ。地下で冷えているとはいえ、この広間にある水分だけでは少なすぎるのだ。

　これほど巨大化したキメラを倒すには、それこそ大量の水がいる。

　その時、レインはある存在に気がついた。

「ジャンブルウ！　お前の力で、海とここを繫つなげられないか！」

「ガッーハッハハハハ。愉ゆ快かいなことを頼たのんでくれる。面おも白しろい、やってみせよう。ロードよ、力を貸してくれ」

「もちろんよ！」

　両りよう腕うでを纏う鎖くさりを解き放ちながら筋肉を限界まで撓たわめかせるジャンブルウに、ミストリアが残り少ない体力で【契約の絆】を発動する。島の周りは一面海だ。ジャンブルウが切り拓ひらく次元の出口はどこでもいい。

　不敵に笑い鋭い牙きばを覗のぞかせたジャンブルウは、その両手の爪つめを目の前の空間に思いっきり突つき立てた。無理矢理引き裂さかれた次元が奏でる不協和音を押し退け、大量の海水が空間を飛び越えて流れ込む。

　海水を見据えながら、レインはエルニアの手を摑つかんだ。

　驚おどろいて身体を強こわ張ばらせるエルニアに、レインが顔半分だけ振り返る。

「お前の力も貸してくれるよな、エルニア」

「──ぁ、ああ」

　耳を撫なでたその言葉に、エルニアは一言しか返すことが出来なかった。

　だから、エルニアは握り返した。

　レインの温かく、そして力強い手を。

　重なり合った手から猛もう烈れつな熱が駆け上がる。魂たましいを焦こがすその熱はエルニアとキールの絆に着火し、かつて無いほどの大火へと姿を変えた。無数の紋もん章しように吞み込まれたエルニアの右手。その奥に確かに存在するドラゴンの紋章が歓かん喜きに震ふるえ、鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの光を解き放つ。

「キール。【ブレススパイラル】」

（主よ。その言葉を待っていたぞ）

　感極きわまったように目を閉じたキールがその竜りゆう眼がんをカッと見開き、特大の炎ほのおの螺ら旋せんを海水へと叩たたき込む。その熱に海水は一いつ瞬しゆんにして蒸発し、大量の水分が地下の広間を包み込んだ。

「こっからは俺たちの仕事だな。ペムペム」

「ぴぎぃ」

　溢あふれる闘気に身体を揺ゆらすペムペムが、あの言葉を待ち、レインへそのつぶらな双そう眸ぼうを傾かたむける。

　レインは静かに頷いた。

【崩身】を使い続けているおかげで残りの体力は少ない。

　でも、不思議と力が湧わいてきた。

　エルニアの手を握り締めるほどに、レインの身体からだから不思議な力が溢れ出た。

「さぁ、行くぞ！　ペムペム、【体当たり】！」

「ぴっ、ぎぃぃいいいいいいいいい！」

　変化する地下の環かん境きように戸惑っていたキメラへ、水色の砲ほう弾だんが放たれる。愚ぐ直ちよくなまでに真まっ直すぐに叩き付けられた闘とう志しに、キメラはすぐに呼応した。無数の腕が伸び上がり、ペムペムに摑みかかる。

　キメラに迷いはなかった。飛び込んできた本体さえ吞み込んでしまえば、たとえ一部の肉が弾はじけようともキメラの勝利は確定する。

　だが、次々に伸ばされた肉の腕は、その全すべてが空を摑んだ。

【海跳び】によりキメラの肉体を踏ふみ台にしたペムペムが加速する。スライムの危機察知能力が、次に出てくる腕の場所を、数を教えてくれる。指先が見えたとき、ペムペムは既すでに進路を変へん更こうしていた。遥はるか遠くから勢いを付けて飛び出して、ドラゴンの猛もう攻こうにすら立ち向かってきたペムペムの胆たん力りよくの前には意味が無い。視界を埋め尽つくす肉の腕の僅わずかな隙すき間まをかい潜くぐり、黒い口こう腔こうを覗かせた肉の蛇へびを置き去りに、ペムペムが一気にキメラの肉体を駆かけ上がる。

「ぴぃいいいいいいっぎぃう！」

　ペムペムの渾こん身しんの体当たりが、キメラの黒こく眸ぼうに突き刺ささる。瞼まぶたのないその目は、ペムペムの【体当たり】をまともに受け止めた。痛覚があるかどうかは定さだかではないが、キメラの動きが僅かに鈍にぶる。その隙すきに、ペムペムはキメラの背後に回り込んだ。一いつ斉せいに飛び出てくる腕うでの隙間を突とつ破ぱし、力強い【体当たり】がキメラの背中を打ち据すえる。今度は逃のがすまいと新たな肉の腕が生まれるも、【海跳び】による離り脱だつはキメラの変形速度を遥かに凌りよう駕がしていた。

　飛び回るペムペムにキメラが怒いかりを顕あらわに咆ほう哮こうする。その咆哮に導かれ、キメラの背中からあるものが突き出てきた。それは、天使と悪あく魔まの翼つばさだ。相反するエネルギーの衝しよう突とつが、とてつもない破壊の衝しよう撃げきとなってキメラの周りを埋うめ尽くす。レインとエルニアはキールの炎で、ガゼットたちはエルデミオールの天輪で何とか護られたが、その側にいたペムペムはひとたまりもない。

　まともに、その破壊の衝撃を受けていたならば。

「ぴっぎ！」

　ペムペムの元気な声が広間に響ひびく。その小さな身体で瓦礫の奥深くに逃にげ込んだペムペムは、破壊のエネルギーを見事にやり過ごしていた。再びその身が青い砲弾に変わる。キメラの頭部から僅かに覗く一角が、ペムペムの【体当たり】を受け止める。

　与あたえた攻こう撃げきはダメージ皆かい無むの【体当たり】四発。

　だが、ペムペムには、最弱のスライムには十分すぎた。

「ぴぎぃいいいいいいいい！」

　キメラにすら負けないスライムの咆哮。【崩身】により身体の中に生まれたエネルギーとは別のエネルギーの奔ほん流りゆうが、ペムペムの身体を包み込む。蒸気のようなオーラが立ち上り、ペムペムの身体を赤く、強く染め上げる。

　最強を宿命づけられ生まれた怪かい物ぶつを前に、世界最弱のスライムはあっという間に【昇しよう華か】の臨界点を突破した。

　待ちに待った刻ときがきた。

「ペムペム。【超ちよう分ぶん裂れつ】！」

「「「「「「「ぴぎぎ！」」」」」」」

　ペムペムが生み出した分ぶん裂れつ体が細かく弾け、目に見えないほど小さな分裂体となって散開する。攻撃力が無きに等しい分裂体。その数は百を優に超こえ、数えることは叶わない。

　広間に散らばった全ての分裂体に意志を通わせながら、レインは今一度喉のどを震わせた。

「【無む尽じん膨ぼう張ちよう】！」

「「「「「「「ぴっぎぃいいいいいいいいいいいいい！」」」」」」」

「な、なんと？」

　目まの当たりにした光景にフェルが目を丸くする。広間に満ちる水蒸気を吞み込んだペムペムの小さな小さな分裂体は、本体と同じ大きさまでその身体を膨ふくらませた。

【崩身】と【昇華】というエネルギーの奔流を残しながら。

　恐おそれを知らぬまま、本能のままにレインたちを蹂じゆう躙りんしていたキメラの口元に明らかな驚きが浮かぶ。三百六十度。文字通り広間を埋め尽くしたペムペムの瞳ひとみは、全てキメラに向けられていた。

「さぁ、受けてみやがれゼロ歳児。なりふり構わず仲間全部の力を借りたスライムの、最強の力、女の涙なみだを飲み込んだスライムの、今まで培つちかってきた全ての力を注ぎ込んだスライムの、最ッ高の【体当たり】ってヤツをよ！」

　叫さけびながらレインがスライムの紋章が刻まれた掌てのひらを天に掲かかげる。

　レインは笑っていた。

　ペムペムも笑っていた。

　一体誰だれが信じるだろうか。

　神を、ドラゴンを、天使を、悪魔を、ありとあらゆるモンスターを吞み込む最強の魔ま獣じゆう。

　それを世界最弱のスライムが追い詰つめるなんてありえない物語。

　そんな矛む盾じゆんだらけのできそこないの物語を、一体世界の誰が読んだことがあるだろうか。

「これで、最後だペムペム。全身全ぜん霊れい全力全開でぶっ飛ばせ！」

「「「「「「「ぴっっっぎぃいいいいいいいいいいいい！」」」」」」

　スライムの紋章が刻まれた主人公が拳こぶしを突き出し、最弱のモンスターがキメラに向けて殺さつ到とうする。

　キメラが肉腕を、肉にく鞭べんを、肉の蛇を生み出し応戦するが、生み出したその端はしからスライムに成り代わり、内側から溢れる自らのエネルギーに耐たえられず崩ほう壊かいする。

　キメラから解放されたレオンを、ピックを、ルルを、包み込んだ分裂体がその場から離脱する。だが、分裂体がたった三体抜ぬけたところで、途と切ぎれることのない怒ど濤とうの【体当たり】の勢いは毛先ほども衰おとろえなかった。

　スライムによる全面包囲の【体当たり】。

　その鳴き声が途と絶だえたとき、キメラの身体は肉の一いつ片ぺん残らず崩壊した。
















　　　エピローグ




　突とつ如じよ全世界で巻き起こったモンスターの暴走はたった一日でその幕を閉じたが、謎なぞの多いその騒そう動どうは多くの噂うわさを呼んでいた。

　曰いわく、謎の組織の陰いん謀ぼう。

　曰く、古代モンスターの覚かく醒せい。

　曰く、新生宗教の集団催さい眠みん。

　曰く、狂きよう乱らん学者の魔獣実験。

　根も葉もない噂、意外に真相に近い与よ太た話が生まれては消えていく。しかし、一週間もすれば噂の大半はその影かげを潜ひそめていた。モンスターの大量発生や突とつ然ぜん変へん異い、野生のモンスターによる獣じゆう災さいはいつの世も後を絶たない。

　結局、どんな騒動も噂も収束していくものだ。特に、国家間で行われるような、重大な機密に関しては秘密保持を徹てつ底ていされる。

　とある島で、天才少女博士が生み出した魔獣が暴走したなどというおとぎ話は、噂以上に世間に知れ渡わたることはなかった。

　だが、それは無関係の人間に対してのこと。

　その渦か中ちゆうにいた人間達にとっては、忘れることの出来ない現実だ。

　事件の主犯であるグレイス、ガリア、フェルの三人は、その陰謀を阻そ止しした魔獣育成学園ベギオムの生徒が属する国、エルグ王国がその身み柄がらを拘こう束そくすることになった。不思議と反発する国はなかった。当然だ、理由なく下手に動けば他国を刺し激げきし、無理矢理理由を作れば他国から睨にらまれることになる。

　討とう伐ばつとは名ばかりの、世界最強の魔獣キメラとその生みの親であるフェルの争そう奪だつ戦せん。

　その栄光を勝ち取ったエルグ王国、その王城の中にある執しつ務む机で資料を読み返していたハルドゥークは、フェルと一いつ緒しよに手に入るはずだったキメラの結末に、重々しい溜ため息いきを漏もらした。

「『スライムトレーナーがキメラを消しよう滅めつさせてしまったため素体の回収は不可能』。これってどう考えても噓うそですよね、先生」

　心労からか、若じやつ干かんやつれたハルドゥークがこめかみを押さえ、来客用のソファーに腰こし掛かける人物に厳しい視線を投げかける。

　喧けん噪そうとはほど遠い香かぐわしい紅茶を堪たん能のうする老紳しん士し、第一級国際犯罪者として名を刻まれたグレイスは、静かにティーカップを机に下ろすと「ふむぅ」と思案するようにその口ひげを撫なでた。

「先生はやめたまえよ。ハルドゥーク君。階級も胸の勲くん章しようも、もう君の方がずっと上なのだからね」

　執務机の斜ななめ後ろに掛けられた礼服を眺ながめながら微笑ほほえむグレイスに、ハルドゥークは厳しい表情を崩くずして苦く笑しようした。

「胸につけられない勲章の数じゃ、先生の右に出る者はいないでしょ。はぐらかさないでください。エルグ王国五カ年計画の一つがおじゃんになって上から怒おこられるのは僕なんですから」

「ハッハハハ、頑がん張ばりたまえ！」

「とてもいい笑え顔がおですね！」

　本気で哄こう笑しようするグレイスに、ハルドゥークが皮肉満まん載さいの視線を叩たたき付ける。だが、勲章を幾いくつも受け取った将軍ですら竦すくみ上がるハルドゥークの威い圧あつに、グレイスはどこ吹ふく風だった。

　溜息一つ零こぼし、ハルドゥークが今一度資料に目を通す。そして、今後同じような失敗を繰くり返さないために、そして、𠮟しつ責せきを受けることが前提の報告書を書き上げるため、一つ一つの事情を整理し始めた。

　計画の発足は四年前。当時まだ六歳の少女、フェティ・ルン・エルクードが自らの神の紋もん章しように耐えきれず、神を操あやつる器量と知力を備えた別人格フェル・ルン・エルクードを生み出したことに端を発する。両親が事故で他界し魔獣学者である祖父に預けられたフェルは『最強の魔獣』という夢を持ち始める。

　ハルドゥークも当時は子供の夢と笑っていた。だが、エルグ王国の法の外に暗あん躍やくするエージェント、ハルドゥークの師し匠しようであるグレイスがフェルの夢の実現性を検けん討とうし、有益と判断したことにより計画は一気に動き出した。グレイスは先見の明があり、今まで多大な公益を国家にもたらしている。また、グレイスの教え子であるハルドゥークが当時既すでに軍事部門の幹部になっていたことも計画実行の後押しとなった。エルグ王国は戦争国家ではないが、もしもの時のために備えはいくらあっても余ることはない。

　計画の実行に掛かかる莫ばく大だいな金は、他の国にも計画の情報を流すことで集めた。強力な魔獣はどの国でも喉から手が出るほどほしい。案の定、戦争国家のいくつかが金を出してきた。この点においては、他の国の財源にダメージを与えたということで成功している。

　計画が狂くるい出したのは、ここ最近の話だ。最強の魔獣の完成が近づくにつれ、フェルの容態が悪化し始めた。その上、グレイスの悪あく癖へき、伸のび盛ざかりの若い芽をみるとちょっかいを出したくなる癖くせにより、予想以上に敵が多くなってきた。

　キメラの身体からだは完成したが、息吹いぶきを吹き込むエネルギーが不足していた。だからこそ、効率よくエネルギーを注ぎ込むために、ハルドゥークは国家討伐連合を思いついた。キメラが動き出す上、各国の軍事にダメージを与あたえられる。エルグ王国も被ひ害がいを被こうむったが、カムフラージュのためには仕方がない。なにより、キメラの契けい約やく者と成り得るベギオムの生徒を連れて行くための大義名分が必要だった。

　キメラの出来は素す晴ばらしかった。いや、予想以上だったといっていい。

　後はグレイスが契約者である学生を誘ゆう導どうし、キメラを操る鍛たん錬れんと称しようして有事の際の戦せん闘とうに参加させる予定だった。フェルはキメラの力の証明のために世界大戦を引き起こす気だったようだが、王国の首しゆ脳のう陣じんすら説とき伏ふせる海千山千のグレイスがいれば、手て懐なずけ懐かい柔じゆうすることは造作も無かっただろう。

　そこまで報告書を書き終えて、ハルドゥークは筆を止め、頭を抱かかえてしまった。

　これだけの時間と手間を掛けたのに、結果が『キメラはスライムに負けました』なんて、報告できるはずがない。

「ハッハッハ。あんまり悩なやむと若ハゲになるぞ、ハゲルーク君」

「誰がハゲルークですか。まだハゲてません！　いや、ハゲる予定もありません！　というか、笑うくらいなら手伝ってくださいよ！」

「だったら、もっと気軽に考えてみたまえよ。確かにキメラは失ったが、その代わりフェル博士を我が国に迎むかえ入れることが出来た」

「犯罪者として、ですよね。それがどうしたっていうんですか？」

「鈍にぶいな。もし、フェル博士がフリーの学者ならば、他国も確実に彼女の叡えい智ちを狙ねらいに来るぞ。そうなれば、我が国で独どく占せんするのは難しい。だが、犯罪者となれば話は別だ。幸い彼女の母国はエルグ王国傘さん下かの町。手回しは容た易やすい。なにより、今回の事件は世間的になかったことにされておる。とくれば、あとは書類上でなんとでもなる。幼い子に更こう生せいの機会を、と書けば文句を言うものもおるまいよ」

　軽くウインクしてみせるグレイスに、ハルドゥークが一層頭を悩ませた。

「その書類を作るのに、一体何日徹てつ夜やすることになると思ってるんですか。しかも。三人分ですよ、三人分！」

「ああ、そういえばドルフ君は見つからなかったそうだね」

「またそうやって話を逸そらす！」

　声を荒あららげながら、ハルドゥークが思い出した問題にまた頭を悩ませる。グレイスが引き込んだ実行委員の一人、剣けん狼ろう使いの魔ま獣じゆう食育師フードプランナーのドルフという少年は、その行方ゆくえを暗ましていた。しかも、キメラになり損そこねた別の素体も、その行方が知れないらしい。

　全世界に散らばったキメラの欠片かけらの消滅は確かく認にんできたが、嫌いやな問題がいくつもハルドゥークの前に積み重なっていた。

「はぁ……。なんで先生はこんなに面めん倒どう事ばかり起こすんですか？」

「そういうな。孫のような娘むすめのために骨を折るなど、これほど嬉うれしいことはないだろう。──さてと、私はそろそろお暇いとまするよ。久しぶりの休きゆう暇かを楽しむとしよう。ガリアが今後どうするかも聞いておきたいからね」

　いいながら立ち上がったグレイスが、紅茶の礼に一つ頭を下げて執務室の出口へ向かう。

　この夏の最中でもコートを脱ぬがないその後ろ姿に、ハルドゥークは一いつ瞬しゆん躊躇ためらったものの、喉のどにせり上がった言葉を抑おさえられなかった。

「亡なくなったお孫さんを思い出して手心を加えた、ってのは無しですよ」

「はて、何のことやら」

　動どう揺よう一つも無く扉とびらを潜くぐるグレイスに、ハルドゥークが思わず頭を搔かき乱す。

　だが、扉の向こうに消えたはずのグレイスは、すぐにまた執務室へと戻もどってきた。

「ああ、そうそうハゲルーク。フェルはともかく、フェティはまだまだ年相応の少女だ。できる限り勉学の機会を与あたえてやってくれ。と言っても、あの子は人見知りだからね。とりあえず、顔見知りのいるベギオムにでも紹しよう介かい状を出すことをお勧すすめするよ」

　一気に捲まくし立てたグレイスが返事も聞かないまま今度こそ扉の向こうへと消えていく。

　大きな溜息を零こぼしたハルドゥークは、増えた書類に思いを馳はせながら、もうすっかり冷えた紅茶を喉の奥へと滑すべり込ませた。




　　　　＊




　魔獣錬磨師モンスタートレーナーの訓練生の朝は早い。しかし、季節は夏。春先ならば太陽よりも早く目覚めるレインだが、さすがにこの時期は分が悪い。

　窓から差し込む力強い朝日。反射的に瞼まぶたを強く閉じたレインが、胸に掛かる重みにゆっくりとその眼めを開く。

　自分の呼吸に合わせて上下する布団の上に、瑞みず々みずしい肌はだで朝日を反射する丸い物体がいた。突とつ起きが二本、真まっ直すぐにレインの方を向いている。仰あお向むけ？に寝ねているのか、大きな鼻はな提ぢよう灯ちんを膨ふくらますペムペムは、まだまだ夢の中だった。

　そんな心ここ地ちよい睡すい眠みんを堪能する相棒に微笑んだレインは、全身に力を込こめると、一気にその上半身を持ち上げた。角度の付いた胸むねからペムペムが転げ落ちる。だが、とてつもなく図太いことに、依い然ぜんとして鼻提灯を膨らませるペムペムは全く起きる素そ振ぶりを見せなかった。

　夏休み中なら、小さなモンスターは宿舎でなく寮りようで預かることも出来る。獣けもの臭しゆう溢あふれるモンスター宿舎に比べたら、寮のベッドはさぞ寝心地が良いだろう。

　少しだけ迷い、レインはペムペムをそのままに脚あしをベッドから下ろして立ち上がった。手慣れた手つきで身み支じ度たくを整え、静かに、ゆっくり、大きく、胸むね一いつ杯ぱいに空気を吸う。

「新しい朝に感謝を」

「貪どん欲よくな最弱に常識を」

　祝詞のりとを唱えたレインは苦笑を零すと、まったくもって失礼な続きを唱えたルームメイトの方を振ふり返った。

「なんだよ。お前はこないのか？　ガゼット」

「悪いけど、今日はまだ寝かせて貰もらうよ。──午後からは付き合うからさ」

　ゆっくり寝返りをうったガゼットが寝たりないと言わんばかりに目を細め、人間の枕まくらに身体を沈しずめるピックの羽を指先で優やさしく撫でる。

　レインは無理に誘さそいはしなかった。夏休みにまでトレーニングに励はげむレインと、ゆっくりと朝のまどろみを堪能するガゼット。さすがに、どちらが常識的かくらいの判別はつく。

　落らく胆たんした様子もなくレインがポーチを腰こしに巻き付ける。

　そのレインの耳に、感心を込めた声が届いた。

「それにしても、よくも飽あきずに続けられるね。一応君、世界最強と言っても過言じゃないキメラを倒たおしたんだよ。神より強いキメラを倒したんだ。ちょっとは満足してもいいんじゃない？」

「そうか？　結局最後は皆みんなの力借りまくりだったし、キメラを倒したからってエルニアの姉ちゃんのシャルネラとかエルデミオールに勝てるかってのは別問題だろ。俺は、あいつらにも勝ちたいんだよ。一対一で、真っ向勝負で」

「……はぁ。人生楽しそうだね、君は」

　呆あきれと感心を半分半分に微笑むガゼットに、レインは心底楽しげに微笑んだ。

「ああ、なんたってスライムトレーナーに生まれてきたからな」

　スライムの紋章を力強く握にぎり締しめたレインが、いい加減相棒を起こそうと振り返る。

　そんなレインの目の前に、やる気十分、ただ口の端はしのヨダレを拭ぬぐい忘れているペムペムが、元気いっぱいに飛び跳はねてきた。

「ぴぃーぎ！」

「はは。よしっ、今日も行くか！」

　ペムペムを抱だき締しめよだれを拭ってやったレインが、部屋を抜ぬけて生徒玄げん関かんへと歩き出す。その途と中ちゆうにある食堂の前を通り過ぎようとした時、僅わずかに開いた扉の隙すき間まから覗く異様な物体にレインは思わず足を止めた。

　見み間ま違ちがいかと思ったがそうじゃない。食堂に熊くまがいる。

　まさかと思ったが好こう奇き心しんを抑えきれなかった。レインがその身体を食堂に滑り込ませる。

「なんだ、お前かよ」

　レインが思わず笑えみを零こぼす。

　食堂の机に突つっ伏ぷす大きな熊──それはリアルな熊の寝ね間ま着きに身を包んだジナだった。

「ふぁ……、むこ、さ、ま。お、はよ……う」

　ルルを枕代わりにしていたジナが、普ふ段だんから眠ねむたそうに半分閉じている瞼を九割ほど閉じて、なんとか朝の挨あい拶さつを絞しぼり出す。だが、そこで完全に力ちから尽つきた。何回か見た光景ではあるが、ジナはかなり、いや重度に朝に弱いらしい。

　そんなジナに苦笑を漏もらしたレインの脳のう裏りに、スライム島での一件が蘇よみがえった。今のジナとはかけ離はなれた、真しん剣けんな姿。月光に浮うかんだ白い素す肌はだがレインの脳裏に蘇る。

　一瞬悩なやんだレインは、熊の寝間着を着込んだジナのすぐ脇わき、食堂の大きな机の横に隠かくれるようにしゃがみ込んだ。

　落ち着かなく頰ほおを搔きながら、レインが躊躇ためらいがちにジナに声を掛かける。

「ジナ、ちょっといいか？」

「……ふぁ～……。なぁ……に？　婿むこ、様」

「あのよぉ、お前の実家でのことなんだけど……」

「うん、うんうんっ！　何、婿様！」

　眠ねむ気けを一気に吹ふき飛ばしたジナが、ガタッと椅い子すを鳴らしながらレインの方に身体を傾かたむける。そのあまりの勢いにたじろぎながら、レインは何とか声を吐はき出した。

「その、よぉ。夜のこと、なんだけど。あれは、その、どこまで本気なんだ？　やっぱり、無理してただけなのか？」

　ぎこちない口調でレインがジナに尋たずねる。

　一方ジナは、レインの言葉を聞くや否や、ビックリしたようにその栗くり色の瞳を瞬またたかせた。

「ルル、ルル」

「きゅぴ？」

「体当たり」

「きゅぴん！」

「ぴぎぃ!?」

　説明もなく、突とつ如じよルルの喜びに満ち溢あふれた体当たりがペムペムの顔面に炸さく裂れつした。顔面を打ち据すえられた衝しよう撃げきに涙なみだを流すペムペムを見て、ジナが再び目を瞬かせる。

「夢、ぽくない」

「きゅぴきゅぴ」

　痛がるペムペムで夢と現実を確認するジナに、ルルがうんうんと頷うなずく。

　ジナは顔を太陽の様に輝かがやかせた。

「婿、さ──」

　レインに熱い視線を傾けたジナが、その両手を大きく開く。だが、開かれた両手は突とつ然ぜんピタリと停止すると、レインではなく膝ひざの上に乗っていたルルを抱だき締めた。

　桃もも色の身体からだを枕に顔を埋うめ、ジナがどこかムスッとしながら押し黙だまる。

「お、おい。どうしたんだよ、ジナ？」

「──今日は譲ゆず、る」

「え？　なんだって？」

　耳を寄せて聞き返したレインに、ジナはぷいっと顔を反対方向に傾けた。明らかな拒きよ絶ぜつの反応に、レインが頭を搔きながら立ち上がる。

　やっぱり、考えすぎだったのだろうか？

　ジナの反応の意図が読めず、レインが首を捻ひねる。

　その時、厨ちゆう房ぼうの奥にある外の食材置き場へと続く扉が開き、大量の卵を籠かごに載のせたアリカとマロが入ってきた。

「よぉ、アリカ、マロさん。おはよう」

「あっ、レイン君。おはよ！」

　軽く手を挙げたレインに、アリカが声を弾はずませて応える。その足下では、レオンが口元に大きな骨を咥くわえながら嬉しそうに尻尾しつぽを振っていた。

　一いつ瞬しゆん、ジナとの会話を聞かれたか気になったが、アリカの顔を見る限りその様子はない。

　ほっと胸を撫なで下ろしたレインは、これ以上何かを聞こうとは思わなかった。ルルから顔を上げないところを見れば、ジナもあの日の夜のことは触ふれて欲しく無いのだろう。

　ジナとの話を胸の奥にしまい込み、レインは少し強ごう引いんにその意識を厨房から溢れてきた甘い匂においに傾けた。

「いい匂いがすんな。何作ってんだ？」

「フレンチトーストだよ」

　アリカが卵液の揺ゆれるトレーをレインに傾ける。クリーム色の卵液の中に沈んだ食パンがずっしりとその甘い液を吸い込み、バターが溶とけたフライパンでジュワッという小気味よい音を奏でる。立ち上る香かおりは否応なしにレインの口の中を唾だ液えきで一いつ杯ぱいにさせた。

「ああ～、いいなぁ～。美う味まそうだな。でも、今食うと走るのがキツくなるからな」

「ぴぎ！　ぴぎぴぎぎ！　ぴっ、ぴぎぎ！」

　主あるじの考えを改めさせようと、ペムペムが全力で運動前の朝飯を主張する。

　そんなペムペムに、アリカはくすりと笑いながら新たなパンを卵液に浸ひたした。

「じゃあ、あとでトレーニング場に持っていってあげるね。ペムちゃんも、運動した後の方が美お味いしいよ」

「だよな。わかったか、ペムペム」

「ぴぎぃ～……」

　アリカに説得されたペムペムが、残念そうに俯うつむきながら声を漏らす。

　そんな相棒に苦く笑しようするレインは、アリカに向けて無意識に微笑ほほえんだ。

「いつもありがとな」

「いいの。私が好きでやってるんだもん」

　アリカが気き恥はずかしさと、少しの自信を込こめて微笑み返す。

　そして、その隣となりでフレンチトーストをひっくり返すマロは、二人の様子になにやら難しい顔を浮かべながらパートナーのバーミと囁ささやき合っていた。

「これはもう新しん婚こんさんだね。間ま違ちがいない」

「いやいや。青スライムという出来の悪い子持ちの夫ふう婦ふと見た」

「なるほど。さすがバーミ、いいところに目を付けるね」

「あたぼうよ！」

「マロさん！　バーミちゃん！　全部聞こえてるんだけど！」

「えっと～。俺はそろそろトレーニングに行くから。あと、フレンチトースト焦こげてるぞ」

　なにやら賑にぎやかなやりとりが聞こえる食堂の扉とびらをゆっくりと閉め、レインが生徒玄関へ向かう足を早める。

　外へと飛び出ると、燦さん々さんと降り注ぐ朝日がレインとペムペムを迎むかえ入れた。

　胸に抱かかえていたペムペムを地面に下ろしたレインが、手で庇ひさしを作りながらすっかり昇のぼった太陽を仰あおぎ見る。

「あれから一週間か。なんか、もう随ずい分ぶん前のことみたいだな」

　静かな日常に、レインが思わず声を零す。キマイラ島での大激戦の記き憶おくよりも、降り注ぐ夏の熱い日差しの方がレインにとってはずっと生々しいから仕方がない。

　それでも、全すべての思いが時に流されるわけではなかった。

「フェティとフェルのヤツ、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　レインの声に陰かげが差す。エルグ王国の軍人を名乗る男に連行される直前、グレイスはレインにあることを耳打ちしていた。実は、グレイスは前々から、フェティがパラパの力に押し潰つぶされないよう、そしてフェルが消えてしまわないように薬を調合して飲ませていたらしい。

　つかみ所のない老紳しん士しだったが、その言葉は不思議と信しん頼らいできた。とはいえ、安心できるかどうかは別問題だ。健康であるという便りのひとつでも届けばいいのだが、生あい憎にくと今そんな気配は全然無い。

「ぴぎぃ～」

　主の気持ちが沈しずむのを感じ取り、ペムペムが慰なぐさめるようにレインの身体をよじ登り、頰に冷たい身体をすり寄せる。

　そんな相棒の気き遣づかいに、レインは気持ちを切り替かえた。

「そうだな、考えてもしょうがないよな。──とりあえず、走るか！」

「ぴぎぃっ！」

　力を取り戻もどしたレインの声に、ペムペムが顔かおを綻ほころばせながら飛び降りる。トレーニングの始まりはランニングから。それはいつもかわらない。

　もう、目め隠かくししてでも走りきれるくらい慣れ親しんだランニングコース。学園の外周を走るため、レインとペムペムが小走りに正門へと向かう。

　その脚あしが、ピタリと地面に張り付いた。

「エル……ニア」

　いつかの光景をなぞるように、キメラの消滅と共に本来のドラゴンの紋章を取り戻した朱あか髪がみのドラゴントレーナー、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクが相棒のキールと共にレインを待ち構えていた。

　実のところ、あの事件以来レインはエルニアには会っていなかった。エルニアはどこかレインを避さけていたし、レインも何となく面と向かって話すタイミングが摑つかめなかった。

　レインが視線を泳がせる。話したいことはいくつもあったはずなのに、まったく言葉が出てこない。

　どれくらい、レインは無言のままエルニアと向かい合っていただろうか。

「レイン・エルハルト！」

　きっかけはなかった。

　本当に唐とう突とつに、エルニアが叫さけんだ。

「な、んだよ」

　素っ気ない、というよりはどこか余よ所そ余よ所そしくレインが応える。

　そんなレインの態度に、エルニアは我が慢まんできなくなったように駆かけ出すと、そのままレインへと抱だきついてきた。胸にぶつかった衝撃に、預けられた小さな額に、レインが思わず息を止める。

　レインの胸でその顔を隠かくしたエルニアは、辺りには誰だれもいないにもかかわらず、レインにだけ聞こえる声で囁いた。

「アレは、本気ではないのだぞ。いや、本気だったのだが、本気ではないのだ」

「何のことだよ？」

　触れれば壊こわれてしまいそうなエルニアの身体に、レインが小さく万ばん歳ざいをするような変な体勢のまま尋ね返す。

「最──の、キ──い──」

「え、なんだ？　聞こえねぇよ」

　さすがに今度は小さすぎて聞こえず、堪たまらずレインが聞き返す。

　エルニアは大きく息を吸い込みながら首を大きく振ふると、真っ直ぐにレインを見つめながら顔を真っ赤にして叫んだ。

「ア、アレだ。賭かけの話だ。その、あの時は仕方なく恋こい人びとを破は棄きすると言ったが、アレは本気ではないのだぞ。そのくらい分かっているだろうな！」

「あれ、さっきと言ってること違わ──」

「分かっているだろうな！」
















　首を傾かしげるレインの声を遮さえぎり、エルニアが念を押す。

　レインは頰ほおを搔かくと、眉まゆを顰ひそめながら「う～ん」とうなり声を零こぼした。

「いや、でもよ。あれが本気じゃなかったって噓うそだろ。マジで、俺とペムペムを叩たたき潰しに来てたし。賭けはやっぱり有効だ。だから、俺とお前の恋人関係ってのも破棄だろ」

　真ま面じ目めな顔でレインがエルニアに確認する。いや、むしろこれはレインが一番望んでいたことだ。エルニアの方から恋こい人びと破は棄きを提案してくれれば、これ以上、わがままに振り回される心配もしなくて済む。

　そうやって自分を納なつ得とくさせながら、レインは胸の中に疼うずくモヤッとした感情を整理できなかった。

　そして、続くエルニアの提案に、どこか喜びを覚えてしまう自分を抑おさえきれなかった。

「そうか。ならば仕方がない。決けつ闘とうだ、レイン・エルハルト。お前に勝って、私は再びお前の恋人になる！」

「ああ、いいぜ。勝てるもんなら勝ってみろよ」

「その余よ裕ゆうがいつまで続くか見物だな。頼たのむぞ、キール」

（まぁ、これがその男に対する一番の謝礼だろうな）

「なに訳の分かんねぇこと言ってんだよ。ペムペム、返り討うちにしてやろうぜ！」

「ぴぎぃーっ！」

　レインとエルニア。ペムペムとキール。

　スライムトレーナーとドラゴントレーナーが、数多あまたの魔獣錬磨師モンスタートレーナーが鎬しのぎを削けずる魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園ベギオムの正門で、最弱と王者の紋もん章しようを滾たぎらせる。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナー訓練生たちの暑い夏は、まだ始まったばかりだった。







　全て終わったと、彼らは思っていた。

　若き魔獣錬磨師モンスタートレーナー達も、老練の魔獣錬磨師モンスタートレーナーも、軍事に身を置く魔獣錬磨師モンスタートレーナーも。

　だが、物語は終わってはいなかった。

　闇に逃れた魔獣錬磨師モンスタートレーナーがいた。闇に消えた作られし命達がいた。










　彼らの知らないところで、新たな物語がその産声を上げていた。

　彼らの知らないところで、ひっそりと──







　　　あとがき




『幹と枝』

　幹を太く強く育てれば、立派な枝葉が伸のびますね。作者の予想を超こえる成長を見せる本作は、ついにドラゴンマガジンにて外伝《スライムクロニクル》の連れん載さい、月刊コミックアライブにて《コミカライズ》企き画かく進行中という素晴らしい枝葉を伸ばすことが出来ました。

　もちろん、幹である本編も頑がん張ばります！

　さあ、ついに来たぞ！　朱あか髪がみドラゴン娘むすめの大躍やく進しん！

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー５』でした。




　お久しぶりです。見み波なみタクミです。

　まずは素直に質問させてください。

　どうでしたか？　いや、本当に??

　一巻からパワーアップはするものの、スライムの【体当たり】一本というごり押しで戦い続ける本作品。作者ですら「よくもまぁここまで来たな……」と戸と惑まどうほどです（笑）。

　そんなスライムに負けじと成長する主人公＆ヒロインズ。『とにかく熱い物語を！』という作者の信念に、信念以上の熱意で成長してくれた彼らにも本当に感謝の念が尽つきません。

　……まぁ、若干応えてくれすぎて暴走している気がしないでもないですが（苦笑）。

　キャラクター達に引き続き、この『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』という木を育ててくれた方々に謝辞を申し上げます。

　主人公とヒロイン達の熱いバトルを見事に描えがき上げてくださった狐こ印いん様。この度、コミカライズの企画を担ってくださった関係者の方々（コミカライズ版のペムペム達を作者も楽しみにしています）。締しめ切きりを一切守れないできそこないの作家を信じてギリギリまで待ってくださった担当のＳ様。あいかわらず目を疑うような誤字脱だつ字じを綺き麗れいに修正してくださった校正様。執しつ筆ぴつの苦労と楽しさを語り合い息いき抜ぬきをさせてくれるＳ雪様。体調が悪くて寝ね込んでいる夜中に突とつ然ぜん襲しゆう撃げきをかましてくれたＮ川氏。少年の心を取とり戻もどさせてくれる地元の四人の友人達。

　そして、五巻までお付き合いくださった読者の方々。

　心からのお礼を申し上げると共に、最後にこれだけ言わせてください。

　次回、新章開幕!!


二〇一六年五月　見波タクミ



















見波タクミ

●みなみたくみ



第27回富士見ファンタジア大賞金賞受賞『できそこないの魔獣錬磨師』でデビュー。皆さんはタイムスリップって出来ますか？　作者は出来ます。方法は中学生時代からの仲間と遊ぶこと。心が輝かしい中学生に戻れます。温泉旅行に行った時は近くの公園で久しぶりにブランコと鉄棒をしました。作者とゆかいな仲間達。その『絆』は時をも飛び越えます！


















口絵・本文イラスト／狐印

カバーデザイン／伸童舎
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